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プロローグ









　眼下には、雑然としたダウンタウンの夜景が広がっていた。

　千ち鳥どり足あしの酔よっぱらい、客引きのコールガール、ゴミ箱ばこを漁あさる野の良ら犬いぬ。だがそういった諸もろ々もろは、クルツ・ウェーバーの視界には入っていない。

　裏通りの、こぢんまりとした雑居ビル。その屋上で腹ばいの姿勢をとり、クルツは静かにその時を待ち続ける。

「カルロスから報告。標的の車が、ポイントＣチヤーリーを通過。おそらくルート１と見て間ま違ちがいないでしょう」

　傍かたわらにうずくまった黒人の巨きよ漢かんが、携けい帯たい端たん末まつを手にそう言った。ダグラス・バクスター、クルツにとっては以前の職場での部下に当たる。一〇キロほど離はなれた場所で、標的を尾び行こうしているカルロス・メンドーサも──色々と紆う余よ曲きよく折せつはあったが──同様だ。

　無言のままクルツは、手にした相棒に意識を向ける。古く、簡素な、ボルトアクション式のライフルだ。黒光りする金属製の銃身バレルや機関部レシーバーと、重々しいクルミ材の銃床ストツクが、芸術的な調和を見せている。

　銃身の上部に取りつけられた、それだけは真新しいスコープをのぞきこんだ。リューポルドの三六倍、下手な銃じゆうよりよほど値が張るハイエンドモデルである。ビルとビルの谷間の向こうに、大通りのきらびやかなイルミネーションが、わずかに見えた。

　およそ一キロ先のホテルの正面玄げん関かん、クルツたちが狙ねらっているのは、そこで標的が車から降りたその瞬しゆん間かんである。

　事前に一〇〇〇メートルの零ゼ点ロ規イ正ンは済ませている。スコープの調整範はん囲いを超こえていたので、マウントの段階からエレベーションをつける等といった工く夫ふうが必要だったが。

「こちらでも標的を確かく認にん。やはりルート１です。時間通りですな、曹そう長ちよう」

　観測手スポツター役であるバクスターが、自身のスコープをのぞきこみながら報告した。だがその声にも、クルツは答えない。今あごを動かしてしまえば、それは狙そ撃げきの精度を狂くるわせることになる。

　銃と標的に集中する狙撃手に変わり、観測手は周囲の索さく敵てきや味方との通信、目標の選定に、着ちやく弾だんの確認などを引き受ける。カルロスを含ふくめて即そく席せきのチームではあるが、今のところ問題なく機能していた。

「来ます。風は手前が北東から八ノット、奥も変わっておりません。湿しつ度どは──」

　バクスターからの報告に続き、スコープ越ごしの狭せまい視界に標的が現れた。停車したリムジンにボーイが駆かけ寄り、開かれた後部ドアから壮そう年ねんの白人男性が身を乗り出す。

　ジオトロン・エレクトロニクス最高経営責任者ＣＥＯロバート・モーガン──間違いない。

　高まる集中力。肩かたに当たるクルミ材の銃床の感覚がすっと遠ざかり、そしてまた近づいてくる。

　構えた銃と自身の肉体が一つに溶とけ合うような、奇き妙みような感覚だ。精せい彩さいを失った世界の中で、時間さえも奇妙にゆっくりと流れていた。

　スコープの中で、標的の頭部は無防備に晒さらされていた。

　一キロの距きよ離りと、三〇八口径のライフル。この条件では発射から命中まで、およそ二秒の時間がかかる。その二秒で弾だん丸がんが受ける風速・気温・湿度・その他諸々の影えい響きよう、さらには標的の移動も勘かん案あんし、照準を定める。

　スコープに刻まれた十字線の中央から二目盛りミルだけ、モーガンの頭をずらす。ここだ、これで間違いない。

　一発だ──

　脳のう裏りに浮うかぶ妻と娘むすめの姿を、クルツはこの時だけ忘れた。

　この一発で、全すべてを終わりにする。

　弾丸の描えがくであろう軌き跡せきすら、今のクルツにはありありと思い描けた。

（簡単な仕事だ）

　トリガーにかけた指へと、力をこめた。彼の意識の全ては、一〇〇〇メートル先の標的へと絞しぼりこまれていく。

　だからこそ、それに気づけた。

　まさにその瞬間、突とつ如じよとして標的のリムジンが爆散した。今まさに下車しようとしていた、オーナー諸共に。

「なっ!?」

　呻うめいたバクスターが腰こしを浮かす。だがクルツは冷静に、一キロ向こうの惨さん状じようを確認していた。

　噴ふき上がる真っ赤な炎ほのおに、不幸なボーイは飲みこまれた。宙に舞まった車体のフレームはよじれ、砕くだけ散りつつ、玄関へと突つっこむ。巻きこまれたドアマンが制服の炎を消そうと地面を転がり、ロビーの宿しゆく泊はく客やフロントが悲鳴を上げる。けたたましく鳴り響ひびく、サイレンの音。

　混乱の中で、クルツただ一人がそれに気づいていた。

「一体、何が……」

「ＡＳアーム・スレイブだ」

[image: ]

　そう短く答え、クルツは立ち上がった。

　リムジンを襲おそい、一撃の下に葬ほうむり去った、見えざる巨きよ大だいな影かげ。それは確かに、不可視型の電磁迷彩ＥＣＳで身を隠かくしたＡＳだった。

　それほど、驚おどろく話ではない。不可視型ＥＣＳを用いた第三世代型ＡＳによる、市街地での各種工作──他ならぬクルツ自身が、何度となくこなしてきたミッションだ。

「しかし曹長、いったい何者が？」

「さあな。Ｍ９じゃなさそうだが」

　クルツ自身、このタイミングでの第三者の介かい入にゆうは予想していなかった。とはいえ、今この場所での詮せん索さくは、無意味かつ不毛である。

　素す早ばやく思考を切り替かえ、クルツはバクスターに言った。

「撤てつ収しゆうするぞ。ルートは二番、ポイントＢにカルロスの車を回しとけ。痕こん跡せきは残すなよ」

「了りよう解かいしました」




　ジオトロン・エレクトロニクスＣＥＯロバート・モーガン会長、突とつ然ぜんの事故死。

　カニンガム前会長に続く世界的複合企業コングロマリツトトップの変死というビッグニュースは、巨大な衝しよう撃げきと共に世界中を駆け巡る。

　だがこの怪かい事件と、中央アジアの片かた隅すみで勃ぼつ発ぱつした軍事紛ふん争そうを結びつける者は、ほんの少ししかいなかった。
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　山上から見下ろすその橋は、夜目に見ても混雑していた。

　アフガニスタン北西部の山さん岳がく地帯、深い峡きよう谷こくを東西に結びつけているのは、長大で頑がん強きようなアーチ型の橋きよう梁りようだ。暗くら闇やみの中で、サーチライトの光条がいくつも乱らん舞ぶしている。

　だが今、橋を渡わたっている車列の大半は、アフガニスタンのものではない。突如として国境を越こえて侵しん攻こうしてきた、隣りん国ごくガルナスタンの軍用車両だった。

　ガソリンエンジンやディーゼル、あるいはガスタービンの唸うなりが谷間に木こ霊だまし、夜の静せい寂じやくをかき乱している。

「ずいぶん、もたついているな」

　双そう眼がん鏡きよう型の暗視スコープをのぞきこみ、市いち之の瀬せ達たつ哉やはそうつぶやいた。呼気で曇くもったレンズを、野戦服の袖そででぬぐう。その拍子に、治りかけた右耳の傷が、鈍く疼いた。

　ガルナスタン軍の手て際ぎわは、素人しろうと目めにもあまり良くないように見えた。たった一本の橋に戦車や装そう甲こう車まで多量に、かつろくに整理されないまま押しかけているのだから。

　夜の暗さもあってか、あちこちで渋じゆう滞たいが起こり、橋を渡ろうとする隊列も遅ち々ちとして進まない。

（ラッシュアワーの駅踏ふみ切きりじゃあるまいし。この暗いのにご苦労なこった）

　達哉がそう考えた時だった。

「同感だ」

　横合いからかけられた少女の声に、達哉は振ふり向く。乾かわいた夜風にたなびく金の髪かみが、視界をよぎった。

　アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤ、達哉と同じく民間軍事会社ＰＭＣ新生Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービスに所属する僚りよう友ゆうだ。野戦服姿で岩場に伏ふせ、油断なく眼下のガルナスタン軍を偵てい察さつしている。

「確かにこの付近で重装備を渡せる橋はあの一本だけだが、それにしても手際が悪すぎるな。かと言って、単なる練度の問題とも思えない。おそらく、ガルナスタンにとってもこの作戦は、突とつ発ぱつ的なものだったのだろう」

「あいつらも、準備不足ってことか？」

「そうだ。やはり仕し掛かけるには今しかない」

　アデリーナの言葉に、達哉はうなずいた。とはいえあらためて確認するまでもなく、敵の数は多い。

「せめて、ここに菊きく乃のがいてくれたなら」

「…………ほう」

　達哉のちいさなつぶやきを耳にした途と端たん、アデリーナの両目が細まった。

「つまり君は、わたしより彼女の方が頼たよりになると、そう言いたいのか？」

「──え？」

　アデリーナの反応に、達哉は硬こう直ちよくした。そんな彼を見やる灰色の瞳ひとみには、剣けん吞のんな感情が揺ゆれている。

　不用意に菊乃の名前を出したのは、失敗だったようだ。どうにかして取り繕つくろおうと、達哉が何かを答えようとした時だった。

　まるで狙ったかのように、通信機が鳴り響く。

『聞こえるか、タツヤの兄ちゃん？　そっちの様子はどうよ』

　通信機から聞こえたのは、やや訛なまりの強い英語の声。それも場ば違ちがいなほど明るい少年のものだった。右耳の傷のせいで、やけに遠く聞こえる。

　と、アデリーナがわずかに眉まゆをひそめ、通信機を手に取った。

「ハリリ伍ご長ちよう。通信はわたしに入れろと言ったはずだが？」

『あ、そういやそうだったな。忘れてたよリーナの姉ちゃん』

　そのまったく悪びれない声だけで、達哉には通信機の向こうにいる少年兵の表情が想像できた。おそらくいつも通り、屈くつ託たくのない笑えみを浮かべているに違いない。

　ハリリ伍長は、アフガニスタン軍の国境警備隊に所属するＡＳアーム・スレイブオペレータだ。ガルナスタンから脱だつ出しゆつした達哉たちが、アフガニスタン軍に拘こう束そくされた際に、監かん視し役兼けん通訳としてつけられた。

　妙みように人ひと懐なつっこいたちで、なぜか懐かれてしまった達哉は、どうも困こん惑わくしていた。

「まあいい。いいか、ガルナスタン軍の戦力は──」

　淡たん々たんと、アデリーナは報告した。ハリリもさすがに余計な口は挟はさまずに、黙だまって聞いている。

「──以上だ。そちらの状じよう況きようは？」

『周囲に異常なしの万ばん事じＯＫ、いつでも始められるぜ』

　と、ハリリの陽気な声が、わずかに翳かげった。

『その──すまねえな、兄ちゃんたち』

「何がだ？」

『これって俺らの国の戦争なのにさ、兄ちゃんたちに危ない最前線を押しつけてるみたいで、これって──』

「何だ、そんなことか」

　ハリリのしおらしい態度に、達哉は苦く笑しようした。その目が、眼下のガルナスタン軍へと向けられる。

「ガルナスタンの連中は、俺たちにとっても敵だからな。なら敵の敵は味方、一いつ緒しよに戦って当然だ」

　と、そこでアデリーナが達哉から通信を引き継ついだ。

「そもそも、君のポジションも十分に前線だ。安全な後方にいると勘かん違ちがいして油断していると、死ぬぞ」

『わ、分かったよ』

「ならばいい。時間だ、予定通りに仕掛けるぞ」

　そう告げると、アデリーナはハリリへの通信を切った。軽くうなずいた達哉は、背後を振り返る。

　夜よ闇やみの中で巨大な人ひと影かげが二つ、両手両りよう膝ひざをついてうずくまっていた。ずんぐりとした、頭部の大きなシルエットは、どこかカエルを思わせる。

　入念な擬ぎ装そうの施ほどこされた、第二世代型のＡＳである。動かせない達哉たち本来の機体に変わって、アフガニスタン軍から貸たい与よされたRk─92〈サベージ〉だ。

「さて、始めるか」

「…………」

　気合を入れ直すため、達哉は両手を打ち合わせる。その姿に、アデリーナが静かに目を伏せた。

「リーナ？」

「本当にいいんだな、タツヤ」

　気き遣づかうような、かすかに震ふるえる声で、アデリーナは言った。達哉は再度、きっぱりとうなずく。

「ああ、やろう」

「そうか」

　そんな短いやり取りを交かわすと、達哉は駐ちゆう機き姿勢を取った〈サベージ〉へと急いだ。機体をよじ登ってコクピットへと潜もぐりこみ、マスター・スーツに体を固定する。馴なれた手つきで次々とスイッチを押しこみながら、点灯したスクリーンを流れる文字列を確かく認にん──異常なし。

　機体のガスタービン・エンジンに火が入った。コクピットが小刻みに振しん動どうする。

　車載電子機器ヴエトロニクス始動。戦術データリンク確認。現在、達哉の〈サベージ〉と情報を共有しているのは、傍かたわらにうずくまるアデリーナの〈サベージ〉と、あと一機──

「こちらオシラ３だ。予定通りに始めてくれ」

　後方に陣じん取どったハリリのＡＳに、アデリーナが通信を入れた。

『りょーかい』

　通信機から、すぐに返答が戻もどってきた。一いつ拍ぱくおいて、腹に響ひびく轟ごう音おんがアフガンの山々を震わせる。

　爆ばく発はつ。

　橋梁とその上を進んでいたガルナスタン軍の車列を、真っ赤な炎ほのおが包みこむ。乗り慣れた第三世代型ＡＳと比べて、〈サベージ〉の各種センサは貧ひん弱じやくそのものだが、その情景はありありと捉とらえていた。




『初しよ弾だんで目標に命中。良い腕うでだ』

「うっしゃあっ！」

　ＡＳの狭せまいコクピットの中でハリリは、アデリーナの賞賛に会心の声を上げた。まだ十代半ばの幼さを残した顔は、実戦の興奮と昂こう揚ようで紅潮している。

　彼の乗るＡＳは、Ｍ６Ａ２Ｅ２〈ブッシュマスター〉という機種である。米国製の第二世代型ＡＳであるＭ６〈ブッシュネル〉の肩かたに一〇五ミリ榴りゆう弾だん砲ほうを搭とう載さいした、火力支し援えん用の機体だ。

　今も両足のアウトリガーと腰こしの補助脚きやくでずんぐりとした機体を支え、榴弾砲の砲門を十数キロ先の戦場へと向けている。

〈ブッシュマスター〉の肩で、後退していた砲身が元の位置に戻る。一〇五ミリ砲弾、次弾装そう塡てん完かん了りよう。

「もう一発、食らいやがれ！」

　達哉とアデリーナの〈サベージ〉から送られたデータに従い、ハリリは再度トリガーを引いた。発砲。砲声と硝しよう煙えんが噴ふき上がり、新型の反動吸収装置でも減殺しきれない衝しよう撃げきが機体を揺らす。

　超ちよう音おん速そくで放たれた砲弾は山なりの放物線を描えがき、機体からは直接目視できない目標へと向かう。ハリリは視線を、スクリーンの片かた隅すみに向けた。その一角には、アデリーナの〈サベージ〉から転送されたリアルタイムの画像──〈ブッシュマスター〉の砲撃で炎えん上じようするアーチ橋が映し出されていた。

　十数秒後、ハリリの放った砲弾が、吸いこまれるような正確さで再びアーチ橋に直撃する。巻き起こる、再度の爆発。立て続けの損傷に、もはや橋は耐たえられなかった。

　損傷部から、橋はし桁げたが真っ二つにへし折れた。橋きよう梁りようを支える弓なりの鋼材もバラバラに解体され、谷底へと崩くずれ落ちる。橋の上で炎上し、あるいは立ち往生した、ガルナスタン軍を巻き添ぞえに。

「ざまあ見ろってんだ！」

　その光景を目まの当たりにして、ハリリは歓声を上げた。

　戦友たちを殺し、住民を追い立てたガルナスタンの侵しん略りやく者たちを、今度は自分の手で吹ふき飛ばす──報復の快感を、少年兵は存分に味わっていた。その上で手て柄がらを立てて出世できるなら、言うことなしである。

（おっと、こうしちゃいられない）

　すぐ我に返ったハリリは、素す早ばやく機体を操作した。アウトリガーと補助脚を折りたたむと、〈ブッシュマスター〉は山やま間あいの斜しや面めんを駆かけ出す。

　敵の反撃を避さけるための、こまめな砲撃位置の変へん更こう。砲兵の基本である。と、そこで今度は達哉から通信が入った。

『次の砲撃の時は気をつけろよ。焦あせってアウトリガーや補助脚なしでブッ放したら、えらいことになるぞ』

　妙に真しん剣けんな声での、見当違いで珍ちん妙みような忠告。そのギャップにハリリは、思わず噴き出してしまう。

「あははは、何を変なこと言ってるんだよタツヤの兄ちゃん。そんな間ま抜ぬけ、いるわけないだろ」

『…………そうか』

　なぜか沈ちん黙もくする通信機。ひょっとして、自分の緊きん張ちようをほぐすためのジョークだったのだろうか？　それにしては、いまいちな出来だったが。

　首を傾かしげながらもハリリの〈ブッシュマスター〉は、次の砲撃ポイントへと急ぐ。

（後は任せたぜ、兄ちゃんたち）




　ハリリ機の砲撃に合わせ、達哉はコクピットのペダルを踏ふみこんだ。ガスタービンを唸うならせた〈サベージ〉が、擬装を振ふりほどきつつ身を起こす。

「いくぞ、リーナ！」

『ああ』

　通信機から返ってくる、いつも通り冷静な声。同時に達哉の〈サベージ〉は、急きゆう峻しゆんな斜面を滑すべり降りる。

〈サベージ〉の暗視スコープが捉えたガルナスタン軍の先せん遣けん部隊は、突とつ然ぜんの砲撃を受けて完全に浮うき足立っていた。橋を落とされたことで本隊から切り離はなされ、孤こ立りつした彼らが達哉たちの標的だ。

　まずは敵が混乱から立ち直る前に、その主力──ＡＳを潰つぶさねば。ぼんやりとした不ふ明めい瞭りような画像の中、それでも達哉は人型の機き影えいを判別する。

（〈サベージ〉が五機に、〈シャドウ〉が二機か！）

『〈シャドウ〉から落とす。合わせろオシラ４』

「了りよう解かい！」

　アデリーナにそう答えながら、達哉は操縦スティックを押しこむ。〈サベージ〉は手にしたライフルの砲門を、スマートなシルエットの敵ＡＳに向けた。Zy─99Ｍ〈シャドウ〉、ロシア製第三世代型ＡＳの輸出仕様機だ。

　その達哉の視線に気づいたのか、〈シャドウ〉の一機がこちらを見上げた。

（やばい！）

〈シャドウ〉の構えたライフルの砲門が、達哉機に向けられた。〈サベージ〉とは比べものにならない、滑なめらかで正確な動きに、達哉は焦る。

〈サベージ〉のスクリーンで激しくぶれつつ重なる、ライフルのレティクルと〈シャドウ〉のターゲットボックス。ほぼ同時に、〈シャドウ〉のライフルが──

「おおお！」

　間かん一いつ髪ぱつ。

　達哉がトリガーを引く方が、わずかに早かった。〈サベージ〉のライフルが、フルオートで三七ミリ弾だんを撒まき散らす。

　第三世代型ＡＳの機動力を生かしきれぬ狭きよう隘あいな地形で、その散布界は〈シャドウ〉の機体をすっぽりと包みこんでいた。

　第二世代型と第三世代型のＡＳには、圧あつ倒とう的な性能差がある。ただし機体が携けい帯たいする火器は、基本的に同一のものだ。現に敵〈シャドウ〉が構えたライフルも、達哉の〈サベージ〉と同じＢＫ─５４５である。

　無論、機体に搭載されたセンサ類や火器管制装置ＦＣＳの性能を考こう慮りよすれば、総合的な火力の差は隔かく絶ぜつしている。だが兎とにも角にも、当てさえすれば落とせることだけは、変わりはないのだ。

　全身に砲弾を浴びせられた〈シャドウ〉は、そのまま蜂はちの巣になって崩れ落ちた。一機撃破。

　だが同時にもう一機の〈シャドウ〉が、達哉機に砲門を向けた。〈サベージ〉の鈍にぶい反応では、回かい避ひも反撃も間に合わない。コクピットに鳴り響くアラート、背筋を滑り落ちる悪お寒かん──

　鳴り響いた砲声は、だが〈シャドウ〉のものではなかった。アデリーナの〈サベージ〉だ。身を乗り出した彼女の機体が、セミオートの正確な射しや撃げきで〈シャドウ〉のコクピットブロックを撃ち抜ぬいたのだ。

　達哉が囮おとりになった形だが、これは事前の打ち合わせ通りだ。不意討うちとはいえ、第二世代型の〈サベージ〉で第三世代型の〈シャドウ〉相手に仕し掛かけるのだ。この程度の危ない橋は、渡わたって当然である。

　そしてその危険な賭かけに、達哉たちは勝った。〈シャドウ〉全機撃破──

（残るのは、ザコだけだ）

　達哉は、機体のペダルを踏みこむ。斜面を蹴けり、跳ちよう躍やくした〈サベージ〉は、立ちつくすガルナスタン軍の同型機へと躍おどりかかった。

　空中でＨＥＡＴハンマーを抜き、着地と同時に敵機の胴どう体たいへと叩たたきこむ。〇ゼロ距きよ離りで炸さく裂れつする成型炸さく薬やく弾だん。吹っ飛んだ〈サベージ〉は上半身と下半身が泣き別れになったまま、暗い谷底へと転落する。

「いける！」

　見れば峡きよう谷こくの向こうの敵本隊は、こちらに手を出そうとはしてこない。乱戦の中で同士討ちになることを恐おそれているのか？　それとも、いまだこちらの戦せん況きようをつかみかねているのか？

　何にせよハリリの〈ブッシュマスター〉から断続的な砲撃を浴びせられ、敵本隊が混乱しているのは事実だ。

　ならば今のうちに、暴れられるだけ暴れ回る！

　単分子カッターの抜き打ちで、敵の〈サベージ〉を叩き斬きる。続いて装そう甲こう車の隊列を、頭部機関砲で掃そう射しやした。

　闇やみの中、達哉の引き起こした断続的な爆発によって、火の手が周囲の闇を明々と照らし出した。炎上した車内からのぞいている動かない人ひと影かげのことは、目をそらし意識的に思考から切り離す。

『ここまでだな』

　アデリーナの冷静な声が、通信機から流れた。

「引くのか？」

『先せん遣けん隊たいの主力は潰した。本隊が立ち直る前に離り脱だつするぞ』

「分かった」

　うなずく達哉。そうと決まれば、長居する必要も理由もない。

　叩きのめされたガルナスタン軍を尻しり目めに、二機の〈サベージ〉は夜の帳とばりの向こう側へと逃にげ延のびた。




　無事、撤てつ退たいに成功した達哉たちがアフガニスタン軍の本隊に合流したのは、およそ二時間後だった。

「すっかり遅おそくなっちまったな」

　野営地の片隅で、達哉は〈サベージ〉に駐ちゆう機き体勢を取らせた。コクピットから外に出た達哉は、じっと夜目をこらす。

　夜の中、いくつもの天幕が、雑然と乱立しているのが見える。いや、それだけではない。天幕と天幕の間で、毛布にくるまって眠ねむりこけている人影もあった。

　彼らのほとんどは、アフガニスタン軍の兵士ではない。ガルナスタン軍の侵しん攻こうから逃のがれてきた、民間人の避ひ難なん民みんである。

〈サベージ〉の機体から滑り降りた達哉は、ほっと息をついた。

「良かった、無事か」

「今のところはな」

　先に〈サベージ〉から降りていたアデリーナが、たしなめるようにそう言った。達哉もまた、気を引き締しめ直す。

「とりあえず、報告すませとかないと」

「うむ。行くぞハリリ」

　少し遅おくれて機体から降りたハリリに、アデリーナはそう呼びかける。足をふらつかせた少年兵は、いかにも辛つらそうだ。

「オレ、もう眠いんだけどなあ……」

「もうちょい、我が慢まんしろ。デブリーフィングも作戦行動のうちだ」

　そうハリリをたしなめる達哉の姿に、アデリーナは軽く目を見はる。

「……何だよ、リーナ」

「いや、君もずいぶんと立派になったものだと思ってな」

「そうかよ──」

　態度からして、アデリーナが本気で感心していることが達哉にも分かる。だからこそ余計に、もやもやしたものを感じた。




「おう、ご苦労だったな伍ご長ちよう。イチノセと、ケレンスカヤも」

　野営地中央の大天幕で達哉たち三人を出で迎むかえたのは、中年の将校だった。ギプスをつけた右みぎ腕うでを、肩かたからつっている。

　サヤフ少しよう佐さ──アフガニスタン軍の国境警備隊指揮官で、ガルナスタンから脱だつ出しゆつした達哉たちを拘こう束そくした人物だ。もっとも彼の部隊が駐ちゆう屯とんしていたアントン基地は現在、ガルナスタン軍に占せん拠きよされているが。

「さて、報告を聞こうか」

　敬礼を交かわすのもそこそこに、サヤフ少佐はこぢんまりとしたテーブルの上に地図を広げた。同時に控ひかえていた兵士の一人が、マグカップとポットを運んでくる。

　並べられたカップに、湯気を立てるコーヒーが注がれた。

「ありがと、少佐さん」

　礼を言った達哉は、カップに口をつける。熱さと苦さしか感じないが、戦せん闘とうで消しよう耗もうした体にはそれだけでありがたい。

「先ほど無線で報告した通り、概おおむね事前の計画通りに進んだ。具体的には──」

　地図を指し示しながら、アデリーナが戦況の推移を説明する。土と地ち勘かんのあるハリリがそれを補足する形で、説明は進む。

　サヤフ少佐は基本的に黙だまって報告に耳を傾かたむけつつ、要所要所で質問を返していた。

「どれくらい、時間を稼かせげたと思う？」

「この付近で重装備を渡せる橋は、あの一本だけだ。ガルナスタンの工兵の能力と、打だ撃げきを与あたえた部隊を再編する時間を考慮すれば、おそらく正味二日」

「そんなものだろうな。と、なると──」

　そういったやり取りを達哉は、無言のまま見やっていた。まだまだ熱いコーヒーを、もう一口すする。

（やっぱり、妙みようなことになったもんだ）

　達哉たちがアフガニスタン軍のアントン基地に拘束された直後、その基地をガルナスタン軍のＡＳが襲おそった。正確にはガルナスタンに雇やとわれたＰＭＣ、現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の無人ＡＳ〈ケントゥリア〉が、だ。

　混乱の中で拘束から逃れた達哉たちは、〈ケントゥリア〉に反撃し、辛かろうじて撃退する。ガルナスタンに捕とらえられていたアデリーナも、その戦いで救出に成功した。

　だが奇き襲しゆうによって、アントン基地の戦力は大きな損害を受けた。続くガルナスタン軍本隊の侵攻に対し、指揮官のサヤフ少佐は抵てい抗こうを断念。基地を放ほう棄きし、乏とぼしい戦力で近きん隣りんの住民を保護しながら、国境地帯からの撤退を開始する。

　行きがかり上、達哉たちもアフガニスタン軍への協力を続けていた。

「やはり、厳しいな。あれだけの避難民を守るには、数が足りない」

　地図を見やりながら、アデリーナはそう言った。

　現状でまともな戦力は、達哉たち三人のＡＳの他に、一個小隊ほどの歩兵しか残されていなかった。サヤフ少佐自身も本来はＡＳオペレータなのだが、負傷のため戦える体ではない。

　それに対して、守らねばならぬ避難民の数は千人を超こえているのだ。

「味方との連れん絡らくは、どうなってます？　援えん軍ぐんとか来るんすか？」

　達哉はサヤフ少佐に、そう尋たずねてみる。

　ガルナスタンとの国境地帯に駐ちゆう留りゆうしていたアフガニスタン軍の戦力は、アントン基地のものだけではない。周囲には同規模の基地や部隊が点在しているし、それらを指揮する司令部が後方のヘラート市に置かれていた。

「援軍……援軍か。難しいな」

　顔をしかめたサヤフ少佐だが、正直にそう答えた。

「他の基地や部隊とは、ほとんど連絡が取れん。俺たち同様、ガルナスタンの奇襲を食らったことまでは分かったが、その後どうなったのかはさっぱりだ」

「ここだけではなく、他のルートからも侵攻しているのか」

「うむ。おかげでヘラートの司令部まで大混乱になっとる。連中、前線の状じよう況きようをさっぱり把は握あくしとらん。俸ほう給きゆう泥どろ棒ぼうどもが……」

　低い声で、サヤフ少佐は罵ののしった。

「……で、でもほら、返事がないのは良い報しらせ──とか言いますし、他の基地のみんなだって頑がん張ばってるかもしれませんよ。ほら、ここ……とか──」

　無理に明るい声を絞しぼり出しながら、ハリリは地図の一角を指差す。

「このアムルラ基地とか、元々オレら──我々の倍近い戦力だったわけだし。もしかしたら今いま頃ごろは敵を撃退して、援軍の準備をしているかも」

「どうだかな。あの基地の指揮官は知ってるが、そういう気の利きいた真ま似ねは期待せん方がいいぞ。むしろまだ持ちこたえていたら、御おんの字じかもしれん」

（……味方なのに酷ひどいこと言ってるな、この人）

　おそらくサヤフ少佐も色々と溜ためこんでいるのだろう。ふるう毒舌にも、まったく容よう赦しやがない。

　地図を確認しながらアデリーナが、胸の前で腕うでを組んだ。

「結局わたしたちは独力で、このヘラート市まで後退しなければいけないのか」

　ヘラート市、アフガニスタン北西部の肥ひ沃よくなオアシス都市だ。アフガニスタン国内でも第三の人口を有し、北西部の最重要都市とされている。

　このキャンプからだと、南東に向かって山を越こえ、およそ五〇キロメートルほどの距きよ離りにある。

「おう。いくら混乱しとるとはいえ、ヘラートの戦力ならばガルナスタン相手にやりあえるはずだ。避難民たちも預けることができる。それに──」

　顔を上げたサヤフ少佐が、達哉とアデリーナを交こう互ごに見やる。

「──それに俺たちがヘラートに着くころには、お前らのＡＳも仕上がっとるはずだ」

「〈レイヴン〉、か」

　達哉たち本来の機体であるＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉は、ガルナスタンから続く激げき闘とうに傷つき、ついにアントン基地の戦闘で大破した。だがサヤフ少佐は動かなくなった三機の〈レイヴン〉を、基地に二機しかないヘリでヘラートへと後送する。部隊の移動や民間人の避ひ難なんよりも優先して。

　ちなみに新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の僚りよう友ゆうであるもう一人の少女──三さん条じよう菊乃も、そのヘリに同行していた。

「本当に、大だい丈じよう夫ぶなんですかね？　あの機体、色々と面めん倒どうくさいんですけど」

「一応、手は打っとる」

　達哉が尋ねると、サヤフ少佐はうなずいた。

「信しん頼らいできる整備中隊に、話を通しておいた。アメリカのＭ９をいじったこともある連中だ。初めて見るＡＳでも、ニコイチかサンコイチで動けるようにはできるだろう」

「共食い整備は好きではないが、背に腹は代えられないか」

　そう言ったアデリーナは、今度は達哉を見やった。

「それに、キクノも一いつ緒しよだ。あいつは、あれで中々目め端はしが利くからな。何とかしてくれるだろう」

（一応、菊乃のことを信用してるんだな）

　いつもあれこれケンカしてる二人の姿を思いだし、達哉はアデリーナの様子をうかがう。さすがにその内心を、口にはしなかったが。

「千人の難民を連れて、五〇キロを踏とう破はか。どれだけかかることか」

　嘆たん息そくするアデリーナに、サヤフ少佐は顔をしかめた。

「車の数が足らん以上、ほとんどの難民には歩いてもらうことになる。一日に二〇キロ稼げれば、御の字だ」

「ってことは──」

　指を折りながら、達哉は距離と日数を数えてみる。

「俺たちは目的地のヘラートって街まで、三日かかるってわけか。リーナの読み通り今晩で二日稼げたとして、三日目に動き出したガルナスタンの連中から逃にげ切れるかどうか、かなりギリギリだな」

「分かっとる。この先も厳しくなるだろうが、よろしく頼たのむ」

「やれるだけのことはやるさ。俺たちもまだ、死ぬわけにはいかないし」

「一いち蓮れん托たく生しようというやつだ」

「……すまん」

　サヤフ少佐は無事な左手をテーブルにつき、深々と頭を下げた。




　　　　２




　夢一つ見ない眠ねむりは、ごく短い時間で断たち切られた。

「う……む……ぐう──」

　喉のどの奥から自分でもよく分からない呻うめき声を絞り出しつつ、達哉は鳴り響ひびく腕時計のアラームを止める。

　薄うすぼんやりとした目で、時刻を確認した。現地時間の午前五時、昨夜の戦闘後、天幕に潜もぐりこんでから二時間しか経たっていない。

　睡すい眠みん不ぶ足そくと疲ひ労ろうが、重く体にのしかかっている。可能ならば心ゆくまで惰だ眠みんを貪むさぼりたいところだが、そんな贅ぜい沢たくは今の達哉には許されていない。決意を固めつつ、芋いも虫むしのように緩かん慢まんな動きで天幕から這はい出す。

「ああ……」

　目の前に広がる光景に、達哉はため息をついた。

　アフガン人の避ひ難なん民みんたちが、そこにいた。ようやく白み始めた空の下、数少ない手荷物を車の荷台に載のせたり、軍から支給された保存食で朝食をとったりしている。

　ほとんど着のみ着のまま戦火を逃のがれてきた彼らの表情は、一様に暗い。近くにいた数人が、達哉に気づいてこちらを向く。達哉は慌あわてて、顔をそむけた。

（そんな顔、しないでくれよ）

　何か言うべきだと思うのだが、あいにくと言葉が通じない。アフガン側の人間で英語が通じるのは、ハリリやサヤフ少佐といった、ごく限られた軍人のみ。

　途と方ほうに暮れた達哉だが、その時ようやく気づいた。避難民の中に混じって、金きん髪ぱつの少女がいる。アデリーナだ。黒衣ですっぽりと身をおおった女性と、何やら言葉を交わしているようだ。

　と、アデリーナも達哉の視線に気づいた。女性と別れると、足早に近づいてくる。

「起きたか。食事にしよう」

「あ、ああ」

　肩かたのバッグから保存食を取り出したアデリーナに、達哉は間の抜ぬけた顔でうなずく。とりあえず、疑問を口にしてみた。

「お前、この国の言葉が喋しやべれたのか」

「うん？　──いいや、ロシア語が通じただけだ」

　ごくあっさりと、アデリーナは答える。

「アフガニスタンは冷戦時代の末期、ソ連の衛星国だったからな。年配の人間には、ロシア語が使える者も少なくない」

「なるほど」

　言われてみればその通りだ。だがそれならそれで、ロシア人であるアデリーナとの間に妙な軋あつ轢れきが生まれないものだろうか。

　気になった達哉は、先ほどアデリーナが話していた女性の様子をうかがう。その女性はすっかり興奮した様子で、周囲の人間に何事か訴うつたえているようだ。

「……どうしたんだ？」

「昨夜の戦せん闘とうを伝えた。ガルナスタンの先せん遣けん部隊を叩たたき、橋を落とした。しばらくは時じ間かん稼かせぎになっただろう、と」

「え？」

　いつの間にかその女性を中心に、避難民たちの間にざわめきが広がっていった。こちらに向けられる視線が増えていく。彼らの表情は一様に明るく、そして達哉たちに好意的なものだった。

　中には、拝むように手を合わせる老人までいる。

「いっそ手を振ふってみたらどうだ？」

「勘かん弁べんしてくれ」

　狼ろう狽ばいした達哉に対してアデリーナは、彼女にしては珍めずらしく苦く笑しようを浮うかべる。

「冗じよう談だんだ」

「ああ、そうかよ」

　顔をしかめた達哉は、人目を避さけて天幕の陰かげへと転進を開始した。




　アデリーナの用意した保存食は、牛肉と豆の缶かん詰づめに、堅いビスケット、それにインスタントコーヒーのセットだった。

　小さな固形燃料のストーブで、コーヒー用の湯を沸わかす。揺ゆれる青い炎ほのおを見つめながら、達哉は小さくつぶやく。

「何ていうか、矛む盾じゆんだよな」

　その言葉に、アデリーナは顔を上げる。無言のまま目線だけで、達哉に話の先をうながした。

「いや、ほら……昨日、俺たちがガルナスタンの連中とドンパチやり合ったのってさ、何よりもまず、俺たち自身が生き延びるため──なんだよな？」

「そうだな」

「それなのにさ、あの人たちを守ったみたいに言われると、こう──むずむずするっていうか……いや、別に見捨てたいってわけじゃないぞ？　でも、何て言うか、どうも落ち着かないんだよ」

　達哉自身にも、明確な答えがあるわけではない。とりとめのない違い和わ感を、思いつくまま口にしているだけだ。

「それにさ、誰だれかの命を守るために他の誰かを殺すって、どうなんだろうな……」

「…………」

　昨夜の戦闘で、達哉はまたもや敵兵の命を奪うばった。

　ＡＳのオペレータに、装そう甲こう車の乗員。ハリリの〈ブッシュマスター〉の砲ほう撃げきも、達哉たちの〈サベージ〉から転送したデータを元に行われたものだ。それも勘かん定じように入れれば、何人の兵士が死んだのだろう。

（だが、昨夜は──）

　戦闘後の達哉は、今までのように悪夢にうなされることなく、ただひたすら泥どろのように眠りを貪っていた。

　単に心身の疲労が、限界を超こえただけなのだろうか？　それとも戦闘のみならず殺人という行こう為いにさえ、達哉が馴なれつつあるのだろうか？

　分からない。達哉自身にも答えが見えないまま、思考だけがぐるぐると空回りを続けている。

「中々湯が沸かないな」

　アデリーナの言葉に、達哉は我に返った。

「あまり時間もないし、コーヒーは食後に回すか」

「そうだな」

　うなずいた達哉は、アデリーナに倣ならって缶詰の蓋ふたを開けた。スープともソースともつかないドロリとした黒い汁しるの中に、牛肉の肉にく片へんと豆が浸つかっている。正直、あまり美お味いしそうには見えない。

　肉片の一つにフォークを刺さし、口の中に放ほうりこむ。

「……まずい」

　ただ辛からいばかりで、肉の味がほとんどしない。おまけに歯ごたえまで、スカスカのスポンジを嚙かんでいるような感かん触しよくだった。

「贅沢だな、君は」

　そう呆あきれたように言いながら、アデリーナはどこからともなく白く小さなチューブを取り出す。

「何だそりゃ？」

「見て分からないのか、当然マヨネーズだ」

「どこで調達したんだ、そんなもの？」

　呆れ返った達哉の前で、アデリーナは自じ慢まんげに鼻を鳴らした。

「なに、蛇じやの道は蛇へび──というやつだ」

「意味が分からないって、それ」

　達哉のつっこみが、聞こえているのかいないのか。アデリーナは缶詰の中身に、たっぷりマヨネーズを絞しぼり出す。フォークでかき混ぜると、黒い汁と白いマヨネーズが混ざり合い、マーブル状の壮そう絶ぜつな外見になった。
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　果たしてどれだけとんでもない味になっているのか、達哉には想像もつかない。満足そうにフォークを突つき立てたアデリーナの姿に、思わず小声でつぶやく。

「お前は、こんな時でも変わらないんだな」

「…………ほう」

　その瞬しゆん間かん、アデリーナの切れ長の目が鋭するどく細まった。

「つまり君は、変わったというのだな」

「え？……さ、さあ、どうだろ？」

　アデリーナの口調は、まるで問い詰つめるかのような鋭さに変わっていた。態度の急変に、達哉は戸と惑まどうことしかできない。

　何か、非常にまずい予感がする。

「キクノがヘリで飛び立つ直前に、妙みようなことを言っていたぞ。何でも二人の関係が永遠に変わってしまったとか、君の方から一線を越こえてきたとか」

「────ぶっ!!」

　ガルナスタンでの逃とう避ひ行こうの最中、菊乃と二人きりで過ごした時間を思い出し、達哉は激しくむせた。

　心当たりがありすぎる。

　身を折ってえずきかけた達哉の醜しゆう態たいを、アデリーナは冷ややかに見ていた。

「まあ、わたしにはよく意味が分からなかったがな」

（うそつけ！　絶対に分かって言ってるだろ!?）

　そんな内心も口に出せず悶もん絶ぜつする達哉に、アデリーナは小声で言った。

「冗談はさておき、君が変わったというのは本当だ」

「え？」

　ようやくおさまった達哉が、のどをさすりながら顔を上げる。

「昨日の戦いを見れば分かる」

「────」

　先ほどまで抱いだいていた内心の迷いを見み透すかされたように感じ、達哉は唇くちびるを横一文字に引き結んだ。

　アデリーナの言葉に悪意がないことは分かるのだが、どうも落ち着かない。

「分かるのかよ、そんなことまで」

「分かるさ──」

　そう答えながらアデリーナは、達哉から目をそらす。

「──昔のわたしも、君と同じように変わったんだから」

　そのけぶるようなまなざしは、避ひ難なん民みんたちへと向けられていた。

「わたしが初めて戦ったのも、ああいう状じよう況きようだった」

　かすかに緊きん張ちようを覚えながら、達哉は答える。

「カフカスの、コルキスって国だっけ？」

「ああ。内乱で故郷の村を追われて、ロシア軍の平和維い持じ部隊に保護された時のことだ。確か今のクララと、あまり変わらない歳としだった」

　彼女の瞳ひとみが、遠い過去へと向けられているのは、達哉にも分かった。

「その時の指揮官が、ミハイロフだった」

　驚おどろく達哉に、アデリーナはうなずいて見せた。信じられないと言わんばかりに、達哉は小さく首を振る。

「それって、つまり……」

「遅おそいぞ、兄ちゃん姉ちゃん！」

　ためらいがちな達哉の言葉は、ハリリの大声に断ち切られた。見ると野戦服姿の少年兵が、こちらに大きく手を振っている。

「急がないと、出発の予定時間に間に合わないぞ！」

「もう、そんな時間か」

　時計を確かめると、いつの間にか六時近くになっていた。

「分かった、すぐ行く！」

　ハリリにそう告げると、達哉は腰こしを浮かせかけた。

「急ぐぞ、リーナ」

「少し待て、慌あわてすぎるのが君の悪いところだ」

　そう達哉をたしなめながら、アデリーナは湯気の立つマグカップを差し出す。

「コーヒーくらいは、飲んでいくといい」

「そう、だな」

　カップを受け取った達哉に、アデリーナは小さく笑う。

「少し砂糖とミルクを多めに入れた。君の好みではないかもしれないが」

「いや、今はこういうのがいい。ありがとよ」

　甘いコーヒーを味わいながら、達哉は礼を言った。いつの間にか周囲の避難民たちも、出発の準備を始めている。

　子供や老人が、古ぼけたマイクロバスに乗っていく。昨夜のサヤフ少しよう佐さも言っていたが、千人の避難民に対して車両の数は、軍用と民間を合わせて二〇台ほどしかない。どれだけ詰めこんでも、大半の避難民は自分の脚あしで歩くしかないのだ。

　少しでも多くの人間を乗せるため、マイクロバスからは座席さえ取り外されていた。その車体を見やり、達哉は小さく声を上げる。

「……あ」

「どうした？」

「いや、あれを──」

　怪け訝げんそうなアデリーナに、達哉はバスの側面を指差した。正確にはそこに記されている、擦こすれて消えかけたペンキの文字を。

「あれは、漢字か？」

「ああ、それも日本の字体だ、あれ」

　アデリーナに答えながら、達哉は漢字を読み取ろうと目をこらす。

「東とう──浜はま──産業？　飛び飛びにしか読めないけど、会社の名前みたいだ」

「なるほど、支し援えん物資として日本から贈おくられた中古車だろう」

「そうか……」

　久々に『日本』の息づかいを感じ、達哉は戸惑う。

　遠く離はなれた故郷での、顔も知らない誰かの小さな善意。それが今、この国の人を守る一助となり、しかもその場に自分が立ち会っている──その巡めぐり合わせに、達哉は奇き妙みような感かん慨がいを抱いた。

「タツヤ……？」

「何でもない」

　短くそう答えた達哉は、コーヒーを一気に飲み干した。自分の両頰ほおを強く叩たたき、気合を入れ直す。

　先ほどの屈くつ託たくは、もう完全に消えていた。

「俺たちがやるしかないんだな、リーナ」

「ああ、その通りだ」




　現在、ガルナスタン軍の占せん領りよう下にあるアントン基地は、酷ひどい混乱の中にあった。

　昨夜に受けた思わぬ反撃から、一夜明けた今も立ち直れていないのだ。いまだ、正確な損害すら把は握あくし切れていない。

　ガルナスタンから送られた増ぞう援えんと、奇き襲しゆうから撤てつ退たいした戦力が立ち往生し、将校も兵士も誰だれもが慌ただしく駆かけ回っている。

　極ごく一部を除いて。

「醜態だな」

　現Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長のステファン・イリイチ・ミハイロフは、傍ぼう観かん者の冷ややかな目でそう評した。

「夜間、ろくな偵てい察さつもなしのまま、機き甲こう部隊を突っこませるからああなる。素人しろうとではあるまいに」

「事前の計画や準備もほとんどなしで、見切り発車の侵しん攻こうを上から強しいられたのには同情しますが」

　傍かたわらに立つ赤毛の女性──社長秘書のナタリア・イワノヴナ・ヤコブレワが、たしなめるようにそう言った。

「そういえば社長は、アフガン戦に従軍していらしたそうですね」

「ああ。とはいえ、俺の戦場はもっと東だったがな」

　厳いかつい顔に乾かわいた風を感じ、ミハイロフは目を細めた。その記き憶おくが、二〇年あまりの時を遡さかのぼる。

　サランの峠とうげ、パンジシールの渓けい谷こく、バダフシャンの高原。地じ獄ごくのような戦場で、戦友たちと過ごした日々は、いまだ色いろ褪あせず焼きついている。

　だが、その苦く闘とうの果てに待っていたのは──

「社長？」

　ナタリアの怪訝そうな声で、ミハイロフは我に返った。

「どうなさいました？」

「……いや、何でもない」

　言葉を濁にごしつつ、太い首を振ふる。誤ご魔ま化かすように、言葉を続けた。

「何にせよ、俺にもこのあたりの土と地ち勘かんはないぞ。そうだな──死んだパルミシュ少将がいれば、話は別だが」

　クーデターを起こし、粛しゆく清せいされた老将軍の風ふう貌ぼうを、ミハイロフは思い出す。

「そもそも彼がいれば、この無む謀ぼうな侵攻には反対したでしょう」

「無謀か、確かにな……」

　その声が、ふと調子を変えた。

「頃ころ合あいだな、ナターシャ」

　さりげない言葉に、ナタリアは軽くうなずいた。

「では、社長」

「ああ、これ以上は王子様の戦争ゴッコにつきあう必要はない」

　ミハイロフは、プロの傭よう兵へいだ。ロシア軍を離れて以来、世界中の危険で後ろ暗い戦場を、身一つで渡わたり歩いてきたのだ。このアフガニスタンの大地も、そんな『職場』の一つでしかない。

　ジオトロンにも、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．にも、当然ながらガルナスタンに対しても、未練や愛着などは存在しない。何よりも、彼自身の経験が警告している。

　──もう、潮時だと。

「ルートは、すでに確保しています。テヘラン経由でアムステルダムまで。日時は──」

「少し、急ぎすぎだ」

　だが一つ、どうしても心残りがあった。

「もう少し待て、まだ、やり残したことがある」

「……大たい尉い」

　眼鏡めがねの位置をなおしながら、ナタリアは深々とため息をつく。ミハイロフへの呼びかけも、以前のそれに戻もどっていた。

「イチノセ・タツヤですか」

「…………」

　無言のまま唇くちびるの端はしに、薄うすい肯こう定ていの笑えみを浮うかべた。




　　　　３




　昇のぼりきった太陽が、未み舗ほ装そうの山道を燦さん々さんと照らしていた。強い日差しの下、避難民たちは黙もく々もくと進んでいる。

　ほとんどが徒歩のため、隊列の速度は遅い。一時間に数キロメートル、進めているかどうか。乾いた風が、疲つかれた表情の人々に吹ふきつけていた。

「今日一日で、どれくらい進めるんだろうな」

　隊列最さい後こう尾びの〈サベージ〉、そのコクピットで達哉は一人つぶやく。

　車両のほとんどはすでに先行して、今日の野営予定に向かっている。そこで準備を整えつつ、徒歩の避難民が到とう着ちやくするのを待っているはずだ。ハリリの〈ブッシュマスター〉は、そちらの護衛について行っていた。

　スクリーンを拡大、避難民の姿が大写しになる。まだ一〇歳ほどの少女が、母親に手を引かれながら歩いていた。背負った荷物の肩かた紐ひもが、肩に食いこんでいる。

　相当に疲れがたまっているのだろう。足元がふらついている。だが、弱音ははかない。一いつ瞬しゆんだけ見えた少女の横顔は、懸けん命めいに歯を食いしばっていた。

「強い子だな」

　ふと、朝にアデリーナから聞いた話を思い出した。彼女も内戦で故郷を追われた時、ああいう表情をしていたのだろうか。

（いや、リーナはむしろあっちの方か）

〈サベージ〉の頭部を右に巡らせる。スクリーンの情景が流れ、避ひ難なん民みんの周囲を守る兵士たちを映し出した。

　正規の兵士だけではとても数が足りないため、避難民の志願者が余ったライフルを支給され、警備に加わっていた。中には、自前の物と思おぼしき猟りよう銃じゆうを構えている者までいる。

　アデリーナが淡たん々たんと語った、彼女の過去。戦火で故郷を追われ、家族や隣りん人じんを守るため銃を手に取った、惨さん烈れつな経験。以前の達哉ならば、それらを本当の意味で理解することはできなかっただろう。

　だが達哉自身、今までいくつもの戦場をくぐり抜ぬけてきた。今もこうやって、戦災と避難民の実態を目まの当たりにしている。

　だからこそ、アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤという少女の素す顔がおに、ほんのわずかかもしれないが、触ふれられた気がした。

「リーナ、お前ってやつは……」

『わたしがどうかしたのか？』

　図はかったようなタイミングで、通信機からアデリーナの声が響ひびいた。ちなみに彼女の〈サベージ〉は現在、隊列の先頭で警けい戒かいに当たっている。

「……いや、何でもない」

「そうか」

　下手な誤魔化しだったが、アデリーナはそれ以上、追及してこなかった。

　護衛任務中に他の考え事をしていたなど、怠たい慢まん以外の何物でもない。達哉は改めて、気を引き締しめ直す。

（ほんのちょっとした気の緩ゆるみで、取り返しのつかないことになるかもしれないんだからな。俺たちだけじゃなく、避難民の人たちまで）

　密ひそかに反省した達哉は周囲、特に後方の索さく敵てきを再開する。とはいえ相変わらず、敵の姿は見えていない。

〈サベージ〉のスクリーンに映っているのは、乾いた山野の景色と、雲一つなく腹立たしいほどに晴れ上がっている空だけだ。

（ちょっと待て……空？）

　ふと達哉の脳のう裏りを、とある疑念がよぎった。今度は自分の方から、無線でアデリーナを呼び出す。

『……今度はどうした？』

「いや、今ちょっと思ったんだけどさ、空って大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　思いついた疑問を、口にしてみる。

「俺たちは橋を落として敵の足止めをしたけど、空は違ちがうわけだろ？　もしガルナスタンの戦せん闘とう機にでも飛んでこられたら、ＡＳじゃ手も足も出ないぞ。爆ばく撃げきでもされたら、俺たちみんな一巻の終わりだ」

『ほう、それくらいは気づいたのか』

　アデリーナの声は、あくまで落ち着いていた。

「余よ裕ゆうだな。何か対策はあるのか？」

『対策というわけではないが、一応は考えてあるぞ、イチノセ』

　サヤフ少しよう佐さの声が、通信に割りこんできた。彼の乗る指揮車両はアデリーナの〈サベージ〉同様、隊列の先頭でのろのろと走っている。

『そこは心配せんで構わん。ガルナスタンの空軍は、陸軍に比べてえらく貧ひん弱じやくだからな。そもそも所帯が小さい上、機体はソ連時代の旧式だ。しかもそのほとんどが迎げい撃げき機、対地攻こう撃げきをできる機体はほとんど持っとらんよ』

『そういうことだ。確かまだＭｉｇ─25を使っていたはず』

「なるほど……」

　サヤフ少佐とアデリーナの説明に、達哉はやや曖あい昧まいにうなずいた。一応は納なつ得とくできる話だ、一応は。

「あのですね、もしもの話ですよ？　もし万が一にでも敵の戦闘機が爆ばく弾だん抱かかえて飛んで来たら、どうするんすか？」

『そりゃどうしようもないな』

　実にあっけらかんと、サヤフ少佐は言った。

『その時は隊列を解き、ばらばらに逃にげ出すだけだ。運を天に任せてな』

「……はあ」

　果たしてサヤフ少佐が開き直っているのか、無責任なのか、正直なのか、達哉にはよく分からない。

「それって、神の御心インシのままにヤラーってやつですか？」

『ほう、よく知っとるな日本人』

『戦友に、敬けい虔けんなムスリムがいるからな』

　アデリーナが、妙みように自じ慢まんそうに答えた。

『とにかくタツヤ、君の空への警戒は悪くない。だが注意するべきなのは、戦闘機でも攻撃機でもなく──』

　アデリーナがそう言ったのとほぼ同時に、〈サベージ〉のコクピットで警報が激しく鳴り響いた。

『設置していた固定センサからか。この反応は──言った先からこれか。少佐、わたしたちは迎撃に向かう』

『おう、頼たのむぞケレンスカヤ。ふん、やはり追って来おったか』

『行くぞ、タツヤ』

　アデリーナの〈サベージ〉が転進した。隊列を避さけて山道脇わきの斜しや面めんを駆かけ抜け、後方へと迎撃に向かう。

　達哉の〈サベージ〉も、その後に続いた。

『君の予感が当たったようだな』

「俺の予感？……って」

　ようやく、達哉にも分かった。この状じよう況きようで、空から来る戦闘機以外の脅きよう威いといえば、一つしか思いつかない。

「──ヘリか」




　スクリーンに映った谷間の向こう、地面すれすれの低空を、小さな影かげが三つよぎるのが見えた。

「来たか」

〈サベージ〉のコクピットで、達哉は小さくつぶやく。彼の機体は今、峡きよう谷こくの急きゆう峻しゆんな斜面にうずくまっていた。達哉がトリガーに指をかけると、〈サベージ〉は構えたライフルを、ヘリと思しき影に向ける。

　いけるか？　舌で唇を舐なめる達哉だが、すぐに失望の呻うめきを上げる。ライフルの砲ほう門もんがヘリを捉とらえる前に、機体は再び峡谷の陰かげへと姿を消したのだ。

「遠かったか、くそ」

　舌打ちしながら達哉は、軽く操縦スティックを引く。〈サベージ〉の左ひだり腕うでが滑なめらかに動き、崖がけの上に向かって敵機発見のハンドサインを送った。スクリーンを拡大すると、緊きん迫ぱくした表情でうなずくアフガン軍兵士の姿が映る。

　現在、達哉の〈サベージ〉は峡谷の斜面にうずくまり、ガルナスタン軍の攻撃ヘリを待ち伏ぶせている。当然、可能な限りの擬ぎ装そうを行っていた。

『この地形でヘリを飛ばすならばおそらく、峡谷沿いに地表すれすれの低空飛行で来るはずだ。そこを待ち受ける』

　アデリーナの読みが、見事に的中した形だ。彼女の〈サベージ〉は峡谷の向かい側で、達哉機同様に待機している。

　ヘリのローター音を、〈サベージ〉のセンサが捉えた。機き影えいは、まだ見えない。屛風びようぶのようにうねった崖の向こうから姿を見せた瞬しゆん間かん、狙ねらい撃うつだけ。先手さえ取れれば、それで終わりだ。

　だが、もし取れなければ？

　このポイントは、地元出身のアフガン兵士に案内された場所だ。切り立った崖のため、足場は非常に悪い。待ち伏せには向いているものの、回かい避ひや走行といった急激な戦闘機動は難しいだろう。

　もし仮にヘリと正面から撃ち合ったら、こちらが圧あつ倒とう的に不利になる──達哉の心中で、急に不安が首をもたげた。

　近づくローター音。こちらは敵に気づいている。敵はまだ気づいていない。本当か？　擬装を施ほどこし、エンジンの出力を最低限にまで落としているとはいえ、こちらはＥＣＳさえ装備していない〈サベージ〉なのだ。

　敵のヘリは、とっくにこちらに気づき、逆にこちらを不意討うちしようとしているのかも。やはり先ほどヘリが見えた瞬間、撃つべきだったか？

「くそ、〈レイヴン〉さえあれば──って、バカか俺は」

　自分が単なる無い物ねだりをしているのに、達哉はようやく気づいた。小さく深呼吸して、気持ちを切り替かえる。

　と、崖の上から案内役のアフガン兵士が滑すべり降りてきた。ハンドサインを素す早ばやく交かわす──敵攻撃ヘリ三機接近、ルート予測通り。

　互たがいに言葉が通じなくても、何とか意思の疎そ通つうは取れた。達哉は〈サベージ〉をうなずかせ、感謝を伝える。

（こうなったら、腹を括くくってやるしかないよな）

　達哉が覚かく悟ごを決めるのとほぼ同時に、ローター音が一ひと際きわ大きくなった。

　ほぼ同時に、視界正面にヘリの機体がよぎる。Mi─24〈ハインド〉、旧ソ連で開発された大型の攻撃ヘリだ。搭とう載さいした機き銃じゆうやミサイル・ロケット等による対地攻撃のみならず、機内に武装した兵士を乗せてヘリボーン任務をこなすことも可能な、汎はん用よう性の高い機体である。

　もしこのままアフガニスタンの避難民たちのところに行かせてしまえば、どれだけの惨さん事じが起こるだろうか。

「させねえよ」

　低い声でそう言いながら、〈ハインド〉の隊列に向かってトリガーを引いた。事前の打ち合わせ通り、達哉が狙うのは先頭の機体だ。

〈サベージ〉のライフルが吼ほえ、撒まき散らされた砲ほう弾だんが機体前部に集中する。コクピットに被ひ弾だんした敵機は、そのままコントロールを失う。

　一機で攻撃ヘリと輸送ヘリを兼かねる〈ハインド〉だが、その利点は同時にどっちつかずの中ちゆう途と半はん端ぱさにも繫つながる。兵員室を備えたことによって大型化した機体は鈍どん重じゆうで、小回りが利きかない。

　ＡＳ相手の戦闘で、それは致ち命めい的な弱点だった。

　峡谷の向かい側に陣じん取どっていたアデリーナが、最さい後こう尾びの〈ハインド〉を狙い撃つ。〈サベージ〉のものとは思えないほど精密な狙そ撃げきは、一発でメインローターを吹ふき飛ばした。瞬しゆん時じに揚よう力りよくを失った機体は、石のように落下する。

「さすがリーナ」

　賞賛しつつ、達哉は三機目を狙う。高度をさらに下げて地形の陰に逃げこもうとする〈ハインド〉だが、もう遅おそい。フルオートの火線が集中、ターボシャフトエンジンを撃ち抜ぬかれた敵機は、燃料に引火し、火球となった。

　これで全機撃げき墜つい──

『────!!』

　通信機から、アフガン兵士の叫さけびが響ひびく。言葉の意味は分からないが、明らかに警告を発していた。我に返った達哉は、愕がく然ぜんと目を瞠みはる。

　真っ先に撃ち落としたはずだった先頭の〈ハインド〉が、まだ生きていた。

　エンジンが停止したのか、オートローテーションで降下している。だが高度不足がたたり、十分に速度を落としきれない。無事な着陸は不可能だろう。

　そんな絶望的な状況で、ヘリのパイロットは懸けん命めいに機体をコントロールし、達哉たちに機体正面を向けようとする。機体両りよう脇わきに備えられた多連装ロケットランチャーが、コクピットのスクリーンに焼きついた。

　墜つい落らく。

　谷底に叩たたきつけられ、砕くだけ散る戦闘ヘリ。だがその直前、ロケットランチャーは火を噴いていた。

「伏ふせろ!!」

　傍かたわらのアフガン兵にそう怒ど鳴なり、達哉は〈サベージ〉のライフルと頭部機き関かん砲ほうを乱射する。回避機動が取れない以上、撃ち落とすしかない。とはいえ〈サベージ〉の貧弱なＦＣＳで、秒速三〇〇メートルを超こえるロケット弾だんを捉えられるか？

　幸いにも発射された五七ミリロケット弾は、わずか三発。一発は見けん当とう違ちがいの方向にすっ飛び、一発には奇き跡せき的に機関砲弾が命中した。だが、最後の一発は──

「うおおお!?」

　黒こく煙えんの中から飛び出した最後のロケット弾は、〈サベージ〉の左ひだり肩かたへと吸いこまれるように命中する。

　爆ばく発はつ。

　凄すさまじい衝しよう撃げきが、コクピットの達哉を襲おそった。強きよう烈れつな振しん動どうに脳が揺ゆさぶられ、意識が物理的にもぎ取られかける。

　完全に平へい衡こうを失った〈サベージ〉は、倒たおした敵〈ハインド〉の後を追うように、谷底へと落下──

「してたまるか!!」

　寸前で、意識が繫がった。ペダルを踏ふみこむが、機体の重量バランスがおかしい。右へ右へと機体が傾かたむいていく。

　激しく鳴り響く警報の中、今度は操縦スティックを引いた。絶ぜつ妙みようのバランスコントロールで、〈サベージ〉は転てん倒とうの寸前で踏み止まる。

　激しく喘あえぎながら、達哉は機体の状況を確かく認にんし、思わずぞっとした。

〈サベージ〉の左腕が、肩かた口ぐちからもぎ取られている。損傷部から噴き出したオイルが、まるで血のように機体を汚よごしていた。

（ロケット弾があと少し右にずれていたら、死んでいたな）

　いや、むしろこれくらいですんで幸運と言うべきだろうか？　左肩部で油圧系を閉へい鎖さしながら、達哉は息をつく。機体の状態は酷ひどいものだが、次の野営地まで歩くことくらいはできそうだ。

『どうした！　答えろタツヤ！　無事なのか!?』

　ようやく、通信も回復した。

「こちらオシラ４。何とか無事──」

　そう答えようとした時だった。明めい滅めつするスクリーンに映し出されていた情景に、達哉の舌が動かなくなった。

　達哉を援えん護ごしていたアフガン兵が、ピクリとも動かず地面に倒れ伏していた。その時になってようやく達哉は、自分がその兵士の名前を覚えていないことに気がつく。

『……タツヤ？』

「ちょっと待ってくれ」

　そうアデリーナに告げ、達哉は〈サベージ〉に駐ちゆう機き体勢を取らせた。機体から降り、兵士のもとへ足早に駆かけ寄る。

「おい、しっかりし──」

　達哉は声を吞のんだ。倒れ伏した兵士の延えん髄ずいに、尖とがった弾だん片ぺんが深々と突つき刺ささっている。見開かれたままの目や口元からは、細く血が糸を引いていた。

　一目で、事切れていることが分かった。

「……ありがとな、助かったよ」

　そう告げた達哉は、手を伸のばして兵士のまぶたを、そっと閉とざした。首に下げていた認識票も回収する。

　時間の余よ裕ゆうはない。達哉は〈サベージ〉のコクピットに戻もどると、アデリーナに通信を繫いだ。認識票の姓せい名めい・階級を確認。

「ラスール上等兵が戦死した。状じよう況きようから、遺体の回収は不可能。認識票のみ回収して、帰投する」

『了りよう解かいした。合流ポイントは予定通りだ』

　事務的なやり取りを終え、達哉の〈サベージ〉は身を起こした。残った右手でライフルを保持し、もう一度だけアフガン兵──ラスール上等兵の遺い骸がいを見やる。

　味方の死を目まの当たりにしても、達哉はそれほどショックを受けたわけではない。戦場がそういう場所だということは、もう理解していた。

　つい先ほどまで名前も覚えていなかった兵士に、彼の順番が訪おとずれた。ただそれだけのことだ。

　そしてそのうち、自分にもその順番が回ってくるだろう。

　だが、それでも──

（リーナには、あいつの番がこないで欲しい）

　それだけは、強く思った。

　それだけは、心の底から願った。




　　　　４




〈ハインド〉の撃げき退たい以後、ガルナスタン軍からの接せつ触しよくは途と絶だえた。その日の午後、そして翌日と、背後を気にしつつも南東への逃とう避ひ行こうは続く。

　だが予想通り避難民たちの脚あしは遅く、旅程は遅ち々ちとして進まない。ようやく迎むかえた三日目の朝、目的地であるヘラート市まではまだ二〇キロ近い距きよ離りが残っていた。

『──とはいっても、道がきついのはもうちょっとだけどな』

　夜明け前の薄うすぼんやりした空の下、山道を進むアデリーナの〈サベージ〉に、ハリリの〈ブッシュマスター〉から通信が入る。

　二人の機体は今、本隊に先行してヘラートへ向かっていた。目的は進路の偵てい察さつと、ヘラートの司令部に現状を報告するための伝令である。

『この先の峠とうげを一つ越こえれば、それで山道は終しまい。あとはヘラートまで、平地が続いてるんだ』

「なるほど」

　うなずいたアデリーナは、コクピットの天てん井じようから吊つり下げた地図を確認する。その目が、すっと細まった。

『ってなわけで昔は、その峠に山城だか砦とりでだかがあったらしいよ。もう何百年もほったらかしだけどさ。見えるかな？　ほら、あそこに城じよう壁へきの跡あとが──』

「静かに、伍ご長ちよう」

『へ？』

　ハリリを黙だまらせたアデリーナは、〈サベージ〉のスクリーンを見やった。ちょうど峠の向こう側で、黒煙がたなびいているのが見える。

「ヘラートの方向だな」

『火事、かな？』

　答えるハリリの声は、不安そうだった。

「分からないが、慎しん重ちように進むぞ」

『お、おう』

　進む二機のＡＳは、峠への道を駆け上った。一気に広がる眺ちよう望ぼう。ヘラートへと続く山やま間あいの平野を見下ろし、アデリーナは息を吞む。

　柔やわらかな草地を、鋼鉄の足裏や履帯が踏みにじっている。進軍するＡＳや戦車、装そう甲こう車の隊列。それらの全すべてには、緑地の円に三日月と星を白しろ抜ぬきした、ガルナスタンの国こく籍せきマークが描えがかれていた。

『あ──ああ……』

　通信機から、ハリリの押し殺した悲鳴が漏もれる。

　遠目に見えるオアシス都市の街並み──目指すヘラートから、いくつもの火の手が上がっていた。

「この数、幹線ルートの本命が突とつ破ぱしてきたのか」

『そんな……ヘラートが、落ちた？』

「いや、まだだ」

　この状況でもまだ、アデリーナの声は冷静さを保っていた。〈サベージ〉の光学センサを最大まで拡大、スクリーン越ごしに、可能な限りの戦せん況きようを読み取ろうとする。

「市街へは突とつ入にゆうされたようだが、辛かろうじて食い止めているようだ。徹てつ底てい抗こう戦せんか、無茶なことをする」

　とはいえその冷静さは、相当の努力と演技で保たれていたのだが。

「呆ほうけている暇ひまはないぞ、ハリリ伍長」

『で、でも……』

　縋すがるような少年兵の声が、アデリーナには痛い。彼女自身、足元の全てが崩くずれ去ったような絶望感に、腹の底から悪お寒かんを覚えていた。

　だが、それでも──

「まずは本隊に連れん絡らく、可能な限り速すみやかに合流を計る。まずは、それからだ」

『りょ、了解しました！』

「行くぞ。戦況は極きわめて悪いが、絶望するにはまだ早い！」

　誰だれよりも自分自身に、アデリーナはそう言い聞かせる。

（そうとも、だからお前もこんなところで死ぬなよ──キクノ）

　スクリーンに映った、燃えるヘラートの街並みを見やり、アデリーナは自分たちを待っていたはずの少女に呼びかけた。

（お前にはまだ、問い質ただしたいことがあるのだからな）




「今しがた、ケレンスカヤたちの偵察で分かったことだが──」

　野営地の天幕、二〇名ほどにまで減った部下の兵士たち全員を前に、サヤフ少しよう佐さは低い声で切り出した。

「──ガルナスタンの連中、本隊がヘラートでドンパチを始めとる。ふん、ずいぶんと飛ばしてきたものだ」

　兵士たちの間から、呻うめきともどよめきともつかない声が上がった。

（まあ、そうなるわな──おっと）

　今になって天幕の隅すみに、達哉がいることに気づいた。言葉が分からず、困こん惑わくしているようだ。もう一度、英語で同じことを繰くり返す。

　さっと、達哉の顔色が変わった。

　周囲に重い沈ちん黙もくが訪れる中、兵士の一人が思いきったように挙手する。

「では、少佐はどうなさるおつもりでしょう？」

「どうするかだと？　逃にげられんなら、戦うしかないだろうが！」

　振ふり下ろした手の平をサヤフ少佐は、テーブルに叩たたきつける。

「この先の峠に陣じん取どって、ガルナスタンの連中の足止めだ！　他に方法はない！」

　ガルナスタン軍は複数のルートを分進し、ヘラートを目指している。その兵力の一つだけでも足止めできれば、ヘラート防衛の可能性もそれだけ上がるはずだ。

（そしてヘラートを守りきった本隊が、こちらに援えん軍ぐんを回すまで粘ねばれれば……ふん、虫の良い話だ）

　我ながら、無茶苦茶な命令だということは分かっている。青ざめた部下たちの顔を、サヤフ少佐はざっと見回した。

「何だその顔は!?　俺も、貴様らも、職業軍人だろうが。こういう時くらい、俸ほう給きゆう分の仕事をせい！　分かったか!?　ならばよろしい!!」

　と、兵士の一人が手を挙げる。達哉だった。

『どうした、イチノセ』

　言葉を英語に切り替かえ、サヤフ少佐は言った。

『俺たちはともかく、避難民の人たちはどうするんです？　前に言ってたみたく、バラバラに逃がしますか？』

『……ヘラートが戦場になっとる以上、それはかえって危険だ』

　渋じゆう面めんになって、そう答える。

『一いつ箇か所にまとめて、俺たちで守るしかないだろう。避難民には、俺が話をする』

『背水の陣っすね』

『まさにそいつだ』

　何にせよ、可能な限りの手を打っておかねば。少しでも、勝利と生存の可能性を高めるために。

『イチノセ、お前は〈サベージ〉で先発しろ。現地でケレンスカヤらと合流して、陣じん地ちの設営に当たれ。昔の城しろ跡あとがあるらしいから、そいつを利用してな』

『了解しましたけど、そんな砦の跡が使い物になるんですか？　刀とか弓矢とか、せいぜい火ひ縄なわ銃じゆうで戦争やってた頃ころのものでしょ？』

『何もないよりはマシだろうが』

『……そりゃそうですね』

　達哉の返事は、妙みようにまじめくさっていた。




　その日、達哉たちがガルナスタン軍と遭そう遇ぐうしたのは、昼前のことだった。

「きやがったな」

〈サベージ〉のコクピットで達哉は、山道を進む敵軍の隊列を見下ろす。

　城跡を利用した即そく席せきの陣地は、それなりの出来栄えだった。空から堀ぼりの跡をさらに掘ほり下げて塹ざん壕ごうにし、ありったけの地じ雷らいや迫はく撃げき砲ほう、重機等をすえつける。もちろん、最大の戦力は二機の〈サベージ〉だ。

　子供のころから実家の建設会社で、Ｐパワー・Ｓスレイブ──人型重機に乗っていた達哉にとって、こういった工兵の真ま似ねはそれほど難しくない。避難民たちは奥まった『本丸』の跡に収容している。

　と、眼下でガルナスタン軍の進軍が止まった。

『どうやら、山道の地雷に気づいたようだな』

「ああ。さすがにあれで吹ふっ飛とぶほど間ま抜ぬけじゃないか」

　アデリーナからの通信に、達哉は答えた。とはいえ、これが絶好のチャンスであることに違ちがいはない。

『撃うてーぇいっ!!』

　通信機をサヤフ少佐の命令が走るのと同時に、達哉はトリガーを引いた。片手で構えた〈サベージ〉のライフルが火を噴ふく。

　同時にアデリーナやアフガン軍の歩兵たちも、一いつ斉せいに攻こう撃げきを開始した。

　ありとあらゆる火力を、ガルナスタン軍に叩きつける。機体上面に迫撃砲の直撃を浴びた装甲車が炎えん上じようし、転がり出た兵士が掃そう射しやを浴びてばたばたと倒たおれた。

　ガルナスタン軍も反撃を開始した。この状じよう況きように適した兵器とは、やはり──

「リーナ、ＡＳが来るぞ！」

『見れば分かる』

　声を張り上げた達哉に、アデリーナが静かに返す。

　即席の陣地は、予想以上の効果を発揮していた。地形と地雷の組み合わせで敵の行動を制限し、塹壕の中から迎むかえ撃つ。

　一気に地雷原を飛び越えようと、一機の〈シャドウ〉が跳ちよう躍やくした。だが、こちらも心得たもの、歩兵の放った対戦車ロケットＲＰＧが空中の〈シャドウ〉に集中する。

　爆ばく発はつ。

「不用意に跳とび回るからそうなるんだよ！」

　叩き落とされた〈シャドウ〉にとどめのライフルを叩きこみ、達哉は言った。

（いけるか？）

　もしこのまま、陣地で時間を稼かせぎ続ければ、本当に援軍が来るかもしれない。淡あわい希望の光が、達哉の心を照らしたその瞬しゆん間かん──

『この反応、左？──うくっ!?』

　アデリーナの叫さけびと共に、彼女の〈サベージ〉が転てん倒とうした。

「リーナ!?」

　そちらを見やり、達哉は愕がく然ぜんとした。

　左側の斜しや面めんで、虚こ空くうが揺ゆらいだ。電子の火花が明めい滅めつし、不可視型ＥＣＳを解いたＡＳが姿を現す。

　十字のメインセンサが、赤く瞬またたいた。

「来たか、〈ケントゥリア〉……〈レガトゥス〉まで」

　後方に控ひかえた一ツ目の指揮官機は、長大な狙そ撃げき砲を構えていた。

（あれは確か、リーナの）




『聞こえますか、リーナ』

　横転した〈サベージ〉のコクピットに、冷静な女性の声が響ひびいた。

「ナターシャか……」

　明滅するスクリーンに映る、かつての上官の機体。狙撃砲の砲門を、アデリーナはにらみ返した。

『これ以上の抵てい抗こうは無意味です。投降しなさい、悪いようにはしません』

　予想通りの申し出だった。少し考え、アデリーナは返信する。

「一つ、聞きたいことがある」

　言葉で時間を稼ぎながら、アデリーナは機体の損傷を確かめた。被ひ弾だん箇か所しよは左ひだり脚あし部、加えて腰よう部ぶのバランサーが不調をきたしている。

『手短かに』

「もしあなたが六年前のあの時に──わたしたちを守って逃げていた時にコルキスの連中から同じことを言われたら、どうしていた？」

『…………』

　沈黙を肯こう定ていと受け取り、アデリーナは言葉を重ねる。

「そうだナターシャ、あなたは決して同意しなかったはずだ。ミハイロフ大たい尉いだって、きっと同じだ」

『もう、過ぎたことです』

　その言葉に、アデリーナは作業の手を止めた。

『私はもう、変わりましたから』

「変わってしまっただと？　ああ、知っているとも！」

　自分でも思いがけないほどの激情が、彼女を駆かり立てた。

「だからわたしは戦う！　もうどこにもいない、あの時のあなたのために!!」

　ペダルを踏ふみこむ。地面に伏ふせたまま身を起こした〈サベージ〉は、それでもライフルをナタリアの〈レガトゥス〉に向ける。

『……残念です』

　対たい照しよう的に、ナタリア機は狙撃砲の砲門を下ろす。同時に〈ケントゥリア〉の群れが、殺さつ到とうした。




　アフガン軍の陣地は、すでに崩ほう壊かい寸前だった。

　正面から攻せめてきたガルナスタン軍に集中していたところを、横合いから〈ケントゥリア〉隊に殴なぐり飛ばされたのだ。見え見えの陽動に引っかかった形だが、兵力や装備の差を考こう慮りよすれば、当然の結果とも言える。

「もう少し保もつかと思ったんだがな、くそ」

　塹壕の底に身を潜ひそめた達哉の〈サベージ〉は、弾たまの切れたライフルを手放した。小型の単分子カッターを構え直す。

（リーナ……）

　乱戦の中、アデリーナとの通信が途と絶だえたことには、激しい焦あせりを感じる。だがここで塹壕から飛び出してバンザイアタックをかけても、ただの犬死にだ。

　まずは身を隠かくし、近づいてきた敵ＡＳに白兵戦を仕し掛かける。単分子カッターで仕留め、火器を奪うばうのだ。たとえライフルに電子的なロックがかかっていたとしても、弾薬は使えるはず。

（その上で、リーナを助ける。簡単には死なないぞ、クソ）

　軽快な動作で接近する〈ケントゥリア〉を、達哉はにらみつけた。

『相変わらず、生き汚ぎたない戦いくさよな』

「────!?」

　不意に通信機から響いた声に、達哉は目を瞠みはった。同時に〈ケントゥリア〉の動きが、目に見えて鈍にぶる。

『だが、実にそなたらしい。見事だタツヤ──我が友よ』

　空間が揺れる。巨きよ大だいな黒こく影えいが現れ出る。

　不可視型ＥＣＳの残ざん滓しを纏まといながら繰くり出された、抜ぬき打ちの一いつ閃せん。単分子カッターの斬ざん撃げきが、〈ケントゥリア〉を両断した。

　残心を取ったＡＳの姿を、達哉は呆ぼう然ぜんと見上げた。思いがけぬ状況の急変に、思考がついていかない。

「〈レイヴン〉三号機……ユースフ！」




　ナタリアがそれを感じたのは、管制下の〈ケントゥリア〉にアデリーナ機への攻撃を指示した直後だった。

　不意に背筋を、悪お寒かんが走った。四時方向──おおよそ南東の方角から彼女に向けられた、明確な敵意。

（まさか？　あの方角には何も）

　考えている余よ裕ゆうはない。ペダルを踏みこみ、回かい避ひ機動。同時に〈ケントゥリア〉の一機を呼び戻もどす。

　次の瞬間、呼び戻した〈ケントゥリア〉が突とつ如じよとして横転した。機体正面に刻まれた弾だん痕こんが、〈レガトゥス〉のスクリーンに焼きつく。

　砲ほう声せいは、僅わずかに遅おくれて届いた。

「狙そ撃げき!?」

　もし呼び戻した〈ケントゥリア〉を盾たてにしなければ、ナタリア自身の〈レガトゥス〉が撃ち抜かれていただろう。

　谷一つを隔へだてた向かいの峰みね、稜りよう線せんの向こうで何かが僅かに動いた。

（あれは──〈シャドウ〉!?　あの距きよ離りから当ててきたのですか？）

　戦せん慄りつが、ナタリアを捉とらえた。




「うっしゃー!!　まずはデクノボー一いつ匹ぴき！」

〈シャドウ〉のコクピット、その後席でクララ・マオは歓かん声せいを上げた。

「……社長、気を抜いては困る」

　前席のサミーラ・ビント・ハッサンが、静かな声でクララを諭さとした。そのまなざしは、スクリーンに拡大された二機の〈サベージ〉を見ている。

「……タツヤとリーナを確かく認にん。無事だった」

「おう、キキイッパツってやつだな。ま、ヒーローはオクレテクルもんだって、パパが言ってたし」

　勢いのよい言葉づかいとは裏腹に、クララは慎しん重ちようそのものの仕草で、データグローブをつけた両手を動かす。それに合わせて〈シャドウ〉の狙撃砲の砲門が、はるか彼方かなたの敵機を捉えた。

　発砲。

　放たれた徹てつ甲こう弾だんは、狙ねらい過あやまたずまたもや一機の〈ケントゥリア〉を射い貫ぬいた。それを確認し、クララが年ねん齢れいに似合わぬ冷静な声を出す。

「ユー・ハブ・コントロール。狩かり場を変えるぞ、サミーラ」

「……了りよう解かいした。アイ・ハブ・コントロール」

〈シャドウ〉の操縦系統が切り替かわった。サミーラの操縦に合わせて膝ひざ立だちの姿勢から身を起こすと、狙撃砲を保持して駆け出す。

　狙撃に関して類たぐい希まれな素質を持ちながら、いまだ幼くＡＳの操縦を満足にこなせないクララ。そんな彼女の天賦の才能ギフトをＡＳ戦で生かすために考案された苦肉の策が、複座型ＡＳによる操縦と狙撃の分業である。

　通常の操縦はサミーラが担当、狙撃位置まで機体を移動させ、そこで操作をクララに切り替える。ちなみに〈シャドウ〉の複座仕様への改装は、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の整備課長であるダニエラ・コールマンが、腕うでを振ふるっていた。

「……次のポイントは22─51。右う翼よくに回りこむ」

「りょーかい、頼たのむぜ」

「……承知」

　威い勢せいのよいクララの言葉に、サミーラはごくわずかな笑えみを浮うかべた。
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　一変した戦せん況きように、達哉は啞あ然ぜんとしていた。

　ユースフの〈レイヴン〉三号機に続いて現れた、数機の第三世代型ＡＳ。アスリートのように鋭するどく引き締しまった俊しゆん敏びんな機き影えいには、達哉も見覚えがある。

（確か、特とく殊しゆ部隊用のＭ９──〈シグマ・エリート〉！）

　その的確かつ容よう赦しやのない反撃により、陣じん地ち前面まで迫せまっていたガルナスタン軍は打ち崩くずされ、ずるずると後退する。左翼から侵しん入にゆうした〈ケントゥリア〉隊もそれ以上の前進を阻はばまれ、さらに後方からの狙撃に晒さらされて立ち往生している。

『イチノセ・タツヤくんか。無事でよかった』

　達哉の〈サベージ〉を庇かばうように立つ一機のＭ９〈シグマ〉から、通信が入った。ガルナスタン軍の〈シャドウ〉がフルオートで撒まき散らす弾幕を、左ひだり肩かたのシールドで弾はじきつつ単発で応射、あっさりと一撃で撃うち倒たおす。

　戦場に似合わない温和で理知的な声は、達哉の記き憶おくにあった。

「あんた、確かルーマニアで会った──ロニー・ゼン、ゼン……」

『ロニー・ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そうだ。合衆国海軍特殊部隊Ｎａｖｙ　ＳＥＡＬＥｓ所属、コールサインはセプテンバー６。今回は名乗らせてもらうよ』

　そう通信を続けながら、ロニーの〈シグマ〉は僅かに身を乗り出した。山道上で主砲を仰ぎよう角かくギリギリまで上げた敵戦車──古ぼけたＴ─72だった──を狙い、素す早ばやいモーションで対戦車ダガーを投とう擲てきする。

　驚おどろくべき正確さで、対戦車ダガーはＴ─72の上面装そう甲こうに命中する。タンデム式の成型炸さく薬やく弾だんが炸さく裂れつし、戦車を吹ふき飛ばした。

「また、助けられたみたいっすね」

『なーに、これも仕事のうちさ。それに、これであの子──クララの悲しむ顔を、見なくてすんだ』

〈シグマ〉が、かすかに頭部を動かした。そのメインセンサは、山向かいの狙撃機へと向けられている。

（あの〈シャドウ〉、乗ってるのって……まさか!?）

　様々な疑問が膨ふくれ上がる中、通信機から潤うるおいのある少女の声が響ひびいた。

『達哉さん、ご無事ですか!?』

「菊乃か！」

　それと同時に、ローター音が振ってきた。大型の輸送ヘリが一機、Ｍ９たちが確保したポイントへと降下する。

「そのヘリ、お前が操縦してるのか？　ってことは──」

『ええ。達哉さんの〈レイヴン〉、お持ちしました』

「よっしゃあっ!!」

　会心の叫さけびを上げた達哉は、〈サベージ〉のコクピットを開放した。素早く地上へと滑すべり降り、最後にもう一度、限界まで酷こく使しした機体を振り向く。

「短い間だったけど、ありがとうな。お前のおかげで、ここまで生き延びられた」

　そう〈サベージ〉に告げ、敬礼。後は振り向かず、降下する菊乃のヘリに向かって駆け出した。

「待たせたな、相棒！」




　降下した輸送ヘリへと急ぐ達哉の姿を、ロニーは愛機である〈シグマ〉のスクリーンで確認した。

（ここまでは上々、さて後は──）

　と、そこで僚りよう機きの〈シグマ〉から通信が入る。

『セプテンバー７よりセプテンバー６へ。07─18に新たなる敵ＡＳを発見。バックアップを要せ──何だコイツ？』

　セプテンバー７ことサミュエル・デービス一等兵曹の声が、鋭い緊きん張ちようを孕はらんだ。

『例の「一ツ目」だ！　は、速い!?』

「サム!?」

　鈍にぶい衝しよう撃げきと共に、通信が途と切ぎれた。思わずロニーは戦友を、コールサインではなく愛あい称しようで呼んでしまう。

『……抜かれちまった、クソ。こちらの機体は大破』

　無事を告げる通信にも、安あん堵どする余裕はない。

『油断するなよ、ロニー。そいつは、エースだ』

　同時に一機のＡＳが躍おどり上がる。両手に構えた単分子カッターの刃やいばが陽光に煌きらめき、プラズマの残光がスクリーンに焼きついた。

　特とく徴ちよう的な『一ツ目』の光学センサからして、その機体は〈レガトゥス〉と見て間ま違ちがいない。それも、ＡＳ用のアークジェット推進機であるアジャイル・スラスタを搭とう載さいした、改修機である。

　ロニー自身は初めて目にするタイプだが、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．からの報告は受けている。つまり、このＡＳのオペレータは──

「ステファン・ミハイロフ……こいつが？」

　低い声で、そうロニーは唸うなった。




「ＳＥＡＬｓの強きよう襲しゆう機兵チームか、相手にとって不足はないが……」

〈レガトゥス〉のコクピットで、ミハイロフは一人つぶやく。

　コクピットに映った敵機は、Ｍ９Ａ２ＳＯＰ〈シグマ・エリート〉。かつてミハイロフが乗っていた〈シャドウ〉スペツナズ仕様機に匹ひつ敵てきする、ハイエンドモデルのＡＳだ。

　可能ならば、手合わせを願いたいところだ。ミハイロフの胸中で、燻くすぶっていた戦意が疼うずいた。だが現在の戦況を考えると、遊べる相手は一人が限度だろう。

　ならば、当初の予定を優先するべきだ。

「ナタリア、撤てつ退たいルートはＢ─３だ。後退のタイミングは任せる」

『分かりました。社長は？』

「俺か？　俺はもう少し、楽しんでいくよ」

　着陸した輸送ヘリへと視線を向けつつ、ミハイロフは管制下の〈ケントゥリア〉を眼前の〈シグマ〉に向けて解き放つ。数は二機。もう一機連れていたのだが、先ほどの〈シグマ〉を抜ぬく際に相あい討うちで狩られた。

　左右に散開した〈ケントゥリア〉に対して、〈シグマ〉は後退しつつ応射する。教科書に載のせたいような巧たくみな戦術機動だが、これで標的から引き離はなすことができた。後は、決着までの短い時間を稼かせげれば、それでいい。

　ほぼ同時に、輸送ヘリの後部ハッチが軋きしみながら開いた。現れた青いＡＳの姿に、ミハイロフは小さく笑う。

「待っていたぞ、イチノセ・タツヤ」

　鎧よろい武者を思わせる、重じゆう厚こうかつ俊敏な機体。ＡＳ─１〈ブレイズ・レイヴン〉一号機改、そのオペレータに呼びかけた。

「ここまでお膳ぜん立だてをしたんだ、楽しませてくれよ」




　久々に乗りこんだ〈レイヴン〉一号機のコクピットは、思った以上に達哉の体に馴な染じんでいた。

『いいか、今の一号機を見た目通りだと思うなよ』

　通信機から響くだみ声は、ＡＳ─１の主任開発者である溝みぞ呂ろ木ぎ克かつ郎ろうのものだ。

「何だ、センセイも来てたのかよ」

『何だとは何だ！　とにかくだな、今のそいつはアフガンの連中が二号機と四号機とのコンパチででっち上げた機体に、予備のスラスタをくっつけたってえ代しろ物ものだ。まともに動くのか、調整やテストもやってねえ』

　珍めずらしく真しん剣けんな様子の溝呂木に、達哉は軽口で返す。

「それってさ、要するにいつものことじゃねえの？」

『……いやまあ、確かにそうだが──』

　尻しり切きれトンボになった溝呂木の代わりに、菊乃から通信が入った。

『達哉さん、もうこれ以上わたくしからは何も申しません』

　菊乃の切なげな声に、いつもの芝しば居いがかった調子はない。

『ですが今のあなたでしたら、ステンカ小お父じ様にもきっと勝てます。わたくしは、そう信じております』

「ありがとよ」

　短く答え、達哉の一号機は一歩を踏ふみ出した。彼の操作と、そしてＴＡＲＯＳで読み取られた思考に機体が応こたえ、腰よう部ぶのメインスラスタにプラズマの輝かがやきが点ともる。

「ブースト！」

　流星が、地上を走った。




　ナタリアは焦あせりを隠かくせなかった。

　ミハイロフの参戦により現在、戦況の悪化は食い止められているようにも見える。だがそれは、あくまで一時的なものだ。ほんのわずかな切きっ掛かけで、ガルナスタン軍はたちまち破断界を超こえるだろう。

（それに、ＳＥＡＬｓのこともあります）

　米軍の特殊部隊が、ここまで公然と戦せん闘とうに参加しているのだ。まさかと思うが、米国はこの紛ふん争そうへの本格的な介かい入にゆうを決意したのだろうか？

　もしそうだとしたら、ガルナスタンはもう終わりだ。

　それ自体はミハイロフもナタリアも、予想していた。だがそのタイミングが、予想以上に早い。

　一刻も早くこの戦域から離り脱だつし、備えなければ。

「ならば──」

　ナタリアは狙そ撃げき砲ほうの砲門を、〈レイヴン〉一号機に向けた。

　一号機は今、ミハイロフの〈レガトゥス〉とＡＳの常識を超こえた高速戦闘を繰くり広げている真っ最中だ。両機とも断続的に電でん離り化した推すい進しん剤ざいを撒き散らし、雷らい光こうの速度で斬きり結んでいる。

　照準を合わせるどころか、スクリーンに捉とらえ続けるだけでも一苦労だ。

（……大たい尉い）

　同等の性能の機体に乗っている以上、ミハイロフの勝利は間違いないと、そう信じたい。だが今まで一号機のオペレータ──市之瀬達哉が要所要所で見せた神かみ業わざを思うと、万に一つの可能性を捨てられないのだ。

　何より今は、決着までの時間こそが惜おしい。

　焦しよう燥そうに駆かられたナタリアの眼前で、一号機の機体が大きくつんのめった。何らかの機体トラブルか、左腰こしのスラスタだけが停止したのだ。

　推力ベクトルを狂くるわされた一号機は、その場でコマのように一回転するものの、転てん倒とうの寸前で踏み止まる。見事な機体コントロールだが、それが隙すきであることに変わりはない。

　その瞬しゆん間かんを見み逃のがさず、ナタリアはトリガーを引いた。

「獲とった」

　彼女が勝利を確信した、まさにその瞬間──

『させない!!』

　割りこんだ〈サベージ〉の機き影えいが、一号機への射線を覆おおい隠した。




　傷つき、限界まで酷使されたアデリーナの〈サベージ〉にとって、狙撃砲の一撃は致ち命めい傷しようだった。

　大口径徹てつ甲こう弾だんの直撃は、〈サベージ〉の左ひだり腕うでを肩かた口ぐちからもぎ取っていた。着弾の激げき烈れつな反動に、バランサーを損傷した機体では耐たえられるはずもない。平へい衡こうを失ったアデリーナ機は、派手に横転する。

「…………っ!!」

　コクピットを突つき抜けるような激しい振しん動どうに晒さらされて、アデリーナは悲鳴も上げられずに苦く悶もんする。

　モニターの大半は死に、下半身の制せい御ぎよもまったく利かない。出血にも似たオイルの流出は止やまず、ガスタービンの鼓こ動どうも停止寸前だ。

　だがまだ、〈サベージ〉の右腕は動く。そしてその右手は、いまだにライフルを握にぎっていた。

「……殺させない」

　アデリーナの想おもいと執しゆう念ねんに応えるかのように、瀕ひん死しの〈サベージ〉がライフルの砲門をナタリアの〈レガトゥス〉へと向ける。

　その瞬間、少女の脳のう裏りをありし日々の記き憶おくがよぎった。

『志願します、ええっと──ヤコブレワ少しよう尉い殿どの』

『あなたが、ですか？』

　それは、戦場での出会いであり──

『次、１から７までの標的に対して移動射撃を行いなさい。いけますね』

『了りよう解かい！』

　厳しくも的確な訓練であり──

『乗りなさい』

『ちゅ、中尉、わたしは──』

『話は後で聞きます』

　戦場での応おう酬しゆうであり──

『髪かみが伸のびすぎていますね。切ってあげます』

『ちょ、ちょっと待て!?　なぜサバイバルナイフなんだ!?』

『いいから大人しくなさい、怪け我がをしますよ』

　束つかの間の日常だった──

　ナタリアと共に過ごした日々の残ざん影えい。喜びも悲しみも、その全すべてを反はん芻すうし、心に焼き付け、その上でアデリーナはトリガーを引いた。

「タツヤは、殺させない!!」




　その必死な叫さけびを聞いたナタリアが抱いだいたのは驚おどろきと──そして安あん堵どと納なつ得とくだった。

（ああ、そういうことか）

　被ひ弾だん──

　被弾被弾被弾──

　真正面から三七ミリ弾の掃そう射しやを浴びせられ、ナタリアの〈レガトゥス〉が断だん末まつ魔まにのたうつ。ずたずたに引き裂さかれていく機体は、コクピットも、そしてオペレータも、その例外としていない。

「まったく、私は甘い……」

　薄うすれゆく意識の中、血まみれの口元に自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべながら、ナタリアは機密保持のスイッチを押した。




　その爆ばく発はつは、ミハイロフ機のコクピットからも確認できた。

「ナターシャ……？」

　機密保持用の自爆装置を作動させ、ナタリアの〈レガトゥス〉は瞬時に爆散した。オペレータが脱だつ出しゆつした形けい跡せきはない。

　その事実に一瞬だけ、ミハイロフは自失した。

　この時ミハイロフと対たい峙じしていた達哉もまた、大破したアデリーナの〈サベージ〉に意識を奪うばわれている。この奇き妙みような相似形に、当の本人たちは気づいていない。

　とはいえ我に返るのは、ミハイロフの方がはるかに早かったが。

「……死んだか」

　戦せん況きようが変わった。これ以上、戦闘の続行は無意味だ。

　ナタリアの管制下にあった〈ケントゥリア〉を掌しよう握あくしつつ、撤てつ退たいに移る。三度ほど狙そ撃げきを受けたが、無人機を盾たて代がわりにすることもなく切り抜けた。

　それ以上の追つい撃げきはこない。

「馬ば鹿かが」

　その罵ば声せいがナタリアに対してのものか、それとも自分自身に対してのものか、ミハイロフには分からなかった。




　戦場の喧けん噪そうが遠のきつつある陣じん地ち跡あとで、達哉は〈レイヴン〉一号機から降りた。

　同じく〈サベージ〉から降りていたアデリーナのもとへ、足早に急ぐ。

「……リーナ」

　立ちつくす少女の背後から、達哉はそう声をかけた。

　自爆し、崩くずれ落ちた〈レガトゥス〉の残ざん骸がいを、アデリーナはじっと見つめていた。達哉の位置からでは、その表情は見えない。

「コルキスでの、上官だった人だ」

「…………」

「色々と、世話になった。戦場でわたしを助けてくれ、戦う方法も教えてくれた」

「…………」

「返しきれない、恩がある人だった。それを、それをわたしは──」

「…………」

　何も言わないまま達哉は、背後からアデリーナを抱だきしめた。

「──タツヤ!?」

　一瞬だけ驚いたように、アデリーナの体が強こわ張ばる。だがすぐにその背を、達哉の胸に預けた。

「──うう」

　うつむいたアデリーナの口から、掠かすれるような泣き声が上がった。切れ切れの嗚咽おえつはやがて、身も蓋ふたもない大泣きに変わる。

　達哉はただ、それを黙だまって見ていることしかできなかった。

　彼女の涙の、本当の意味も分からないまま──
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　ヘラートの攻こう防ぼう戦せんから一夜明けた翌朝──

　市いち之の瀬せ達たつ哉やは久々に、心ゆくまで惰だ眠みんを貪むさぼっていた。

「んあー」

　緩ゆるんだ半開きの口元から、間の抜ぬけた声が漏もれる。天幕の通気口から差しこむ陽光に刺し激げきされ、達哉はまぶたをひくつかせた。

「あら、お目覚めでしょうか？」

「あと五分……」

　夢うつつのまま達哉は答え、寝ね袋ぶくろの中で肩かたを震ふるわせた。いまだ脳の九割以上は、夢の世界で揺蕩たゆたっている。

　何と言っても昨夜は、久々に安全な天幕で眠ねむりに──

（──ちょっと待て？）

　グズグズになっていた脳のう細さい胞ぼうが、ようやくわずかずつだが働き始めた。

　確かこの天幕は、ユースフと共用だったはず。だが今しがたの声は、果たして彼のものだっただろうか？

　あの柔やわらかく艶つやのある声は、もしかして……

「まさか」

　達哉は薄く目を開ける。ぼんやりした視界の中、彼を見下ろす人ひと影かげがあった。長い黒くろ髪かみをかき上げるその仕草は、何度も見たことがある。

「……菊きく乃の？」

「お早うございます、達哉さん」

　菊乃は、静かな声でそう言った。

　日本人形のように整った顔には、無む邪じや気きで、あどけなく、それでいて妖よう艶えんな笑えみが浮かんでいる。

「ちょっ、おま──」

　驚いた達哉は、慌あわてて寝袋のファスナーを開くと、上体を起こした。

「ユースフは？」

「あまり達哉さんのお目覚めが遅おそいので、殿でん下かは先に行かれました。代わりに、わたくしが起こして差し上げようと思いまして」

「そ、そうか。ありがとな。もう、目が覚めたから大だい丈じよう夫ぶだ！」

　焦あせる達哉に、菊乃はそっと身を寄せた。

「そんなつれないこと、おっしゃらないでください」

　達哉の胸むな板いたに、菊乃は白くしなやかな指を這はわせた。タンクトップの薄い布地越ごしに与あたえられた、悪お寒かんと紙かみ一ひと重えの快感に、達哉は背筋を震わせる。

「せっかく、久しぶりにお会いできたのです。もう少し、お話を──きゃう!?」

「……調子に乗りすぎ」

　唐とう突とつな悲鳴と共に、菊乃の体は達哉から引き離はなされた。狭せまいテントで二人の少女が、組んずほぐれつ絡からみ合っている。

　制服姿の菊乃に組み付いているのは、黒と白のエプロンドレス──

「サミーラか？」

　いつも通り侍じ女じよのお仕着せ姿をしたサミーラが、背後から音もなく菊乃に組み付き、達哉から引き離したのだ。

「ちょ──何をなさるのです、サミーラさん!?」

「……いつの間にかうやむやになったけど、以前あなたから卑ひ怯きような不意討うちを受けた。あなたが忘れていても、私は忘れない」
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「今さらあの時の報復ですか？　それは──」

「……否いな。単に一手、指南願いたいだけ」

　純じゆん粋すいな格かく闘とうの技術ならば、菊乃がサミーラを圧あつ倒とうしているはず。だがこの体勢だと、サミーラの有利は揺ゆるがない。

　ほどなくサミーラは、菊乃をがっちりとヘッドロックにとらえる。

「わ、分かりました！　スパーならいずれお相手をいたします。ですから──」

「……至急要よう請せい」

　そのまま起き上がったサミーラは、もがく菊乃をホールドしたまま、諸もろ共ともに天幕の外へと引きずり出す。

（格闘の訓練ってより、女子プロのパフォーマンスみたいだな）

　痺しびれかけた頭で、達哉はそんなどうでもいいことを考えていた。もちろん、ただの現実逃とう避ひである。

「……行くか」

　あまりいつまでも、ぼうっとしてはいられない。気を取り直した達哉は、昨日のうちに支給されていた制服へと手を伸のばした。




　久々に袖そでを通したＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス制服の着き心ごこ地ちは、極ごく上じようだった。少なくとも達哉には、そう思えた。

　なんせガルナスタンでの戦せん闘とうから昨日まで、ＡＳアーム・スレイブ操縦服かアフガン軍から借りた野戦服を着たきりだったのだ。しかも逃とう走そうや撤退戦の最中では、着き替がえや洗せん濯たくの余よ裕ゆうなど、あるはずもない。

　それに比べれば、きちんとクリーニングしてプレスされた服を着ているというだけで、ずいぶんとましである。

「行くか」

　達哉は天幕から出た。周囲に各種の天幕が、整然と立ち並んでいた。武装した兵士に混じり、旧式の装そう甲こう車やＡＳの姿も見える。

　昨日の戦闘でヘラート防衛に成功した、アフガニスタン軍の陣じん地ちだ。その一角に間借りする形で、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．も野営地を設けている。

　時刻はもう九時を回っている。軍隊の朝としては、相当に遅い。

　とりあえず食事にしよう、そう思って周囲を見回した時だった。

「あ──」

　ちょうど通りがかった少女の姿に、達哉は小さく声を上げた。向こうも気づいたのか、脚あしを止める。

「タツヤ……」

　物もの憂うげにそう言ったのは、アデリーナだった。

　達哉と同様、清潔なＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の制服姿である。うつむき気味に背筋を丸め、目を伏ふせていた。

　いつも姿勢が良い彼女にしては、珍めずらしい。顔色がどことなく冴さえないのも、疲ひ労ろうが残っているだけではないだろう。

「リ、リーナか」

　彼女のそんな姿を目にした途と端たん、達哉はうろたえてしまった。口ごもり、目線を明後日あさつての方向にそらす。

　昨日はあの戦闘の後、達哉とアデリーナはほとんど何も話していない。ガルナスタン軍を撃げき退たいし、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の仲間たちと合流した時点で、二人とも疲労の限界に達していたのだ。

　最低限の報告を行った後は、そのまま倒たおれるようにして眠りこけてしまった。

「その……調子はどうだ？」

　気まずい沈ちん黙もくに耐たえかねて、達哉はそう言ってみた。余りに陳ちん腐ぷな台詞せりふで、自分自身を殴なぐり倒したくなったが。

「別に。普ふ通つうだ……」

　アデリーナは、気のない声で返事をした。だが達哉には、とても彼女の言う通りには見えない。

　昨日の戦闘直後、アデリーナの見せた姿が脳のう裏りを過よぎる。弱々しく立ちつくした背中、小刻みに震えるか細い肩、押し殺した嗚咽おえつの声──

「あ、あのナタリアって人のことだが──」

　達哉がそう言うと、アデリーナの眉まゆがかすかに動いた。

「すまない」

　それに構わず、達哉はアデリーナに頭を下げた。その途端、アデリーナは達哉から顔をそむける。

「君が、謝ることはない」

　そのまま達哉から表情を隠かくして、アデリーナはそうつぶやく。とても静かな声だった。

「彼女との……ナターシャとの決着は、わたしがつけなければならなかった。それがたまたま、昨日のあの状じよう況きようになったというだけのことだ」

　その言葉は、アデリーナの本心だっただろう。だが達哉には、その言葉だけが彼女の真実だとは思えない。

（無理、しているよな。絶対に）

　それくらいは、達哉にでも想像がつく。

　子供のころから世話になった親しい人間を、手にかけたのだ。それが彼女の心身に、どれだけの負担をかけたことか。

　いくつもの戦場や死地を乗り越こえ、その程度は達哉も分かるようになった。

　──逆に言えば、その程度のことしか達哉には分からなかった。

「君が、気にやむ必要はない」

　それだけ言うと、アデリーナは足早に歩き出した。立ち去ろうとする彼女の背に、達哉は慌てて呼びかける。

「で、でもよ──」

「君には、関係ない」

　きっぱりと、アデリーナはそう言った。

「君には関係ないんだ、タツヤ」

　そう告げながら、アデリーナは達哉を振ふり返った。断たち切るような言葉とは裏腹に、彼女の瞳ひとみは悲しげに潤うるんでいる。

　理解を拒こばむ声こわ色いろと、理解を求めるまなざし──そのどちらが彼女の本心なのか分からず、達哉は立ちつくす。

「わたしは、君に謝って欲しくなどない」

　去りゆくアデリーナを、達哉はただ見送ることしかできない。

　そのまま呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた達哉に、横合いから怪け訝げんそうな声がかけられる。

「何をしているのだ、そなたは？」

　その声に、達哉ははっと我に返った。

「ユースフか」

　小さくため息をつきながら、達哉は戦友の貴公子に向き直る。

「顔が──いや、顔色が悪いぞ？　何があったのだ」

「……今、わざと間ま違ちがわなかったかテメエ」

　不ふ機き嫌げんそうに唸うなった達哉だが、すぐに矛ほこを収めた。

「ちょっと、聞いてくれるか？」

「構わぬ」

　幸い、今のところ周囲に人目はない。他人に立ち聞きされることはないだろう。

　そう判断した達哉は、アデリーナとのやり取りを訥とつ々とつと語る。

　ナタリアとの決着──

　今朝のぎこちなさ──

　やむにやまれぬ気分での謝罪──

　それに対するアデリーナの反応──

　途と切ぎれ途切れに続く達哉の話に、ユースフは無言で聞き入っている。

「──ってな、わけだよ」

「なるほどな」

　達哉が語り終えると、ユースフは口元を右手で覆おおってため息をついた。秀しゆう麗れいな顔には、珍しく困こん惑わくが浮うかんでいる。

「俺、どうすればよかったのかな？」

「分からぬ。分からぬが……下手に謝ったのは悪手だったやもしれぬな」

　考え考え、ユースフは言った。

「たとえ敵味方として道が分かたれていたといえど、年来の恩師を殺あやめたのだからな。下手な同情や慰なぐさめは、かえってあやつの傷口を抉えぐることになる」

「分かってるよ、それくらい。でも──」

　アデリーナがナタリアを撃うったのも、そのことでアデリーナが傷ついたのも、自分を守るためなのだ。その事実には、どうしても責任を感じてしまう。

　考えこむ達哉にユースフは言った。

「今のアデリーナは、放ほうっておくしかあるまい。もし万一、運命の悪戯いたずらで私がハッサンを殺めたら、と思うとな」

　忠実な守り役の名前を出し、ユースフは遠い目をした。

「そっか」

　自分にとって、生来の恩師とは誰だれだろう？　そんなことを、ふと達哉は考えた。

　陣じん代だい高校の担任だった小お野の寺でら先生か？　三度目の初はつ恋こい相手であり、英語を教えてくれたケイト先生か？　あるいは土建屋についてのイロハを仕込んでくれた、市之瀬建設の源げん田だ主任か？

　もっとも彼らと命のやり取りをするような状況は、まずありえないだろうが。

「そういやさっきサミーラと会ったけど、ハッサンのおっさんはどこだ？　昨日も顔を見なかったけど」

「あやつは、ここにはおらぬ」

「そうなのか？」

　その答えに、少しばかり達哉は驚おどろいた。

「様々な交こう渉しよう事がある故ゆえ、私の名みよう代だいとして各地を回っておるよ。まったくハッサンにもサミーラにも、負担をかけっぱなしだ。いたらぬ主あるじで、申し訳が立たぬ」

「いいんじゃねえの。二人とも多分、好きでお前のために働いているんだし」

「そうはいかぬ。臣下の忠に甘えるようでは、主は主たり得ぬ」

　しかつめらしくそう言ったユースフだが、不意に表情を緩ゆるめる。

「だが、そう言ってもらえて少し楽になった。礼を言うぞ」

「なに、お互たがい様だ。俺も色々聞いてもらったからな」

　達哉もまた、小さく苦笑いしながらそう言った。

「では、食事にでもせぬか？」

「ちょっと、そういう気分じゃ──」

「腹が減っては戦いくさはできぬとは、そなたの国の言葉であろうに」

　そう言うなり、ユースフは悠ゆう然ぜんと歩き出した。少し考えた後、達哉もその背を追う。規則正しく並んだ天幕の間を、二人は急いだ。

「それでよいのだ。まずは一日の活力を養わねばな」

「へいへい」

　そう言って達哉は、野営地の南に目を向けた。そちらには、昨日の戦せん闘とうで傷ついたヘラートの市街が見える。

　砲ほう撃げきで倒とう壊かいした建物、街路に刻まれた戦車の轍わだちやＡＳの足あし跡あと。辛かろうじてガルナスタン軍の侵しん攻こうは撃退したものの、まだ戦禍の爪つめ痕あとが生々しく残っていた。

　復旧作業のため市街に入った軍の部隊が、瓦が礫れきの撤てつ去きよや、市民への食しよく糧りよう配給などを行っていた。それらを遠目に確認しつつ、達哉はユースフに尋たずねる。

「俺たちが連れて来た避ひ難なん民みんの人たち、どうなったか知ってるか？」

「無事のようだ。とはいえ状況はあまりよいとは言えぬ。ヘラートの親しん戚せきや知人を頼たよった者もいるが、そのヘラート自体がこの有様よ。一応、軍が避難民用のキャンプを用意してはいるようだが」

「そっか」

　厳しい顔になった達哉の背を、ユースフは叩たたいた。

「気にしすぎるな、現状では彼らに対して、そなたにできることはあるまい。今はまず、食事だ」

「了りよう解かい。で、メシってどこだ？」

「あそこだ」

　そう言いながらユースフは、前方を指差す。その先には牽引トラクター式の野外キッチンと、屋根型の三角テントが設置されていた。テントの陰かげには机や椅い子すが並べられており、簡単な食堂になっている。

　もう時間が遅おそいため、食堂にはほとんど人ひと影かげがない。と、その一人が達哉たちに向かって、大きく手を振った。

「おーい、ここだぞ!!　タツヤ！」

　軍の野営地に似合わない、まだ幼い少女は、クララだった。その隣となりには、赤みがかった髪かみの若い米軍兵士──ロニーも座っている。

　そして当然、先に来ていたアデリーナもだ。

（……う）

　予想はしていたことだったが、アデリーナの姿を目にして、達哉の足が止まった。ためらっているうちに、ユースフは席に着いた。

「どうした」

　さりげなく椅子を引き、達哉に座るよう促うながす。ちょうどアデリーナの席とは、対角線上にある斜はす向むかいの席だった。

「あ、ああ」

　もごもごと口ごもりつつも、達哉は席に着いた。せめて視線だけでも、ユースフに謝意を伝えておく。

「ほら、オメーらのメシも、ちゃんとカクホしといてやったぞ」

　腰こしを下ろした達哉に、クララがプラスチックのプレートを押しやった。その上ではキツネ色のパンケーキに羊肉の腸ちよう詰づめ、茹ゆでた卵などが湯気を立てている。デザートに、リンゴなどの果物くだものも添そえられていた。

「ありがとよ、いただきます」

　それぞれ短く言うと、達哉は朝食に取りかかった。

（意外とうまいな）

　特にポテト入りのパンケーキは、中々の味だった。できるだけさり気なくアデリーナの様子を観察すると、すでにプレートの半分以上を片付けている。

　どうやら、食しよく欲よくはあるようだ。達哉は少しほっとした。

　健けん啖たんっぷりを存分に披ひ露ろうしている二人を、クララはじっと見つめている。

「本当に、無事だったんだな。タツヤも、リーナも……」

「ま、見ての通りさ」

「お前も元気そうで何よりだ」

　あっけらかんと答える達哉たちとは対たい照しよう的に、クララは唇くちびるを嚙かんで顔を伏ふせた。

「ゴメン、二人とも……」

　その声が、涙なみだに震ふるえる。

「ガルナスタンでアタシたち、オメーら見捨てて逃にげ出しちまった……ゴメン、本当にゴメンよ──」

　しゃくり上げるクララの姿に、達哉とアデリーナは顔を見合わせた。

「そんなこと、一々気にするんじゃねえよ。俺も、リーナも、菊乃も、みんなこうやってピンピンしている。結果オーライってやつだ」

　明るい声を作った達哉は、ガッツポーズを取ってみせる。

「あの時の判断は間違いない。戦せん況きようからして、妥だ当とうなものだ」

　一方のアデリーナは、隣に座るクララの黒い髪を、そっと撫なでさすった。

「だから、お前が自分を責める必要なんてないんだ」

　その優やさしい声と感かん触しよくに、クララは涙でくしゃくしゃになった顔を上げる。

「リーナぁ……」

「──それに、この程度で誤ご魔ま化かされてはたまらないからな」

「へ？」

「サミーラから聞かせてもらった。昨日の〈シャドウ〉狙そ撃げき仕様、あれにはお前も乗っていたそうだな」

　しまった──と言わんばかりに、クララの愛らしい顔が引きつった。先ほどまで流していた涙が、瞬しゆん時じに乾かわく。

「なぜ、そんな危険な真ま似ねをした？」

「そ、そいつは……」

　こういう時のアデリーナは、全く容よう赦しやない。振ふるわれるだろう体たい罰ばつに備えて、クララが小さな体を硬くした。

　定番のデコピンか？　あるいは必殺のアイアンクローか？

　だが──

「もう、二度とするなよ」

「へ？」

　そんな一言を告げただけで、アデリーナは食事に戻もどる。クララはきょとんとしたように、目を丸くしていた。

　そんなクララに気づかれないよう、達哉はユースフに目線を向ける。

（クララに、ナタリアのことは伝えたのか）

（伝えておらぬよ）

　視線のみで、短く会話を交かわす。ユースフたちの判断は、妥当だろう。まだ幼いクララにまで、知らせることではない。

　そう納なつ得とくした達哉は、一人局外中立を決めこむロニーに向き直る。

「ええと、ゼンメル──ヴァ、ヴァ……一等兵へい曹そう殿どの」

「ロニーで構わないよ」

「はあ」

　爽さわやかな笑えみを浮うかべる青年の前で、達哉は頭をかいた。

（どうにもやりにくいな、この人）

「それで、何か僕に用かな？」

「じゃあロニーさん。あんた一体、クララとどういう関係なんすか？」

　別に気き後おくれする理由もない。達哉は本題を口にする。

「…………」

　気のないそぶりを崩くずさないまま、アデリーナもそのやり取りに耳を傾かたむけていた。

「ああ、そのことかい。僕は昔、メリッサの家で厄やつ介かいになっていてね。あの子の兄貴分、みたいなものかな」

「うちの社長と？」

　思いがけない答えだった。クララの母親で、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．本来の社長であるメリッサ・マオの容よう貌ぼうを、達哉は思い出す。

「その、社長は、今……？」

　最悪の事態を想像しつつ、達哉はそう尋ねる。だが顔を見合わせたクララとロニーは、噴きだしかけながら答える。

「ママなら、もうとっくに峠とうげは越こえてるってさ」

「今は、リハビリに移っているようだよ」

「……あ、そうなんっすか」

　思いがけぬ朗報に、達哉は胸をなで下ろす。本来なら見み舞まいにでもいくのが筋というものだろうが、現状ではいかんともし難がたい。

（色々と、カタを付けてからだな）

　心中でそう結論づけた達哉は、あらためてロニー相手に本題へと戻る。

「じゃあ、ロニーさんが海軍に入ったのも、社長の？」

「いや、そういうわけじゃないんだ。むしろメリッサやクルツからは、散々に反対されたんだよ」

　ほろ苦い笑みを浮かべつつ、ロニーは言った。

「それでＳＥＡＬｓ強きよう襲しゆう機兵チームの一員か。大したものだ」

「大したもの、か。それは君たちも同じだよ」

　意味ありげにそう言いながら、ロニーは達哉とアデリーナを見やる。

「あれだけの数の避難民に一人の脱だつ落らく者も出さず、守り抜ぬくとはね。見事な撤てつ退たい戦だったよ、イチノセくん」

「やめてください、そういうの。俺たちだけじゃ、何もできなかったっすから」

　達哉の顔から、表情が抜け落ちた。共に戦った、名も知らぬアフガニスタンの兵士たちを思い出す。

　そう言えばハリリやサヤフ少しよう佐さは、今ごろどうしているのだろう？　無事にヘラートのアフガニスタン軍と合流できたはずだが。

　そんな達哉の様子を、ロニーはじっと見ていた。

「どうだい、避難民の人たちに会ってみるかい？　彼らも君たちに感謝していたよ」

「いや、いいっすよ。そういう恩着せがましいのって、あんまり好きじゃないし」

　ひらひらと手を振ふって、達哉はその申し出を断った。アデリーナも軽くうなずいて、達哉に同意する。

「それより避ひ難なん民みんの人たち、本当に大だい丈じよう夫ぶなんすか？　ガルナスタンの連中は追おっ払ぱらったと言っても、つい目と鼻の先でドンパチやったんだし」

「ガルナスタン軍もヘラート攻こう略りやくの失敗で、出で鼻ばなを挫くじかれたからね。とはいえ、再度の侵しん攻こうも時間の問題だろう。一応、我々のチームが交代で偵てい察さつに回っている」

「あの超ちようスゲーＭ９でっすか？　なんて贅ぜい沢たくな」

「そうでもあるまい。理にかなった話だ」

　驚おどろく達哉に、ユースフがそう言った。

「高性能な各種センサや電子機器を満まん載さいし、かつ不可視型ＥＣＳを備えた〈シグマ〉の本領は、単純な戦せん闘とうよりもむしろ偵察任務でこそ発揮しうる」

「なるほど」

　うなずきながら達哉は、アデリーナの様子をうかがった。いつもなら率そつ先せんして説明を始める彼女は、相変わらず静かなままだ。

「そういうことだ。そもそも君たちとルーマニアで初めて接せつ触しよくした時も、偵察任務の最中だったからね」

「それにしては今回、ずいぶん派手に立ち回ったようだが」

　と、アデリーナが重たい口を開いた。つぶやく彼女の声には、だが若じやつ干かんの不ふ審しんげな響ひびきがある。

「てっきり例の件で、米軍は片手を縛しばられていると思ったのだが。だからこそあなた方ＳＥＡＬｓが暗あん躍やくしていたのでは？」

「暗躍とは人聞きが悪いね」

　苦く笑しようしながらもロニーは、アデリーナの言葉自体は否定しない。

「ただ、色々と風向きが変わってね。そのことで、うちのボスから話がある。この後、時間を借りたい」

　どうやらこれが、ロニーにとっての本題のようだ。達哉とユースフ、そしてアデリーナは、軽く目配せを交わす。

「ベルさんたちは？」

「彼らも一いつ緒しよだよ。もちろん君たちの社長もね」

　そう答えながらロニーは、クララにウインクした。




　菊乃との野外スパーリングは、サミーラの九戦全敗だった。

　急所狙ねらいの拳こぶしや蹴けりを寸止めされること四回、投げ飛ばされて完かん璧ぺきにフォールされること二回、頸けい部ぶや関節を極きめられてタップすること三回。その間サミーラは、菊乃に一いつ矢しも報むくいられていない。

「……無念」

　柔やわらかな草くさ原はらに青あお息いき吐と息いきでへたりこんで、サミーラは呻うめいた。この野営地に体育館やジムのような設備はないため、体を動かしたいならば野外で行うことになる。

　ちなみに菊乃の方は息一つ乱しておらず、手て櫛ぐしで乱れた髪かみを整えていた。

「あらサミーラさん、あなたもそのお歳としにしては中々の腕うで前まえですけど」

「……それを同年代のあなたから言われても、嫌いや味みにしか聞こえない」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの菊乃を、サミーラは半眼でにらみつけた。

「まあ、そんな怖こわいお顔をして。せっかくの可愛かわいらしさが台無しですよ」

「…………」

　くすくすと笑う菊乃から、サミーラは目を逸そらす。とはいえ彼女のこういった言動が、嫌味でも皮肉でも揶や揄ゆでもなく、全くの本心から出たものだということは、段々とサミーラにも分かってきた。

　要するに、奔ほん放ぽうで素す直なおなのだ──自分自身の心に対してどこまでも。サミーラにとっては、決して持ち合わせ得ない心しん性せいである。

（……やっぱり、この女は嫌きらい）

　あの時もそうだった。菊乃の言葉に心をかき回され、挑ちよう発はつに乗せられた結果、思わぬ不覚を──

「なぜサミーラさんは、そこまでわたくしのことをお嫌いになられるのです？」

　すぐ側そばからかけられた菊乃の声に、サミーラは慌あわてて上体を起こした。いつの間にかすぐ側に近寄っていた菊乃が、しゃがみこんで唇くちびるをとがらせている。

「やはりアデン湾わんでのことを、根に持っていらっしゃるのですか？　あの時のわたくしたちは敵味方だったわけですし、水に流していただけないでしょうか。ほら、昨日の敵は今日の友、と申しますし」

「……それ、やった方がやられた方に言うことじゃない」

「それはそうですわね」

　あっさりと前言を翻ひるがえした菊乃の、あっけらかんとした笑顔に、サミーラは内心で歯は嚙がみをした。

（……殴なぐりたい）

　そんなサミーラの心の声を察したのか、菊乃の笑みが複雑な陰いん影えいを帯びる。

「それとも、やはりあれが的を射ていた、とか？」

「……あれ？」
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「あら、覚えてらっしゃらないのですか？　アデン湾で、あなたの隙すきを誘さそった時の言葉です。ずいぶんと面おも白しろい反応でしたから、てっきり──」

　サミーラの耳に、あの時に菊乃の口にした言葉が、まざまざと蘇よみがえった。

『その調子であユのー殿ス下フに迫せまれば、一晩の情けをかけてもらえるのではありませんか？』

（……殴る!!）

　膝ひざ立だちの姿勢で繰くり出す、右のショートフック。不意討うちの一いち撃げきが、至し近きん距きよ離りから菊乃の顔面を狙う。

「あら、危ない」

　菊乃は身を起こしつつ上体をそらせ、サミーラの拳に空を切らせた。いまだ顔に張りついたままの笑いが、癇かんに障さわる。

　サミーラは身を沈しずめたまま、地を這はうように回転し、地面すれすれの蹴りを放つ。水面蹴り。だが菊乃の軸じく足あしを刈かりとる前に、小さな跳ちよう躍やくでかわされた。

「……これなら」

　着地際ぎわの隙を狙った、立ち上がりざまの前蹴り。ブーツに包まれた爪つま先さきが、十分な体重をこめつつ最短距きよ離りで菊乃の鳩尾みぞおちに突つき刺ささる──

「今のは、惜おしかったですわね」

　──寸前、十字に交こう叉ささせた菊乃の両りよう腕うでに受け止められた。

　しまった、と思うが遅おそい。そのまま菊乃はサミーラの右みぎ脚あしをホールドすると、自ら倒たおれこみつつその勢いで投げを打つ。

　下手に逆らえば、膝の関節を砕くだかれる。たまらず宙を舞まったサミーラの体は、空中で錐きり揉もみ状に回転し、顔面から地面に叩たたきつけられた。

　とっさに受け身を取ったものの、鼻を打ってしまった。草と土の臭においが、脳天までつんと突き抜ける。

　これで一〇敗目、それも不意討ちまで仕し掛かけておいてこのざまだ。自分の情けなさに、いたたまれなくなってしまう。

「確かに、今回はわたくしから煽あおりましたけど──」

　サミーラを見下ろす菊乃の声が、ほんの僅わずか調子を変える。

「あまり一々周囲に嚙かみつくのは、どうかと思いますわよ。ガルナスタンでの件もありますし」

「……なんのこと？」

「ソラヤさんのことです。あなた、彼女に喧けん嘩かを売っていたでしょう？」

「……別に、あれはそういうのじゃない」

　菊乃の出した名前に、サミーラはそっぽをむいた。

　ソラヤ・パルミシュ少しよう尉いは、サミーラたちと同年代のガルナスタン軍将校だ。ガルナスタン大統領代行のオルカン・アタエフとは幼おさな馴な染じみであり、信しん頼らいする友人同士であり、長らく護衛を務めていた。

　だが同時にソラヤの父のパルミシュ少将は、反乱軍の首しゆ謀ぼう者だった。彼女自身も反乱軍の一員として、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．との連れん絡らく役をしている。

　そんなソラヤの立場に、サミーラが反感を感じていたのは事実だ。実際、そう面と向かって口にしたこともある。

「あのお二人に、ご自分とユースフ殿下のことを重ねていた。違ちがいますか？」

「…………違う」

　答える声は、自分にも空々しく聞こえた。

「分かりました、それならそういうことにしておきましょう」

　わざとらしく、菊乃はため息をついてみせる。分かったような口ぶりが、何とも腹立たしい。

「ですがもう少し、ご自分の心には素直になった方がよろしいと思いますわよ。ユースフ殿下は、それほど器量の小さな方ではないでしょうし」

「……偉えらそうに」

　そう答えるサミーラだが、菊乃の言葉自体は否定しない。立ち上がると、トレーニングウェアの汚よごれを払はらった。

　それにくすりと笑った菊乃は、時間を確かく認にんする。

「そろそろミーティングの時間ですわね。行きましょう、サミーラさん」

「……了りよう解かい」

　菊乃の後に続いて歩き出しながら、サミーラはアデリーナから教えられたソラヤの近きん況きようを思い出す。胸が、ちくりと痛んだ。

（……ソラヤ・パルミシュ、あなたは──）




「──ジオトロンの会長が死んだって!?」

　思いがけぬ報せに、達哉は驚きの声を上げた。

「ええ、その通りです」

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長補ほ佐さのベルナール・ベルトランが、いつもの怜れい悧りな表情でうなずく。

　ロニーに案内された大型の天幕で達哉たちを待っていたのは、ベルトランやユースフたち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の中ちゆう核かくメンバーたちだった。

　ベルトランがタブレットＰＣを、達哉たちに差し出した。画面に表示された電子ニュースに、達哉たちは驚おどろく。

「ホテルの玄げん関かんで車が爆ばく発はつ──何だこりゃ？」

「事故？……いや、テロか？」

　思いも寄らぬ展開に、達哉もアデリーナも困こん惑わくする。

（まさか、ウチの連中がやったんじゃないだろうな？）

　いくつかの顔が、達哉の脳のう裏りを過よぎった。例えば、クララの父親である──

「言っとくけど、やらかしたのはウチのパパじゃねーぞ」

　パイプ椅い子すに腰こしかけていたクララが、不ふ機き嫌げんそうに言った。人差し指で自分の額を、軽く突っつく。

「パパなら、スマートに一発でキメる。爆ばく破はなんてブサイクなことはやらねー」

「実のところ、ウェーバー氏は当時、現地で事件を目もく撃げきしていましてね」

　ベルトランの言葉に、達哉は軽く瞬まばたきした。

（目撃、か）

　それ以上のことは口にしない。クララの様子をうかがってみるが、どうやら気にはしていないようだ。

　少し、ほっとする。それと同時に、新たな疑問が首をもたげた。

「それで、どうなるんっすか、これ？」

　我ながら意味不ふ明めい瞭りような問いかけだが、実際に達哉は戸と惑まどっていた。いや、混乱していたと言うべきかもしれない。

　なんせ、自分たちが命いのち懸がけで追っていたカエサル・プランの首謀者が、自分たちと全く関かかわらないところで変死したのだから。

「気に入りませんわね」

　菊乃が低い声で、そうつぶやく。

「このまま根が刈られたカエサル・プランが、立ち枯がれてお終しまい──では詰つまりません。あのお人形さんたちには、きちんと落とし前をつけて頂きませんと」

「さすがに、これだけで終わりとはいかぬようでな」

　そう答えたのは、ユースフだった。

「そもそも、これは事故ではない。ウェーバー氏からの情報提供、およびその後の調査によって、ＡＳを用いたテロ行こう為いだと確定しておるようだ。そうであろう、ゼンメルヴァイス一等兵へい曹そう」

「それも、おそらくは〈ケントゥリア〉を用いた、ね」

　そう言いながらロニーが差し出したレポートの紙束を、達哉とアデリーナは食い入るように見つめた。

「バクスター班長、もう動けるんだ──ってうわ、カルロスのやつまで出で戻もどりしてたのかよ!?」

　レポートの内容もさることながら、まずは記されていた懐なつかしい名前に驚かされた。素すっ頓とん狂きような声を上げた達哉を、クララは呆あきれたように見やる。

「相変わらず落ち着きがねーな、オメーはよ」

「うるせえよ」

　憮ぶ然ぜんと答えた達哉に、クララはケラケラと笑う。

「ま、オメーの気持ちも分かるよ。アタシも、ダグが元気で嬉うれしい」

「カルロスもな」

「へえ……」

　そう答えた達哉に、周囲は意外そうだった。

「ちょっと待て、何だよそれはお前ら？」

　そんな反応に、達哉は憮然と抗こう議ぎする。

　実際、達哉とカルロスの仲はあまり良くなかった。インドシナの作戦では、互たがいに本気で交戦したこともある。

　とはいえ、同じ釜かまの飯を食った仲でもあるのだ。カルロスの無事を知って、達哉が安心したのも事実だった。

（と、いけねえ）

　かつての仲間の消息より、今はこのレポートの内容だ。集中し、文字列を追う達哉の表情が、徐じよ々じよに強こわ張ばっていく。

「犯行に使われたＡＳは、無人機〈ケントゥリア〉と推定？　どういうことだ？」

　訳が分からない。

　なぜカエサル・プランの黒幕であるモーガン会長を、プランの成果である〈ケントゥリア〉が襲しゆう撃げきしたというのだ。

「謀む反ほんか下げ克こく上じようか分からぬが、ジオトロンで何かがあったのだろうよ」

　そう推測を述べるユースフに対し、傍かたわらに控ひかえたサミーラが小さな声で言った。

「……あるいは、斬きり捨てられそうになったカエサル・プラン側が、ジオトロン本体に牙きばを剝むいたのか」

「あり得ることよ。あのクルピンスキーという学士ならば、その程度の寝ね技わざは心得ていようし、ためらいもせぬであろうよ」

　さもありなんと、ユースフがうなずく。

　いずれにしても、推測に過ぎない。交かわされる言葉が途と切ぎれ、わずかな沈ちん黙もくが天幕に訪おとずれた。

　そんな中、小さなつぶやきは実際以上に大きく響ひびいた。

「チャンスだよな、これ」

　クララだった。パイプ椅子の上であぐらをかきながら、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の社長は真しん剣けんな表情で何かを考えている。

　少女の黒くて大きな瞳ひとみが、溝みぞ呂ろ木ぎに向けられた。

「センセイ、〈レイヴン〉の修理はいつまでかかるんだ？」

「そうだな……」

　相も変わらずよれよれの白衣を着ていた溝呂木は、派手に染めた髪かみをくしゃくしゃとかきむしる。

「三号機以外は、どいつもこいつも無茶苦茶に使い倒されてるからな。二号機と四号機はほとんど骨組みしか残ってねえし、一号機もバラして点検しとかねえと、これ以上はおっかなくて使えねえ」

　ぼやき混じりの溝呂木から、達哉は目を逸そらした。

「一度、日本に持って帰ってオーバーホールしたいとこだが、日本に戻もどしちまったら最後、二度と持ち出せねえだろうからな。今でも下しも村むらの旦だん那なに無理を言って、お目こぼしもらってんだからよ」

　そうぼやきながらも溝呂木は、指折りながら現状を数えている。

「まあ、ここの設備だと、最低でも一週間ってとこだな」

「了解しました」

　そううなずいたベルトランが、続いて隣となりのクララに向き直る。

「仕し掛かけるつもりですか、社長？」

「たぶん、これが最後になると思うから──ロニー、オメーらのボスも、そう考えてるんだろ？」

　そう話を振ふられたロニーも、軽くうなずく。

「ああ。ガルナスタンからジオ社の紐ひもが切れた以上は、余計な干かん渉しようや遠えん慮りよの必要はない。とはいえ、大規模な軍事介かい入にゆうができる状じよう況きようではないし、ピンポイントで敵の急所を狙ねらい撃うつことになるだろう」

「つまり、アタシらやオメーらの出番ってワケだ」

　そんな会話を聞き流しながら、達哉は静かに拳こぶしを握にぎり締しめる。決着をつけるのは、望むところだ。

（しかしまあ、それにしても……）

　達哉の脳のう裏りを、ふと疑問が過よぎる。

　こうやって自分たちが考えていることくらい、当のガルナスタン側も分かっていることだろう。

　それなのに、なぜ？

（何を考えているんだ、オルカンのやつ？）

　その疑問は以前から、達哉の頭ず蓋がい骨こつの内側にこびりついていた。

　ガルナスタンで束つかの間の邂かい逅こうを果たした、オルカン・アタエフという青年。達哉が覚えている彼の姿と、今のガルナスタンを支配する独裁者の姿が、どうしても一つに重ならないのである。

「ひょっとしてあいつってさ、誰だれかに騙だまされたりとか、操あやつられたりとかしてるんじゃないのか？」

　そうつぶやいた達哉に、周囲の視線が集まる。

「どうしてそう思うのです、イチノセくん？」

　一同を代表して、という訳ではないだろうが、ベルトランが達哉にそう尋たずねた。

「いや、だってあいつ、パンクの修理どころかタイヤの交こう換かんもまともにできない間ま抜ぬけなんすよ？」

「タイヤは関係ないでしょう」

「大ありっすよ、大あり」

　自分の考えをうまく伝えられず、達哉は顔をしかめた。とはいえ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の中でも直じかにオルカンと顔を合わせた人間は、ほとんどいないのだ。

「誰か別に、黒幕がいるんじゃ……ほら、それこそミハイロフとかさ」

「それはないと思いますけど」

　困ったように、菊乃は小首を傾かしげた。

「ステンカ小お父じ様、そういった政治向きのことは本当に無む頓とん着ちやくな方ですし」

「そうか」

　そう断言され、達哉は頭をかいた。

「何でそこまで、オルカンってヤローにこだわるんだよ。敵のオヤダマだからブッ飛ばす、それでいーだろ」

「いや、それはそうなんだが」

　乱暴すぎるクララの意見だが、達哉にも同じ思いはある。

　アフガンでの戦せん闘とうが、脳裏を過ぎる。着の身着のまま故郷を追われ、無力に逃にげる避ひ難なん民みんたち。彼らを守るため、絶望的な状況でも最後まで戦い抜ぬき、そして死んでいった兵士たち。彼らを思い出すだけで、沸ふつ々ふつと怒いかりが湧わいてくる。

　その元げん凶きようを力ちから尽ずくで叩たたきのめすことに、全く躊躇ためらいはない。

　だがその戦意が、どうしてもオルカンに向けられないのだ。あの脳天気な笑え顔がおを思い出すと、矛ほこ先さきが鈍にぶってしまう。

　これでは、全力で戦えない。

（どうしたものかな）

　さまよう視線が、助けを求めるように──オルカンのことを知るもう一人の人物へと向かう。

　ミーティングが始まって以来、ずっと黙だまったままのアデリーナへと。

「──なあ、リーナ」

　ためらいがちに、達哉はそう言った。

「お前はオルカンのこと、どう思う？」

「そう、だな──」

　慎しん重ちように、考えながら話す声や態度は、いつものアデリーナのものだった。達哉は内心でほっと胸をなで下ろす。

「わたしはこの戦争が、オルカンの意志だと思う」

　とはいえアデリーナの意見は、達哉と真逆のものだったが。

「わたしも、そこまでオルカン・アタエフという人間を知っているわけではない。だがあの戦闘の後、彼は明らかに変わった。豹ひよう変へんしたと言ってもいい」

　そう答えながらアデリーナは自身の両りよう腕うでで上体を抱だいた。

「あれはもう、別人だ。まともではない」

　まるで怯おびえや震ふるえを抑おさえようとするかのように、アデリーナは自身の体を強く強く締め付ける。

（リーナ──お前、本当にオルカンのやつが怖こわいのか？）

　正直、達哉にとっては意外だった。戸と惑まどう彼に、アデリーナは視線を向ける。

「君もアフガンの戦闘で、彼と話しただろう？」

「ああ」

　カエサル・プロジェクトを応用した遠えん隔かく操縦で〈レイヴン〉二号機を操り、達哉たちに挑いどんだオルカン。アデリーナを人ひと質じちに、達哉たちを嘲ちよう弄ろうしたその言動からは、強い悪意を感じた。

「ずいぶんな方でしたわよね。正直、達哉さんのおっしゃるようなお人ひと好よしには思えません」

　同じく交戦した菊乃の言葉に、アデリーナはうなずく。

「タツヤ、あれが今のオルカンだ。それを忘れるな」




　　　　２




　二つの息づかいが、薄うす暗ぐらい室内に響いていた。

　片や荒あら々あらしく、あるいは居い丈たけ高だかに、獲え物ものの美肉を貪むさぼり喰くらう雄おすの喜き悦えつ。

　片や弱々しくすすり泣き、あるいはむせび泣く雌めすの哀あい訴そ。

　豪ごう奢しやな寝しん台だいの上で、二つの肉と肉が絡からみ合っていた。一方的な営いとなみを遮さえぎるかのように、電話のベルが控えめに鳴り響く。

　だが、獣けものじみた交合は止まらない。男が受話器を手に取ったのは、最初の呼び出しからずいぶんと時間が経たった後だった。

「やれやれ、ずいぶんと無ぶ粋すいじゃないか」

　軽く息を弾はずませながら、オルカンは受話器の向こうにそう呼びかける。

『大統領代行閣下、定例会議のお時間です。至急、お支し度たくを願います』

（ああ、そういえばそういうのもあったな）

　部屋の時計を確かく認にんしつつ、オルカンは言った。

「今日はパス。君たちに任せるよ。方針は、そうだな──これ以上の深入りは避さけて、以降は高度な柔じゆう軟なん性を保ちつつ戦線を維い持じせよ、ってところかな。細かいところは頼たのんだから、後はよろしく」

『な……』

　あまりにもいい加減な言葉に、相手は絶句した。

『お、お待ちください閣下！　それではあまりに──』

「それじゃあね」

　一方的に通話を打ち切ったオルカンは、寝台から立ち上がった。

「やれやれ、もうこんな時間か」

　気け怠だるげに背せ伸のびをしながら、ゆっくりと部屋の窓まで歩く。無造作に脱ぬぎ散らかされた軍服や、乱雑に放ほうり投げられた酒さか瓶びんを、何度か蹴け飛とばした。その一歩ごとに、裸足はだしのかかとが絨じゆう毯たんに沈しずむ。

　窓にかけられた重たげな毛織りのカーテンを、両手で思い切りよく開いた。午後の強い陽光が、ガルナスタン共和国宮きゆう殿でんの薄暗い一室に差しこんでくる。オルカンは、軽く目を細めた。

「いい天気だよ、ソラヤちゃん」

　返事の代わりに、背後で衣きぬ擦ずれの音がした。小さく含ふくみ笑わらいをしたオルカンは、背後の少女を振り返る。

　ベッドの上で、ソラヤがのろのろと体を起こしていた。しなやかな裸ら身しんに白いシーツを被かぶり、かろうじてオルカンの目線から遮っている。

　幼おさな馴な染じみの頰ほおに残った涙なみだの跡あとに、オルカンは密ひそかな征せい服ふく感を覚えた。

「ちょっと出てくるから、いい子にしててね」

　床ゆかに脱ぎ散らかしていた自分の軍服を拾い上げながら、オルカンは朗ほがらかな声でソラヤに話しかける。返事はない。オルカンも求めてはいない。そのはずだった。

　だが──

「……もうやめて」

　掠かすれた、消え去りそうな声が、オルカンの耳に届く。ちょうど下着とズボンを穿はいた時だった。

「何をだい？」

　分かりきったことを尋ねながら、オルカンはシャツに袖そでを通した。襟えり元もとから一つ一つ、ボタンを留めていく。乱暴に扱あつかわれたシャツには少々皺しわが寄っていたが、替える気にはなれなかった。

　どうせ彼の服装の乱れを咎とがめる人間など、今のガルナスタンには誰だれ一人ひとりとしていないのだから。

「本当に、勝てると思っているの？」

　かつてオルカンの身だしなみについて、毎日のように口やかましく説教していたソラヤ──だが今の彼女の声は、その時とは比べられないほど弱々しい。

「あまり、質問を質問で返して欲しくないんだけどなあ」

　そう軽口を叩きながら、ネクタイを手に取る。

「もちろん、負けるつもりはないよ。そのための〈ケントゥリア〉だしね」

「勝てるわけ、ないでしょう」

　ネクタイを結んでいたオルカンの手が、ぴたりと止まる。その背中にソラヤは、小さな声で言った。

「どんなに強くても、ＡＳだけで戦争ができるわけないじゃない。この前の戦闘でロシア軍に勝ちを拾えたのは、相手もＡＳだけの空くう挺てい作戦で、奇き襲しゆうを狙ねらってきたからよ。本気でロシアが軍を動かせば、物量で踏ふみ潰つぶされる」

「うるさいなあ」

「しかも、今度はアフガニスタンまで。アメリカまで怒おこらせるつもりなの？　オルカン、あなた一体、何を考え──」

「うるさいって、言ってるだろう」

　言うなりオルカンは、大おお股またでベッドまで歩いた。居丈高な態度に、ソラヤはシーツの上から肩かたを抱き、身を硬くする。

　おびえたようなソラヤの態度に、オルカンは満足する。だが──

「このままだとこの国が、ガルナスタンが本当に滅ほろびてしまう」

　──だがそれでも、ソラヤはそう言い切った。

「お願い。もう、やめ──」

「うるさいって言っただろ」

　伸のばされたオルカンの両手が、ソラヤの喉のど元もとを鷲わしづかみにした。

「────うっ!?」

　容よう赦しやのない力がこめられ、気管と血管を締しめ上げる。大きく両目を見開くソラヤ。その肢し体たいが、苦く悶もんに強こわ張ばる。
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　だが、それだけだ。

　ソラヤは決してオルカンに逆らおうとも、彼の暴ぼう虐ぎやくに抵てい抗こうしようともしない。血の気の失うせた顔を苦痛で歪ゆがませ、両目に涙をたたえながらも、ひたすら従順に死へと至る暴力を受け入れている。

「いいじゃないか。こんな噓うそばかりの国には、ちょうどいいだろう？」

　果たしてその言葉は、ソラヤに届いたのだろうか。

　力を失ったソラヤの肢体が、ベッドの上に倒たおれこんだ。馬乗りになったオルカンは、その表情を堪たん能のうしながら、我知らず小さく舌打ちする。

　ようやく少女のか細い首から、手を放した。

「──かはっ──はっ……あぁっ」

　身をよじり、酸素を求めて喘あえぐソラヤ。オルカンの指の跡が痣あざとなってくっきりのこる喉のどを、懸けん命めいに撫なでさする。

　こうなるようにソラヤを躾しつけたのは、オルカン自身だ。だが今の彼はその成果を目まの当たりにして、理り不ふ尽じんな苛いら立だちを感じていた。

　切れ切れの喘ぜん鳴めいが響ひびく中、立ち上がったオルカンは再び窓際に戻もどった。

「見てご覧よ、アレをさ」

　涙とよだれで汚よごれた顔を、ソラヤは上げた。

　共和国宮殿の窓の向こうに広がる独立広場、その中央で巨きよ大だいな黄金の像が、燦さん然ぜんと陽光に輝かがやいていた。今は亡なきオルカンの祖父、バルイシュ・アタエフ前大統領のものだ。

「そもそもガルナ語さえ話せない祖じ父いさんが、ガルナ人のナショナリズムを煽あおり、国民がガルナ民族の父と拍はく手しゆ喝かつ采さいする。何だよ、この出で鱈たら目めで無茶苦茶な国は」

　そんな虚きよ偽ぎに満ちた政体は、祖父の死後も維持されてきた。

「僕だって、その御み輿こしさ。いや、むしろ犠牲祭クルバン・ハイートの羊かな？　ソラヤちゃん、君だってそれくらいのことは分かっていたはずだよね？」

「そんな──わた、し、ちが……」

「ああ、そうさ。そんな噓ばかりの国を、パルミシュの小お父じさんや君たちは変えようとした」

　クーデターに失敗し、オルカンによって射殺された父アリー・パルミシュ少将。そしてソラヤの眼前で銃じゆう殺さつ刑けいに処せられた、クーデター派の将校たち。

　──それらを思い出し、ソラヤは唇くちびるを嚙かみしめた。

「ご立派な話だよね。とても正しいよ──そう信じてたんだろう？　ソラヤちゃんも、小父さんもさ」

　軍服の上着を羽織り、オルカンは部屋を後にする。唐から草くさ模も様ようで飾かざられた重じゆう厚こうな扉とびらを押し開き──一歩踏み出す寸前で、最後にソラヤを振ふり向いた。

「だから、僕までだました」

　オルカンは決して声を荒あららげていたわけでもなければ、ことさら怨えん嗟さをこめていたわけでもない。だがその一言は、ソラヤの心臓を撃うち抜ぬいていた。

「あ、あああ……」

　慌あわてて腰こしを浮うかせたソラヤの前で、扉は閉とざされた。即そく座ざに三重の電子ロックがかかり、部屋を外界から切り離はなす。

　呆ぼう然ぜんと見開かれた彼女の両目から、涙が次々とあふれ出る。乾かわいた唇から、掠れたつぶやきが漏もれた。

「ち……ちがうの──」

　その涙も、後こう悔かいも、決してオルカンには届かない。

　暗あん鬱うつな笑い声と共に少年は立ち去り、残された少女は悔かい恨こんにむせび泣いた。




　ガルナスタン共和国宮殿地下のシェルターは、オルカンの祖父である故バルイシュ・アタエフ大統領の時代に建設されたものだ。

　当初は純じゆん粋すいな要人の避ひ難なん区画として設営されたのだが、完成以後もまるで思いつきのように様々な施し設せつの増設等が繰くり返され、今ではまるで迷路のように入り組んだ構造と化している。

　そのシェルター附ふ属ぞくのＡＳ格納庫、半ばそこの主となっていたヨナタン・クルピンスキーは、来客の登場に少しばかり驚おどろいた。

「おや、こちらに来たのかい」

「まあね」

　ぞんざいに答えたオルカンは、軽く肩をすくませる。

「調子はどうだい？」

「まずまずと言ったところかな」

　不ふ明めい瞭りような質問に曖あい昧まいな答えを返しながら、クルピンスキーは彼の『作品』を見上げる。

両りよう膝ひざ両手を床につき、駐ちゆう機き体勢を取った〈ケントゥリア〉部隊。

「やっぱり大したものだねえ、ドクター。このオモチャはさあ」

　その姿に、オルカンは薄うすく笑った。

「昨日までの追いかけっこもそうだ。ゴール寸前で先回りされた時のタツヤの顔、ちょっと見てみたかったな」

「それにしては、あつかいが雑で詰つめが甘い。もう少し大切にしてくれないと、困るんだがね」

　そう苦言を呈ていしたクルピンスキーだが、オルカンはどこ吹ふく風といった塩梅あんばいだった。

「仕方ないだろ、最後に乱入騒さわぎで逃にげ切られたんだから。今回のゲームは僕の負けさ。あまりジタバタしても、見苦しいだろ」

「ゲーム、ねえ。君にとっては戦争も遊びと同じってわけなのか。ロシアどころか、アメリカまで名乗りを上げてきたこの状じよう況きようで。豪ごう気きなのは結構だけど、少し贅ぜい沢たくすぎないかね代行閣下？」

　クルピンスキーの声にさえ、若じやつ干かんの呆あきれと揶や揄ゆがあった。だがその舌の回転は、すぐに止まる。

「遊びだって？　そんなわけないだろう」

　オルカンの低いつぶやきと共に、一機のＡＳが身を起こした。〈ケントゥリア〉や〈レガトゥス〉と同系統のフレームながらも、よりスマートで、人体のそれに近いシルエットを有している。

〈トゥリヌス〉──インペリウム・ネットワークの中ちゆう核かくとして開発された機体である。ＴＡＲＯＳによる機体の完全思考制せい御ぎよを実現しており、現在はオルカンの専用機として扱われていた。

「アメリカだろうが、ロシアだろうが、来るなら来ればいいさ。どいつもこいつも、地じ獄ごくを見せてやる」

　うつむいたままオルカンは、くつくつと肩を震ふるわせる。クルピンスキーからその表情はうかがえないものの、笑い声を耳にするだけで気が滅め入いりそうになる。

（やれやれ、これは──）

　不意にオルカンが振り向いた。場ば違ちがいに明るい笑えみを浮かべた顔には、先ほどまでの陰いん惨さんさは全く感じられない。

「それにしても、ドクターからそんな心配をされるとは思わなかったよ。そちらにとっては、〈ケントゥリア〉が派手にドンパチすればそれでいいんだろ？　この戦争の勝敗なんて気にしてたとは、ちょっと意外かな」

「私は、面めん倒どうが嫌きらいなんだ」

「…………？」

　クルピンスキーの、あまり返事になっていない返事に、オルカンは眉まゆをしかめて見せた。それに促うながされ、あらためて足りない言葉を補う。

「今の環かん境きようは、私にとっても中々に理想的なのだよ。それを胴どう元もとの博打ばくちでご破算にされては、いささか困る」

「別に、博打のつもりはないよ。ただ、やれるところまでやるだけさ。その先は──ちょっと分からないけど」

「そういうものを、博打と言うのだがねえ」

　軽く首を振ったクルピンスキーは、再び言葉を続けた。

「技術者として忠告させてもらうがね。いまだ君の〈トゥリヌス〉は不完全だ。百人隊ケントウリアや軍団長レガトウスを束ねる、真の皇帝カエサルとしては完成していない」

「ふーん」

　気のない返事をしながらオルカンは、〈トゥリヌス〉を見上げる。

「後、一歩なんだよ」

　つぶやくクルピンスキーの声に、我知らず熱がこもる。

「オルカン代行、君の協力には感謝している。だが、まだなんだ。〈カエサル〉の完成まで、その一歩が遠い」

「その〈カエサル〉だっけ？　ドクターにとって、プロジェクトの完成ってのは何を意味しているんだい？」

「それは──」

　一いつ瞬しゆん、鼻白みかけたクルピンスキーだが、すぐにスラスラと舌を動かす。

「単なるプログラムの域を超こえた、人格を持った真の人工知能ＡＩの創製。およびそのＡＩによる無人ＡＳ群の統とう御ぎよ。以前にそう説明したはずだが」

「それは、大したものだと思うよ」

〈トゥリヌス〉の脚あしを、オルカンはこつこつと軽く叩たたく。

「コイツはＴＡＲＯＳで読み取った僕の思考を、最高のパフォーマンスで実行してくれている。機体の操縦にしろ、部隊の統とう率そつにしろね。元になったのがタツヤってのが、ちょっと気に入らないけどさ」

　その賞賛には、しかしある種の含ふくみがあった。

「僕の聞きたいのは、その先だ」

　わずかな沈ちん黙もくの後、クルピンスキーは一言だけ尋たずねる。

「見えたのかね？」

　何が、とは聞かない。明らかに説明不足で、意味不明な問いかけである。だがオルカンには、それで十分だった。

「漠ばく然ぜんと、だけどね。コイツに乗っているうちに、色々とさ」

「いいねえ、君は。実にいい」

　含み笑いを浮かべ、クルピンスキーはうつむいた。その肩かたが小刻みに震えるのを、オルカンは半眼で見やる。

　しばし後、クルピンスキーは唐とう突とつに顔を上げた。

「では、一つ頼たのまれてくれないだろうか」

　冷ややかな声で、クルピンスキーはそう言った。爬は虫ちゆう類るいじみた顔からは、一いつ切さいの感情が抜け落ちている。

「何をだい？」

「イチノセ・タツヤを殺したまえ」

「……へえ」

　真顔で詰め寄るクルピンスキーと対たい照しよう的に、オルカンの顔には薄うす笑わらいが張りついたままだった。

「君の言った通り、〈カエサル〉はあの青年を鋳い型がたとして造られた。だからこそ、まだ卵の中の雛ひなに過ぎない〈トゥリヌス〉が、真に皇帝として孵ふ化かするためには、自らその殻からを壊こわさねばならない」

「何だか、本ほん末まつ転てん倒とうな気もするけどね──」

　いくぶん辟へき易えきとした様子で、オルカンは答えた。

「まあ、いいさ。どうせタツヤは、潰つぶすつもりだし」

　そうつぶやいた途と端たん、オルカンの顔からごっそりと表情が抜け落ちる。

「気に入らないんだよね、あいつ。もちろん僕も負ける気はない。結果は、同じことさ。それでいいんだろう？」

「ああ、それで結構だ」

　対照的にクルピンスキーの口元へは、再び笑みが戻もどっていた。




　狭せまいシートの振しん動どうに、ミハイロフは目を覚ました。どうやらわずかな時間だが、眠ねむっていたらしい。

　輸送機のキャビン、エンジンの振動に揺ゆすられながら、ミハイロフは窓の外を見やる。眼下の情景は、すでにガルナスタンの山々になっていた。

　もうじき、ガルナバシュに到とう着ちやくするだろう。

（何をしている、俺は）

　ミハイロフは、そう自問自答する。

　この戦争の先は、とっくに見えている。ガルナスタンは、すでにじり貧ひんだ。ロシア一国との条件闘とう争そうならまだしも、野放図で無意味な周辺諸国への侵しん攻こう。破は綻たんは、時間の問題だろう。

　それにつきあう義理など、ミハイロフにはない。つい先日、口にしたように潮時だ。すでにそのためのルートも手配している。

　そう、有能な副官の手によって──

「ナターシャ……」

　もういない副官の名をそうつぶやく。自身の声が帯びていた湿しめった響ひびきに、ミハイロフは少し驚いた。

　アデリーナの再会、旭あきらの死、菊乃との別べつ離り──そのいずれを経験しても揺らがなかったが、今回ばかりは少なからず効いていたようだ。そのことを、ミハイロフは認める。

　仇かたきでも討うとうというのか？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。

　ミハイロフは、プロの傭よう兵へいだ。そのような感傷で危険を冒おかすような素人しろうとではない。これからも、この先も。

　だが──

（それが、何だというのだ）

　確かにプロの判断と言えば聞こえはいい。だが結局のところ、自分は逃げているだけではないのか？

　そう、五年前のコルキス戦争でロシア軍から脱だつ走そうして以来、ミハイロフは常に逃げ続けていた。戦争と戦場を食い物にしながら、決して深入りすることはなく、安全と逃げ道を確保してきた。

　それを、プロフェッショナリズムという言葉で糊こ塗としながら。

「…………」

　ふと、先日の戦せん闘とうを思い返す。ボロボロの撤てつ退たい戦で傷つきながらも、アフガニスタンの避ひ難なん民みんを守りきった達哉とアデリーナ。

　その姿が、重くしこりとなって胸に残っていた。

　ミハイロフも、もう四〇の半ばに差しかかっている。兵士としての能力を維い持じできる時間も、そうは長くないはずだ。

　少なくともここで逃げ出せば、ミハイロフが達哉と決着をつける機会は、もう二度と訪おとずれないだろう。

（馬鹿馬鹿しい）

　心中でそうつぶやき、ミハイロフは再び目を閉じる。だが睡すい魔まは、一向に訪れようとはしなかった。
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「ようやく戻ってきたか」

　朝の野営地の、露ろ天てんＡＳ駐ちゆう機き場。片かた膝ひざをついた〈レイヴン〉一号機を見上げ、達哉は感かん慨がい深ぶかげにそう言った。

　久方ぶりの愛機の装そう甲こうに、そっと手を当てる。

「また頼むぞ、相棒」

「なるほど、コイツが〈レイヴン〉の本当の姿ってヤツか」

「ああ、そうだ──っておい」

　脇わきからかけられた声の方向を、達哉は半眼でねめつける。アフガニスタン軍の軍服を着た少年兵が、興きよう味み津しん々しんな様子で一号機を見上げていた。

　言わずとしれた、ハリリである。

「なんでお前がここにいる？」

「え？　今日は非番なもんで、ちょっと兄ちゃんたちの顔を見に」

「いや、俺が聞いているのはそういう意味じゃなくて──もういい」

　変わらぬ調子のハリリに、達哉は問い質ただす気をなくした。

「で、そっちの調子はどうだ？」

「んー、ボチボチかな」

　達哉の曖あい昧まいな質問に、ハリリもいい加減に答える。

「うちの隊はあの有り様だしさ。今は再編中──って言っても上も下もわやくちゃで、ろくな増ぞう援えんも補給も来ないけど」

　あっけらかんとした声のまま、とんでもないことをハリリは言った。やはりアフガン軍の状じよう況きようは、相当に悪いようだ。

「サヤフ少しよう佐さだって、あの怪け我がだと本当だと後方送りなんだろうけど、まだ下がれなくてこっちにいるし」

「ご苦労なこった」

　小さな声で、達哉はそう言った。

「で、兄ちゃんたちはどうすんの？」

「それは──」

　今度は達哉が言葉に詰つまった。

　ハリリ個人に感じる好意は別として、現状では達哉たち新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．とハリリたちアフガン軍、ロニーたちＳＥＡＬｓの関係は非常に微び妙みようだ。

　あまりうかつなことは口にできない。

「色々、な」

「色々、か」

　露ろ骨こつに話をそらした達哉に対し、ハリリもそれ以上は追及しなかった。

「それでさ、やっぱりそいつのテストすんの」

「まあな」

　露骨に興味むき出しなハリリに対し、達哉は短くそう答えた。

　実際、今日の午後からはＳＥＡＬｓとのミーティングの予定がある。それまでには、機体を馴ならしておかねば。

「構わないだろ、センセイ？」

「まあな」

　あれこれ機体のチェックをしていた溝呂木が、達哉の方を向いた。どうやら、すでにその気だったらしい。

「あくまで馴らしだからな、あんまり振ふり回すんじゃねえぞ」

「分かってるって、センセイ」

　そう気楽に答える達哉だが、溝呂木は不安そうな様子を隠かくさない。

「嬢じようちゃんたちもそう言ってたが、やけに入れこんでたからなあ」

「嬢ちゃんたち？……リーナと菊乃か？」

「ああ、二人とも各おの々おのの〈レイヴン〉で、先に演習場へと向かっておる」

「そっか」

　漠然とした不安に、達哉は首筋を撫なでた。

「ふーん、リーナ姉ちゃんとキクノ姉ちゃんがねえ。大変だな、兄ちゃんも」

　そう言いながらハリリが、達哉を見上げる。意味深なその言葉と表情に、達哉は咳せき払ばらいをする。

「その、何だ──ちょっと場所を変えようぜ」

「りょーかい」

　達哉の申し出に、ハリリはごく気楽な声で答えた。




　駐機場を離はなれ、達哉とハリリはぶらぶらと歩き出す。

　現在、達哉たちがＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の野営地は、ヘラート市に集結したアフガン軍の野営地に、隣りん接せつする形で設営されている。達哉がアフガニスタン側の野営地に入ったのは、これが初めてだ。

　行き交かうアフガン兵士の言葉を、達哉は理解できない。だがそれでも、彼らの中に立ちこめているある種の熱気のようなものは、達哉にも感じ取れた。

「お前らも、作戦が近いのか？」

「さあ、オレってまだ、ただの下したっ端ぱだし。ていうか知ってても、そんなことペラペラ言えるわけないだろ」

「……それはそうだな」

　当たり前のことを言われ、達哉は何度かうなずいた。その様子に、ハリリはにやにや笑っている。

「とはいっても、ボロボロだったうちの隊も何とか再編成が終わったから。多分、今日が最後の休きゆう暇かだと思う──次の作戦前のさ」

「そうか……」

　ハリリの答えに、達哉は暗あん澹たんとした気分になった。

「お前も、出るんだな」

「そりゃまあ、オレだって一応は兵隊だから。命令があれば、行くさ。当たり前だろ。それに──」

　ハリリの顔から、いつもの笑えみが抜ぬけ落ちた。真しん剣けんなまなざしで、避難民のキャンプの方向を見やる。

「この国は、オレたちの国だ。ガルナスタンの連中の、好きにはさせねえ。叩たたきだして、みんなを自分たちの村に帰すんだ」

「そうか」

　それは同時に、ハリリが戦い続けるという宣言だった。あのくたびれた、旧式の〈ブッシュマスター〉に乗って。

「できれば、これからも兄ちゃんたちと一いつ緒しよに戦いたかったんだけどね。そういうわけには、いかないんだろ」

「ああ」

　誤ご魔ま化かすわけにはいかない。正直に答えた達哉の前で、ハリリはわざとらしくうなだれて見せる。

「そっか……やっぱりな。俺たちじゃ、兄ちゃんたちの足手まといにしかならないだろうしさ」

「そんなことは、ないって」

　つぶやいた達哉の声は、ある種の熱を帯びていた。

「国境からここまで、お前らと一緒だったから生き延びられたんだ。俺も、菊乃も、リーナも。俺は、それを忘れない」

　達哉の脳のう裏りを、アフガン兵士の死に顔が過よぎる。ラスール上等兵、達哉の〈サベージ〉と共にガルナスタン軍の〈ハインド〉戦闘ヘリを迎むかえ撃うち、そして戦死した兵士だ。

　彼の死を見取った時の乾かわいた感情は、今でも達哉の心にへばりついている。それは忘れてはならないものだと、達哉は理解していた。

「絶対に、忘れない」

　同時に二度と繰くり返したくないと、心の底から思っていた。

「……そっかあ。ありがと、兄ちゃん」

　果たして、達哉の思いが伝わったのかどうか。顔を上げたハリリには、再び屈くつ託たくのない笑みが戻もどっている。

「んじゃ、オレもう隊に戻るよ」

「もうちょっと待てば、リーナや菊乃も戻ってくると思うぞ。きっとあいつらも、お前に会いたいだろうし」

「んー、もういいや。兄ちゃんと姉ちゃんたちとの修しゆ羅ら場ばなんて、見たくないし」

「うるせえよ」

　たちまち憮ぶ然ぜんとなった達哉だが、すぐに小さく笑う。

「じゃあな、戦友」

　達哉は右の拳こぶしを握にぎり、突つき出す。目を丸くしたハリリだが、すぐそれに応じた。

「こちらこそ、戦友」

　互たがいの拳が、こつりとぶつかり合う。互いに万ばん感かんの思いをこめて、達哉とハリリは視線を交わす。

（さようなら）

（また、いつか）

　別れの言葉も、再会の誓ちかいも、今の二人には必要なかった。




　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がアフガニスタン軍から借り受けた演習場だが、格別の設備があるわけではない。単に人ひと気けのない山中を区切り、それと設定しているだけだ。

　だが険しい地形はそれだけで、ＡＳの訓練には最適である。

　アデリーナの〈レイヴン〉二号機もまた、山中の一角に陣じん取どっていた。片膝をついた姿勢で迷めい彩さいシートをギリースーツよろしく頭から被かぶった上、ＥＣＳを展開して電子的にも機体を隠いん蔽ぺいしている。

（キクノは、どこだ）

　周囲の状況を確かく認にんし、アデリーナは『敵機』の痕こん跡せきを探し求める。

　アデリーナの二号機が火力支し援えん用の機体であるのに対し、菊乃の四号機はアクティブ・パッシブ双そう方ほうの防ぼう御ぎよ力を追求した機体だ。オペレータである菊乃の技量・性向と相まって、接近戦でその真価を発揮する。

　とはいえ、射しや程てい距きよ離りの優位だけでは全く安心できない。鈍どん重じゆうに見える四号機だが、短時間の瞬しゆん発ぱつ的な機動力ならば、通常の第三世代型ＡＳと同等の性能を発揮することが可能なのだ。

（……悪くない）

　緊きん張ちようの中、アデリーナは心中でつぶやく。こうやって訓練で体を動かしている方が、遥はるかに楽だ。その間は、余計なことを考えなくてすむのだから。

　裏を返せば、こういった膠こう着ちやく状態に一人取り残されてしまうと、その『余計な考え』が思考に滑すべりこんでくるのだ。

　達哉にしろユースフにしろ、事情を知っている人間は彼女を気き遣づかってくれている。だがそういった、腫はれ物に触さわるような態度自体が嫌いやなのだ。八つ当たりだと分かってはいるのだが、自分でもどうしようもない。

　いつもの態度でアデリーナに接してくれるのは、ナタリアとの事情を知らないクララと、後は──

『あらあら、かくれんぼですかアデリーナさん』

「…………」

　通信機から聞こえた菊乃の声に、アデリーナは顔をしかめた。強度の暗号化が施ほどこされているため、発信源の特定はできない。

（そう言えば、こいつの態度も変わらないな）

　そもそも菊乃だって以前はミハイロフの下にいたのだから、ナタリアとも面識があるはずだ。それなのに彼女の死を知っても、菊乃は顔色一つ変えていない。

　たとえ今は敵味方だとしても、不人情にも程ほどがある。

（やはりあいつは、ろくでなしのテロリストだ）

　そう認識を新たにした途と端たん、当の本人から再び通信が入った。

『ふと思ったんですが、ただの模も擬ぎ戦というのも芸がない気がします。どうです、一つわたくしと賭かけをなさいませんか』

「…………」

　これは単なる挑ちよう発はつだ、口車に乗るな──そんなことをわざわざ、自身に言い聞かせるまでもない。

　アデリーナは菊乃からの通信を意識から切り離し、索さく敵てきに集中する。現状で考えるべきはただ一つ、菊乃の四号機の姿が見えた瞬間、二号機の全ぜん弾だん（もちろん実弾ではない）を叩きこむことだけだ。

　菊乃もそれは承知の上だろう。その上で、得意の白兵戦へもちこむための布石として、自分の舌を使っているのだ。

「では、何を賭ける？」

　あえてアデリーナは、菊乃の手に乗ってみた。膠着した戦せん況きようを打破したいのは、アデリーナも望むところだ。

『そうですわね──』

　菊乃の声に、ごくわずかな笑みが揺ゆれる。

『わたくしとあなた、どちらが達哉さんに想おもいを伝えるか。その優先権というのはどうでしょうか？』

「────」

　二号機の狭せまいコクピット、マスター・スーツで機体に固定された少女の肩かたが、ぴくりと震ふるえる。かすかに見せる、動どう揺ようの気配。

　だが──

「勝手にしろ」

　答える声には、わずかの揺らぎもなかった。

　冷静な動作で、機体のコントロールスティックを引くアデリーナ。その動きに同調し、二号機は腰こし溜だめに構えていた〈ゴルゴン〉破は砕さい砲ほうの長大な砲身を、真上に向かって素す早ばやく振ふり上げる。

　その砲門は、二号機の頭上をぴたりと捉とらえていた。崖がけ上から身を躍おどらせようとしていた、菊乃の四号機諸もろ共ともに。

『え!?』

「もらったぞ、キクノ」

　アデリーナはつぶやくと同時に、トリガーを引いた。轟ごう音おんと共に一五五ミリ榴りゆう弾だんが放たれる──ことはさすがにない。

　撃ち出された砲弾は、あくまで電子的な架か空くうのものだ。

　砲門に接続したユニットを送信機に、ＡＳの機体自体のセンサを受信機として、架空の射しや撃げき・砲撃をエミュレートする。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．が開発した、マウリッツ・システムと呼ばれる演習用の機材だ。

　だが菊乃もさるもの。アデリーナの迎げい撃げきに気づいた途端、思い切りよく四号機を跳ちよう躍やくさせていた。二号機の照射した信号と、四号機のマニューバ。電脳空間上で複雑な演算が行われ、瞬時に結果が算出される。

　四号機、無傷──

　それどころか空中で巨きよ体たいを捻ひねり、四号機はそのまま二号機へと躍りかかる。左右の手に構えた一〇式単分子カッターの刃やいばが陽光に煌きらめき──訓練用のカバーは被せてあるが──両肩の格かく闘とう用クローが展開する。

「さすがだ」

　この状じよう況きようでは、二号機の重武装はかえって不利になる。アデリーナは思い切りよく、全身の火器をパージした。

　右腰こしの〈ゴルゴン〉破砕砲、および左腰の〈ブッシュマスター３〉機関砲を投下する。そのまま左右の両手を肩に回し、〈リンドブルム〉兵装システムに内蔵されていたブルパップ型のアサルトライフルを引き出していた。空になった〈リンドブルム〉本体は、そのまま機体の両肩から切り離はなす。

　両手にライフルを構えた二号機は、後方に小さく跳躍した。その直後、舞まい降りた四号機がその勢いで単分子カッターを振り下ろす。必殺の斬ざん撃げきが、二号機の左肩部装そう甲こうをかすめた。

『とどめです！』

　後退した二号機を追い、四号機も地を蹴けった。爆ばく発はつ的な瞬発力。全身を伸のばし、機体そのものを矢に見立てた刺し突とつが、二号機に迫せまる。

「そうは、いかない」

　追いすがる四号機を迎え撃つべく、二号機のライフルが火を噴ふいた。この距きよ離りでは、区々たる照準は必要でない。濃のう密みつな仮想の弾だん幕まくが、四号機を迎え撃つ。

　〇コンマ以下の攻こう防ぼう。システムを駆かけ抜ぬける刹せつ那なの演算で、マウリッツ・システムが下した判定は──

『四号機、大破』

　無機質な電子音声の宣言と同時に、四号機の機体が停止する。突き出された単分子カッターの切っ先は、二号機の胸部装甲、ちょうどコクピットブロックの直前でようやく止まっていた。

「……殺す気か」

『二号機、健在。訓練状じよう況きよう終しゆう了りよう』

　冷ひや汗あせをかいたアデリーナに、マウリッツ・システムが勝利を告げた。




　片かた膝ひざをついた〈レイヴン〉二号機の背部で、コクピットのハッチが開く。マスター・スーツの拘こう束そくから解放されたアデリーナは、軽く首を振って汗をぬぐった。火ほ照てった肌はだに、風を感じる。

　見れば菊乃はすでに、四号機から降りていた。ぷっくりとした唇くちびるをとがらせ、アデリーナを見上げている。

「いけずです、アデリーナさん」

「何がいけずだ、馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　縄なわばしごを使わず機体から滑り降りながら、アデリーナは言った。

「いつもでしたら動揺してくださいますのに、何で今日に限って平気なんですか。悔くやしいです」

「ふん、お前のその手にはもう馴なれた」

　やや冷ややかにそう告げつつ、アデリーナは菊乃を見下ろした。

「……あらまあ」

　わざとらしくため息をつく菊乃だが、顔には意味ありげな笑えみを浮うかべている。

「少しは、すっきりなさいましたか？」

「どういうことだ？」

「ナタリアさんのこと、気になさっているのでしょう？」

「…………」

　図星を指され、アデリーナは不ふ機き嫌げんそうに押し黙だまった。そんな彼女の様子を、菊乃はじっと観察している。

「世話になった、人だった」

　ややあって、アデリーナはぽつりとつぶやく。

「いつもは口やかましく厳しかったが、本当は優やさしくて、割と甘いところもあって──そんな人だった」

「正直、信じられませんわね。わたくしたちの前ではいつも、こーんな顔してガミガミばかりでしたから」

　左右の目め尻じりに指先を当て、菊乃は思いっきり吊つり上げてみせる。どうやら、ナタリアの真ま似ねのつもりらしい。

　まったく似ていなかったが。

「でも、いい人でした」

　だが、そうつぶやく声に、噓うそはなかった。

「亡なくなったのは、残念です」

「それにしては次の朝、ずいぶんとはしゃいでいたようだが」

　半眼になってそうつっこむアデリーナだが、菊乃は全く悪びれないまま、くすくすと笑っている。

「それはそれ、これはこれですから」

「やはりお前は、頭がおかしい」

「まあ、ひどい」

　わざとらしく抗こう議ぎする菊乃。

「お前も、ミハイロフに拾われたんだな」

「ええ、旭と一いつ緒しよにネパールで。生きるための──戦うための手段を教えていただきました。もっとも最後は、あの有り様でしたが」

　自じ嘲ちようする菊乃に、アデリーナはたずねる。

「やつを、ミハイロフを恨うらんでいるのか？」

　アデリーナ自身、いまだ答えを出せていない問いだった。

「──さあ、どうでしょう」

　しばらく考えた後、菊乃は曖あい昧まいな表情で首を振った。腰まである艶つややかな黒くろ髪かみが、ふわりと風に舞う。

「小お父じ様から使い捨てられたのは事実ですが、そもそも拾ってもらわなければとっくの昔に姉弟きようだいそろって野垂れ死にしていたでしょうし」

　乱れた髪かみを、菊乃は右手で押さえた。

「恩もあれば、怨おんもあります。正直、わたくし自身にもよく分かりません」

「そうか……そうだな──」

　恩と怨、それはアデリーナにとっても言えることだ。たとえナタリアと敵対していたにしても、彼女が自分にとって恩人であることに変わりはないのだから。

（そのナターシャを、わたしは……）

　再びアデリーナの心が沈しずみゆく。と、まるでそれを察したかのように、菊乃がぽつりとつぶやいた。

「戦争ですわよ、生きるか死ぬかの」

　そう言いながら菊乃は、豊かな胸むな元もとに手を当てる。

「わたくしだって弟を──旭を撃うちました」

「知っている」

「あの引き金の感かん触しよくは、今でも忘れられません。あの時、側そばで支えてくれた方がいなければ、きっとわたくしは壊こわれていたでしょう」

「壊れていた、か」

　その想おもいは、今のアデリーナには痛いほど分かる。ただ一人残された肉親を、焼死の苦痛から救うためとはいえ、自分の手で射殺したのだから。

（なら、なぜわたしは平気なのだ？）

　恩人であるナタリアの命を、自分自身の手で奪うばった。だが自分の心は、その衝しよう撃げきに耐たえている。壊れてなどはいない。

　それも菊乃のように慈じ悲ひの一いち撃げきではない。明確な殺意と敵意で、トリガーを引いたのだというのに。

　いや──

（本当に、そうなのか？）

　あの時の自分の決断を、思い返す。あの時の自分は本当に、ナタリアに敵意や殺意を抱いだいていたのだろうか？

（いや、違ちがう）

　自分の思考に没ぼつ入にゆうするアデリーナを、菊乃は無言で興味深げに観察している。もっとも、アデリーナはそれに気づいていないが。

（あの時わたしは）

　──守りたかった。

（誰だれを？）

　──失いたくなかった。

（誰を？）

　──ただ、そのことだけに、必死だった。

（ああ、そういうことか）

　認めたくはない。しかしアデリーナはあの瞬しゆん間かん、ナタリアよりも達哉の方を選んだのだ。

　かつての恩師よりも、まだ出会って一年にもならない男の方が、彼女の中では大きくなっていたのだ。

　達哉に感じた苛いら立だちの理由も、今なら分かる。アデリーナは、ナタリアではなく達哉を選んだのだ。だというのにそのことを達哉自身に謝られたのでは、あの選せん択たくや行動まで否定されたように感じてしまう。

　それでは、余りにも虚むなしい。

「……みっともないな、わたしは」

　胸にずっしりと、重苦しいしこりを感じる。うつむいたアデリーナに、菊乃は不ふ審しんげにたずねた。

「いかがなさいました、アデリーナさん？」

「……いや、何でもない」

　少し考えた後、アデリーナの方から菊乃に言った。

「キクノ、さっきの賭かけのこと、覚えているな」

「賭け？　ああ、達哉さんの……」

「そうだ」

　息を吸ったアデリーナは、きっぱりと言い切る。

「わたしが勝った」

　どちらが達哉に想いを伝えるか、その優先権──思い出すだけで顔が火のように赤くなりそうだが、もう一度繰くり返す。

「わたしの勝ちだ。いいな、キクノ」

「──あら」

　そんなアデリーナの様子に、菊乃は目を丸くする。

「あら、あらあら、あらあらあらあらあら──」

「……鬱うつ陶とうしいぞ、キクノ」

「これは申し訳ありません」

　誠意の欠片かけらもない声でそう言うと、菊乃はにんまりと笑った。

「ですがずいぶんと、素す直なおになったものですわね」

「そのことについては、礼を言う」




「やあ、戻もどってきてくれたのかい社長」

　オルカンの表面上は陽気な声が、ミハイロフの気に障さわった。

　ガルナバシュの共和国宮きゆう殿でん、広々とした大統領執しつ務む室で、オルカンはミハイロフを出で迎むかえていた。

「君の報告には、目を通させてもらったよ。いくつか質問させてもらってもいいかな？」

「構わん」

　乾かわいた声で、ミハイロフはそう答える。

　室内にはオルカンとミハイロフの二人きり、ボディチェックこそされたものの、護衛の姿さえない。

「じゃあ、まずは──」

　書類をめくりながら、オルカンはいくつかの質問をする。大たい抵ていが、〈ケントゥリア〉の運用についてのものだ。

　その一つ一つに答えながら、ミハイロフはふと思った。

（面めん倒どうだな）

　今までならこの手のやり取りはナタリアに任せていた。だが彼にとっての右みぎ腕うでは、もうこの世のどこにもいない。

　その事実が、どうにも苛立たしかった。

「──ん、了りよう解かい」

　一息ついたオルカンが、薄うす笑わらいを浮かべながらミハイロフをねめつける。

「本題に入りたいんだけど、いいかな？」

「…………」

　その問いに、ミハイロフは肯こう定ていも否定もせず沈ちん黙もくを保つ。どうせ返事など期待していなかったのだろう、オルカンは一方的に語り出した。

「僕たちのスポンサーに起きた不幸な事故については、知っているよね？」

「一応は」

　返事は、ひどくそっけないものだった。

「非常に痛ましいけど、せめてもの幸運は事業が当面は継けい続ぞくすることかな。我が国に関するものも含ふくめてね。そういうわけで、補給その他の心配はない。今まで通り、思いっきり暴れてくれて構わないよ」

「そうか」

　つまらない茶番だ、ミハイロフはそう思った。

「ま、それだけさ。後はいいよ」

　追い払はらうようなぞんざいな仕草で、オルカンは手を振ふる。だが、ミハイロフは立ち去ろうとしない。

「聞きたいことがある」

「何だい？　別にいいけど手短かにね」

　机に頰ほお杖づえをついて、面倒そうにオルカンは答えた。

「勝つつもりか？」

「まあね」

「勝てると思っているのか？」

「そりゃもちろん」

「正気の沙さ汰たとは思えんな」

「────」

　辛しん辣らつな言葉に、オルカンは沈黙した。構わずミハイロフは先を続ける。

「まだ政府や軍、国民がついてくると、本気で思っているのか？　もう戦争ゴッコの時間は終わりだ」

「────ブッ」

　ミハイロフがそう言った途と端たん、オルカンは大きく噴ふき出した。

「…………」

　正直、ミハイロフにも予想外の反応だった。

　怯おびえや不安を露あらわにするか、あるいは虚きよ勢せいを張って怒おこり出すか。いずれにせよ、その反応からオルカンの本音を推おし量るつもりだったのだ。

　それが、まさか笑い出すとは。

「そりゃ、まあ、そう、だろうね」

　ようやく、笑いの発作が治まった。切れ切れの声で、オルカンはミハイロフにたずね返す。

「確かにプロの目から見たら正気じゃないよ。でもさ──それなら、君はどうなんだい？」

　オルカンの問いは、ミハイロフの虚きよを突ついた。

「意外だったよ。てっきりこのまま逃にげ出すかと思ったからさ。なんでわざわざ、勝ち目のない、正気の沙汰じゃない戦いに戻ってきたのかな？」

「それは──」

　立ちつくすミハイロフに、オルカンは肩かたをすくめてみせる。

「まあいいさ。どうせなら、専門家としての意見を聞かせてくれ」

「構わん」

「うちとジオトロンの取引はともかく、向こうさんに丸投げしていた裏工作まで引き続き継続、ってわけにはいかない。ホワイトハウスに利きかせていた鼻薬の神通力も直に消えるだろうし、どう思う？」

「なるほど」

　ジオトロン社のモーガン会長とのコネクションが物理的に断たたれた今、アメリカの出方は不ふ鮮せん明めいになっている。

　実際、非公式にとはいえＳＥＡＬｓのＡＳチームとは何度も接せつ触しよくし、交戦もしているのだ。ホワイトハウスの方針が転てん換かんし、より大規模な介かい入にゆうが行われたら──

　それらを勘かん案あんしつつ、ミハイロフはきっぱりと答えた。

「おそらく、方針の変へん更こうはない。空くう爆ばくや地上部隊の投入といった、米軍の直接的な軍事介入はないだろう」

「特とく殊しゆ部隊──例のＳＥＡＬｓは？」

「それも含めてだ。もっと使い勝手の良い駒こまがある」

　やや思わせぶりな物言いだったが、オルカンには通じたようだった。

「向こうの、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．かい？　それをアメリカが雇やとって？」

「そうだ」

　処置なしと言わんばかりに、オルカンは手を上げた。

「戦争のアウトソーシングが進んでいるとは言っても、ここまでとは思わなかったよ」

　背もたれに上体を預け、天てん井じようを見上げる。その口元に、大きな笑えみが浮うかんだ。

「でも、好都合だな。タツヤもくるんだろう？　手間が省けるよ、これで」

　右手で顔を覆おおいながら、オルカンはそうつぶやいた。そのままの姿勢で、広げた指と指の間から、ミハイロフの表情をうかがう。

「やはり、それか」

「…………」

「君も、タツヤを狙ねらっているんだろう？　それじゃあ、早い者勝ちだ」

　勝手な宣告に、ミハイロフは沈黙を守った。




　　　　４




「眠ねむれねえ」

　夜半、天幕の中で寝ね袋ぶくろにくるまった達哉は、悶もん々もんと時を送っていた。

　昼間の偵てい察さつその他で体は疲つかれ切っているのに、昂たかぶった精神には一向に眠ねむ気けが訪おとずれようとしない。悶々としながら何度も寝ね返がえりを打ち、せめて目だけは閉じ、羊の数を何度も数える。

　全く、意味がなかった。

「くそ……」

　諦あきらめた達哉は、寝袋から這はい出す。同じ天幕のユースフはというと、まるで天てん蓋がい付きのベッドであるかのように、安らかな眠りについていた。何となく、達哉は理り不ふ尽じんな腹立ちを覚える。

　天幕を、出た。

　満天の星の下、達哉はゆっくりした足取りでそぞろ歩いた。周囲の野営地は、静かな眠りに沈しずみこんでいる。

　冷たい夜気になでられ、達哉は大きなくしゃみをした。タンクトップ一枚の肩を、ぶるりと震ふるわせる。

「へくし──ってうう、寒……」

「タツヤ？」

　かけられた声に、達哉は顔を上げた。冷たい夜風に躍おどる金のポニーテールが、視界を過よぎる。

「リ、リーナ？」

　淡あわい月明かりの下、アデリーナが戸と惑まどったようにこちらを見ている。

「ここに、いたのか？」

「いや、ちょっと──眠れなくてさ。ちょっと散歩でも、と思って」

　つっかえつっかえの早口で、達哉は言った。本来、そんな必要は全くないはずなのに、なぜか言い訳をしているような気分になる。

　本人の意志を無視して、鼓こ動どうが加速する。夜間にアデリーナと二人きりという状じよう況きようが、達哉から冷静さを奪うばっていた。

「ひょっとして、お前も？」

「ん──いや、その……まあ、そうだ」

　達哉もアデリーナも言葉を濁にごしながら、互たがいの視線をそらした。

「どうした、リーナ」

「なんでもない、君こそ」

　そう短く答えながらも、アデリーナは達哉の様子をちらちらとうかがっている。達哉だけではなく彼女も、言動が嚙かみ合っていない。

　達哉自身も、人のことは全く言えなかったが。

「それなら、一いつ緒しよに行かないか」

「そうだな──」

　少し考えた後、アデリーナはうなずいた。




　連れ立って歩き出した、達哉とアデリーナ。ぎこちなく寄り添そう二人の姿を、夜や陰いんから観察する視線があった。

「もう、お二人ともじれったいですわね」

　ため息まじり、菊乃はそう言った。達哉とアデリーナの背後から、気づかれぬよう尾び行こうを続ける。

「……悪あく趣しゆ味み」

　そんな菊乃のさらに背後で、サミーラが冷ややかにつぶやく。とはいえ彼女も、菊乃を止めようとはしていなかったが。

「あら、今回アデリーナさんに先手を譲ゆずったのは賭かけの結果なのですから。わたくしには顚てん末まつを見届ける、権利と義務があります」

「……屁へ理り屈くつを」

　サミーラの当然な指し摘てきにも、菊乃は全く動じない。

「サミーラさんこそ、ただののぞきではありませんか？　少々品がよろしくないと、わたくしには思えます」

「…………私の任務は、あなたの監かん視し。あの二人に、変な介入をしないよう」

　やや間が開いたサミーラの返事に、菊乃は薄うすく笑った。

「それこそ、屁理屈でしょう？」

「…………！」

　二人の視線が、激しくぶつかり合う。一方は突き立てる短たん剣けんのように、もう片方は搦からめ捕とる網あみのように。

　火花を散らす視殺戦は、だが一いつ瞬しゆんで終わった。すぐに目線を逸そらした菊乃が、素す早ばやくかつ静かに歩き出したのだ。

「と、こうしてはいられません。このままお二人を見失っては、一大事です」

「……それは同意」

　あっという間に翻ほん心しんしたサミーラも、その後に続いた。




　淡い月明かりの下を、達哉とアデリーナは歩いて行く。

　数歩先を進むアデリーナの背を、達哉は無言で追っていた。彼女がどんな表情を浮かべているのか、達哉には分からない。

（き、気まずい）

　二人を隔へだてるほんのわずかな距きよ離りが、ひたすら遠く感じられる。

（ええい、ままよ）

　意を決した達哉は、少女の背に呼びかけた。

「リ、リーナ──」

「……どうした？」

　達哉の声に、アデリーナは立ち止まる。彼女が振ふり向くと同時に、その眼前で達哉は深々と頭を下げた。

「本当に、悪かったと思っている。すまなかった」

「…………」

　そうわびた達哉の前で、アデリーナはしばし沈ちん黙もくした。ややあって、深々とため息をつく。

「──また、それか」

　その声にこめられていたのは、怒いかりか、失望か、それとも悲しみか。

　弾はじかれたように、達哉は顔を上げる。

「本当に、そればっかり。なぜわたしがナターシャを撃うったのか、分からないのか」

「……分からねえよ」

　震える声で、達哉は言った。

「ぜんぜん分からねえんだ。俺はどうすればよかったんだ？　あのまま黙だまって撃たれていればよかったのか？　あそこでミスって隙すきを見せた俺が悪かったのか。俺は、どうやってお前に──」

「そうじゃない」

　答えたアデリーナの瞳ひとみは、熱く濡ぬれそぼっていた。

「そういうことじゃないんだ、タツヤ」

　こぼれ落ちた涙なみだの雫しずくが、白はく皙せきの頰ほおを滑すべり落ちる。

「本当に、分からないのか？」

　何が、とは言わない。

　どうして、とも言わない。

　だがすすり泣くアデリーナの姿を見て、達哉は悟さとった。

「あ……」

　そう、自分たちが限界まで追い詰つめられていたあの戦せん闘とうで、アデリーナは土ど壇たん場ばの窮きゆう地ちから達哉を守ってくれたのだ。以前、達哉がアデリーナを囚とらわれの二号機から救い出した時のように。

　互いの背を守り合い、窮地を救い合う関係。その絆きずな、そして想おもい──そこに謝罪を持ちこむこと自体が、間ま違ちがっている。

（ああ、そういうことか）

　この瞬間、達哉は自分の目の前に、自分自身より大切な人がいることを理解した。

「……リーナ」

　少女の名を呼びながら、そっと右手を伸のばした。手の平がアデリーナの濡れた頰に触ふれた瞬間、彼女は驚おどろいたように顔を上げる。

　アデリーナの頰に触れた手の平が、燃えるように熱い。それが自分の体温なのか、それともアデリーナのものなのか、それすら今の達哉には分からない。

　いつの間にか、アデリーナの涙は止まっていた。

　言葉もなく、二人は互いを見つめ合った。アデリーナの灰色の瞳に映し出された、達哉自身の鏡像。それさえも、今はくっきりと見える。

　どちらからともなく、達哉とアデリーナは顔を近づけた。徐じよ々じよに近づく、二人の距離。ほころんだ少女の唇くちびるから漏もれる吐と息いきの熱さを感じる。

　その唇に、達哉は自分自身のそれを重ねた。

　ほんのわずかな間、確かに時は止まった。

　たとえようのない甘さと熱さを残し、重なり合った二つの影かげは離はなれる。唇に残る余よ韻いんを、達哉は何度も反はん芻すうする。

「──ど、どうかな？」

　気き恥はずかしさに目を逸らしながら、達哉はそう言った。視界の隅すみで、ちらちらとアデリーナの様子をうかがう。

「聞くな、ばか……」

　口元を押さえ、アデリーナはそう答えた。潤うるんだ瞳は、恥はずかしげに伏ふせられている。

「……も、もう一回、いいかな？」

　自分を求めるその声に、アデリーナの肩かたがぴくりと震えた。揺ゆれる眼まな差ざしが、期待するように、あるいは誘さそうように、達哉を見上げる。

「──だめ」
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　だが彼女が口にしたのは、拒きよ絶ぜつの言葉だった。そのまま達哉に背を向けて、足早に歩き出す。

　立ちつくす達哉の前で、アデリーナは振り向いた。

「もう、寝ねろ」

　そっけない言葉とは裏腹に、アデリーナは穏おだやかな、そして柔やわらかで優やさしい笑えみを浮うかべていた。ぼんやりとした月の光が、少女の金の髪かみと白磁の肌はだを、淡く照らし出す。

　そんなアデリーナの姿に、達哉は心底から見み惚とれていた。

「──お、おう！」

　はっと我に返った達哉は、大きくうなずいた。二度、そして三度。歩き出したアデリーナの背を、再び追う。

　先ほどと変わらぬ数歩の距離を、達哉はもう遠いとは感じなかった。




「何ですか？　これで終わりですか？。詰まりません」

　そうつぶやく菊乃は、心底から不満そうだった。

「達哉さんは、少し情けないですね。ああいう時なら最後までリードするのが、男の甲か斐い性しようでしょうに。あの時わたくしに迫せまったのは、何だったのです。せめて、手くらいは繫つないだらどうですか」

　不満げな菊乃を、サミーラはじっと半眼で見やる。

「……やっぱり、あなたが分からない」

　小さなつぶやきに、菊乃は振り向いた。

「……あなたにとって、リーナは恋こい敵がたきのはず。なのになぜ、タツヤとの仲を応おう援えんする？　理り屈くつに合わない」

「恋敵だなんて、そんなの誤解です。わたくしは達哉さんのことが好きですけど、アデリーナさんのことも同じくらい好きですから」

「…………」

　そうあっけらかんと言う菊乃に、サミーラは絶句した。

「あのお二人が結ばれるのでしたら、それはそれでありですし。と言いますか、いっそ三人で愉たのしむというのも──あら、わたくしったら何てはしたない」

　かすかに頰を赤く染め、菊乃は恥じらう。その仕草は可か憐れんでありながら、同時に舌なめずりする肉にく食しよく獣じゆうのような獰どう猛もうさを秘ひめていた。

　少なくとも、サミーラにはそう見えた。

「……理解不能」

「あら、サミーラさんには分かっていただけると思ったのですが」

　後ずさるサミーラに、菊乃は意味深な笑みを見せる。

「あなたがユースフ殿でん下かの奥方──あの可愛かわいらしいお姫ひめ様さまに感じているのと、おそらく似たような想いでしょうし」

「……私の忠義とあなたの情じよう欲よくを、一いつ緒しよにして欲しくない」

　サミーラの声に、本気の怒りが混じる。

　それは的外れな推測で自分と主あるじを貶おとしめられたことへの不快感なのか、あるいは秘め隠かくしていた本音に触れられた衝しよう撃げきなのか──

「……不ふ愉ゆ快かい至し極ごく」

「それは、申し訳ありませんでした」

　サミーラに誠意のない声で言いながら、菊乃は小さくあくびをした。

「もう終わりのようですし、そろそろわたくしたちも戻もどりましょう。夜よ更ふかしは美容の大敵ですし」

「……それは、同意」








第三話　星の降る夜に









　　　　１




　昼前の野営地に、少女の甲かん高だかい声が響ひびきわたる。

「ちゅ～～も～～く!!」

　整列したＤ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス社員の姿を、クララ・マオ『社長』は演説台代わりのミカン箱の上から見下ろした。ちなみにクララの背せ丈たけが圧あつ倒とう的に足りないので、一同を『見下ろす』ために、ミカン箱は三つほど重ねてある。

　勢せい揃ぞろいした社員たちは、誰だれも彼も知った顔だ。達たつ哉ややアデリーナの姿も見える。老ろう若にやく男なん女によ様々な面子メンツ、服装も制服から野戦服、作業服と統一性がない。

　とはいえ最も珍ちん妙みような格好をしているのは、いつものゴシック・パンクでキメているクララ自身だろうが。

「では社長、訓示をお願いします」

「うむ──って、にょわっ!?」

　ベルトランに促うながされて、クララは小さな胸をいっぱいに反らす。が、その弾はずみでバランスを崩くずし、足元のミカン箱が大きく揺れた。

「クララ!!」

　血相を変えたアデリーナが、クララの転落に備えて列から飛び出そうとする。しかしその寸前で、辛かろうじて踏ふみ止とどまった。

「ふいー」

　恐おそる恐おそる足元の安定を確かめて、クララは額の汗あせをぬぐう。どうやら最後の訓示の直前ですっ転ぶという醜しゆう態たいは、何とか避さけられたようだ。

　周囲から集まる生温かい視線を無視し、咳せき払ばらいを一つ。

「こーいう風に、いくら備えても予想外の事態ってのは起こるモンだ。全員、フンドシしめて作戦に望めよ！」

「…………」

　どうやら誤ご魔ま化かせたようだ。摑つかみは上々──だろう、多分、きっと。

「みんな、よくここまでアタシみたいなガキについて来てくれた。そのことには、本当に感謝している。でも、それも今日までだ！　今日アタシたちは、最後の作戦に挑いどむ。手て薄うすになった敵の本ほん拠きよ地に、殴なぐりこみだ！」
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　米軍からもたらされた情報によって、ガルナスタン軍の主力がアフガニスタンの占せん領りよう地に集結していることは判明している。乾けん坤こん一いつ擲てきの勝負に打って出るには、格好の条件なのだ。

「Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．を騙かたる悪党どもを今度こそブッ飛ばす。きっと、ママも空の上から見てくれているはずだ！」

「──マオ社長がすでに亡なくなっているような物言いは、どうかと思われますが」

「それもそうだな……」

　傍かたわらのベルトランに指し摘てきされ、クララはもごもごと誤魔化す。

「えーっとだな──アタシはここに残って見守ることしかできないけど、作戦が厳しいことは分かってる。でも、アタシはみんなを信じている!!」

　意い気き軒けん昂こうと、クララは小さな拳こぶしを天に向かって衝つき上げる。

「アイツらがカエサルを気どるってんなら、アタシらはブルータスだ!!」

『結局、負けるじゃねえか!!』

『冗談じゃねえぞ!!』

　ついに、社員たちからツッコミ──というより野や次じが飛んできた。

「……あれ？」

　予想外の反応に、クララは小首を傾かしげる。

　とはいえそれで萎い縮しゆくしたり、立ち竦すくんだりするような可愛げは持ち合わせていないが。

「まあ、それはさておき──」

　野次が収まるのを見計らい、平然とクララは続けた。

「ここに残って見守るしかないアタシに代わって、みんなにＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の名めい誉よを守って欲しい。以上だ」

（なぜわざわざ二回言うんだ？）

　不ふ審しんがる一同に、ベルトランが疲つかれた声で解散を命じた。




　鈍にぶい駆く動どう音を立てながら、〈レイヴン〉一号機のコクピットが開放される。身を起こした達哉は、周囲に響きわたる騒そう音おんに、顔をしかめた。

　ここは新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に提供された大型輸送機、Ｃ─17の貨カ物ー室ゴ内部である。駐ちゆう機き姿勢を取ったＡＳの上に立つと、四メートル近い高さの天てん井じようがすぐそこだ。

（手を伸のばせば、触さわれそうだな）

　わざわざそんなことをするほど、今の達哉は暇ひまではない。

「機体固定完かん了りよう、降りてこいイチノセ！」

「了りよう解かい！」

　積荷管理要員ロードマスターの張り上げた大声に、達哉も大声で返事する。縄なわばしごを使わず素す早ばやく機体から滑すべり降り、軽く首を鳴らした。

「よし、機体の搬はん入にゆう終了、と」

　念のため自分の目でもう一度、愛機の状態を確認する。問題はない。

　ちなみにこのＣ─17に積まれたＡＳは、達哉の一号機のみではない。ユースフの三号機と、もう一機──

「タツヤ」

　背後からかけられた声を耳にし、達哉の肩かたが期待にぴくりと震ふるえた。緩ゆるみかける口元を何とか引き締しめつつ、さりげない仕草で──と達哉自身は信じつつ──振ふり向いた。

「機体のチェックだ。今のうちに済ましておけ」

「おう、ありがとよ、リーナ」

　アデリーナから渡わたされた端たん末まつの画面に目を走らせつつ、表示された項こう目もくの一つ一つを確かく認にんしていく。その合間合間、ついアデリーナの方へと向かおうとする目線を、達哉は懸けん命めいに制した。

　確かに、昨夜の体験は素す晴ばらしかった。思い出すだけでも、ついつい目め尻じりがやに下がってしまう。だが、今は歴れつきとした任務中。そんな私情にはひとまず蓋ふたをして、作戦に集中せねば。

「あまり、こっちをじろじろ見るな──」

　もっとも当の相手には、バレバレだったようだが。いつも以上に仏ぶつ頂ちよう面づらのアデリーナが、小声で言った。

「今は任務中だぞ……ばか」

「お、おう」

　慌あわててうなずいた達哉は、場を取り繕つくろうように周囲をながめる。

「あれ？」

「どうした、タツヤ？」

「いや、しばらく見なかった顔が、ちらほら戻ってきたなって思ってさ」

　たとえば先ほどのロードマスターも、顔見知りのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．輸送課社員だった。Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がジオトロン社とミハイロフによる乗っ取りを受けた際は、確か『向こう側』に残ったはずだが。

「カルロスみたいな出で戻もどり組ってことか」

「ああ。〈シンドバッド〉号のサンチャ船長が、声をかけて回ったらしい」

　一時期、新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の移動拠きよ点てんだった偽ぎ装そう揚よう陸りく艦かん〈シンドバッド〉号──その船長サンチャ・ヴァレンティナは、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．海運課の古株である。

　作戦の舞ぶ台たいが中央アジアに移って以来、戦線からは離はなれているものの、その裏では人員や物資の確保に動いていたのだ。

「このＣ─17自体はハッサン中ちゆう佐さが調達したものだが、実際に動かすのはＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の人間だ。そういう意味では安心できる」

「なるほどな」

　戦争は、前線の撃うち合いだけでできるものではない。当たり前の事実をあらためて確認し、達哉はうなずいた。

「それで、機体チェックの方は？」

「もうちょっとだ、待って──」

「あら、やはりこちらでしたか達哉さん」

　返事を遮さえぎった少女の声に、達哉の肩が震えた。アデリーナの方はというと、眉まゆをわずかにひそめている。

「よ、よう、菊きく乃の……」

　何となくやましいものを覚えて、達哉はどもった。脳のう裏りに浮うかぶのは昨晩のアデリーナとの密会と、ガルナスタンでの菊乃との逃とう避ひ行こう──

（や、やべえ）

　決して、意識して二ふた股またをかけたわけではない。かけたわけではないのだが──改めて自分の行動を思い返すと、どうしても忸じく怩じたるものを感じてしまう。

　特に、目の前にいる菊乃に対しては。

（ど、どうしよう……）

　何だか、自分がひどく破は廉れん恥ちな人間に思えてきた。何かを言わねばならないと思うのだが、言葉が思い浮かばない。

　自身の意志に背そむいて、眼球が左右へと泳いでいた。

「それで、達哉さん──」

「ああ、なんだ？」

　菊乃は虫も殺せそうにない笑え顔がおのまま、そっと唇くちびるを達哉の耳元に寄せる。

「どちらの花の蜜みつが、甘かったですか？」

　そして達哉にしか聞こえない小さな声で、言葉の爆ばく弾だんを炸さく裂れつさせた。

「んぶっ!?」

　奇き声せいをあげた達哉に、周囲の作業員の目が集中するが、それにさえ今の彼は気づいていない。

　それだけ、混乱していたのだ。

「おま──ひょっとし……き、きの──」

　言葉にならない達哉を前にしながら、菊乃は笑顔をまったく、毛筋一つも、揺ゆるがせていない。

（やっぱり菊乃、昨日のことを）

　ぶわっと脂あぶら汗あせがにじみ、口を鯉こいのように意味もなく開閉させる。開戦の決意を固める前に先制の奇き襲しゆうを浴び、今の達哉はグロッキー寸前だった。

「────」

「…………」

　その間にも、アデリーナと菊乃は無言で視線を交かわしている。いっぽうは全くの無表情で、もう一方は笑みを顔に張りつけたまま。

（ど、どうしよう）

　出しゆつ撃げきを前にして、達哉はすでに進しん退たい窮きわまっていた。

「何をやっているのだ、あやつらは？」

「……さあ」
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　事情を知らぬユースフは一人首を傾げ、サミーラはすっとぼけていた。




「では大たい尉い、我々はこれで」

　大天幕を後にし、ベルトランはＳＥＡＬｓのタウンゼント大尉にそう言った。その背後に伸びた仮設の滑かつ走そう路ろでは、二機の輸送機がエンジンを唸うならせている。

　Ｃ─17、四発式のターボファンエンジンを備え、三機のＡＳアーム・スレイブを完全武装で搭とう載さい可能な大型輸送機だ。

　輸送機自体はユースフが提供したものであり、それを動かす人員はかつてのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．輸送課の人間を集めていた。ジオトロンの縛しばりがなくなった今、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．は本来の姿を取り戻もどしつつある。

（後は、『社長』のミハイロフを排はい除じよすれば──）

　と、そこでタウンゼントがベルトランに声をかけた。

「大して、役には立てなかったがね」

　差し出された手を、ベルトランは握にぎり返す。

「いえ、そんなことはありません。大尉のご協力には、感謝しています」

　新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．がＳＥＡＬｓから提供されたのは、ガルナスタン現地の各種情報である。その中には、彼らが目指す『標的』の詳しよう細さいなそれも含ふくまれていた。

「それに、それ以上の協力も、受けていますし」

「何のことかな？」

　含みのある答えを返したタウンゼントに一礼し、ベルトランは輸送機に向かった。足早に進み、貨物室へと入る。

「状じよう況きようは？」

「見ての通りよ」

　ベルトランの問いに、ユースフは、あごでしゃくった。その先には、三機のＡＳが固定されている。

　ユースフの〈レイヴン〉三号機、サミーラの〈シャドウ〉、そしてもう一機──

「では、ことが露ろ見けんする前に出発しましょう」

「承知した」

　実に人を食った笑みで、ユースフは答えた。




　飛び立った二機の輸送機を、タウンゼントは地上から見送った。

「行ったか」

　わずかだが、胸の奥に忸怩たるものを感じる。本来ならば自分たちＳＥＡＬｓチームが果たすべき役目を、他者に押しつけた形なのだから。

「た、大尉！」

　大声と共に息せき切って駆かけこんできたのは、部下のデービス一等兵へい曹そうだった。

「どうした」

「そ、それが──」

　慌てず騒さわがず、悠ゆう然ぜんと次の言葉を待つ。

「ロニーが……ゼンメルヴァイス兵曹の姿が見あたりません！　あ、あいつの〈シグマ〉も──」

「…………」

「まさか、脱だつ走そう──」

「お前は何を言っている」

　デービスの言葉を、タウンゼントは遮った。

「ロニーは先日の戦せん闘とうで負傷して、ヘラートの病院に後送された。今も面会謝絶の重体だ。この野営地にいるわけがないだろう」

「……え？」

　戸と惑まどう。

「ですが、その、〈シグマ〉も──」

「ロニーの機体も同様だろう。戦闘で大破した。すでに、そう報告している」

　声をひそめ、そう繰くり返した。

「いいか、そういうことだ。そういうことになっている」

「──ええ、ああ、そうでしたね」

　ようやくデービスも、タウンゼントの言わんとすることが分かったようだ。引きつった顔に笑みらしきものを浮かべ、何度もうなずく。

「ええ、忘れていました大尉」

「ならば、よろしい」

　にこりともせず、タウンゼントは言った。




「いいんすか、本当に？」

　Ｃ─17輸送機のキャビンで、硬いシートに尻しりを揺さぶられながら、達哉はいくぶん呆あきれたように言った。

「ばれたら大事っすよ、ロニーさん」

「構わないよ」

　隣となりに座る赤毛の青年、すなわちロニーは、砕くだけた仕草でそう答えた。そして格納庫に固定された、ＡＳの方を見やる。

　そこには〈レイヴン〉の一号機と三号機に並んで、彼自身の愛機であるＭ９〈シグマ〉が駐ちゆう機き姿勢で固定されていた。

　ちなみに、この作戦に投入されるＡＳは、合計六機。残るアデリーナの〈レイヴン〉二号機、菊乃の四号機、サミーラとクララの〈シャドウ〉は、もう一機のＣ─17に積まれている。

　オペレータがそれぞれ男女別にきっちり分かれたのは、各機の特性や任務に応じてのものであり、全くの偶ぐう然ぜんだ。

「本人のみならず、最新型のＡＳと共に軍を離り脱だつか。軍法会議ものよな」

　そうつぶやくユースフの表情も、いつもの悠然としたものとは程ほど遠とおい。有り体ていに言って戸惑い、かつ困こん惑わくしている。

「表おもて沙ざ汰たになればゼンメルヴァイス兵曹のみならず、タウンゼント大尉もただではすむまいて」

「だろうね。でも本来ならばこのミッションは、僕たちＳＥＡＬｓがこなすべきものだ。それを君たちＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に丸投げしている。僕一人しか参加できないことが、申し訳ないくらいだよ」

　屈くつ託たくのない声のロニーだが、話す内容は中々にとんでもないものだった。達哉とユースフは、思わず顔を見合わせる。

（クララやベルさんが決めたことだけど、本当にいいのかよ？）

（心強い味方ではある）

　実際、ありがたい話ではあるのだ。最さい新しん鋭えいの特とく殊しゆ部隊用ＡＳと、そのポテンシャルを最大限に発揮できるオペレータが参入するのだから。

　一国に挑いどもうとする自分たちにとっては、貴重な戦力である。

「そうだね。いざとなったらラシッド王国軍で雇やとってくれないかな？　色々とお役には立てると思うよ」

　ユースフの方を見ながら、ロニーはそう言った。おそらく冗じよう談だんのつもりだろうが、これまた実に際きわどい。

「私の一存では決めかねる」

　そのせいか、答えるユースフにも精せい彩さいがなかった。

　そんな戦友の様子に、今度は達哉がつっこんだ。

「それならいっそのこと、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．に入ったらどうっすか？　きっとクララも喜びますよ」

「……これ以上、クルツやメリッサに迷めい惑わくをかけるというのは、ちょっと──」

　憮ぶ然ぜんと言うべきか、渋しぶい表情と言うべきか、何とも言いきれぬ微び妙みような態度で、ロニーは答える。

「はあ、そうですか」

　何となく達哉は、初めてこの青年の内面に触ふれることができた気がした。

「さて、そろそろ時間だ。僕たちも機体に移っておくべきだろう」

　取り繕つくろうように、ロニーは言った。




　それとほぼ同時刻、もう一機の輸送機でも、予定外の密航者が発見されていた。

「…………」

　無言のままアデリーナは、〈シャドウ〉のコクピットをのぞきこむ。

「よ、よう、リーナ」

　その後部座席で新生Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．社長は、笑っている。もっともその表情は、相当に引きつっていたが。

「なぜ、お前がここにいる？」

「隠かくれてた」

「そういうことを聞いてるんじゃない！」

　声を荒あららげると同時に、アデリーナは右みぎ腕うでを伸のばした。そのままクララの頭部を、鷲わしづかみにする。

「な、何すんだよリーナ？──ってあいたたたタタタ!?」

　まるで万力のように、アデリーナはクララの頭を締しめつける。たまらず悲鳴を上げたクララを、鋭するどくにらみつけた。

「もう二度とするな、そう言ったはずだぞ」

　リンゴを握り潰つぶすアデリーナの握あく力りよくに晒さらされて、クララの頭ず蓋がいが軋きしんでいる。

「なぜ、こんな危険な真ま似ねをする？　納なつ得とくのいく理由を、聞かせてもらおうか」

「あ、アタマが割れりゅうううう！　の、脳がイタぁぁぁぁい!!」

「どうした、聞こえないぞ？」

　冷たくそう言いながら、アデリーナはほんの少しだけ右手を緩ゆるめた。指と指の隙すき間まから、クララの涙なみだ目めがのぞいている。

「しゃーねーだろ。この〈シャドウ〉にはさ、まずアタシが乗らないと話にならないんだからよ」

「……馬ば鹿かなことを」

　呻うめいたアデリーナは、格納庫の床ゆか面めんを見下ろした。そこでは二人の少女が、アデリーナとクララのやり取りを注視している。

「お前らも、グルか」

　アデリーナの糾きゆう弾だんに対して、サミーラはきまり悪そうに目を逸そらし、菊乃は全く悪びれずに笑っている。

「頼たのむ、アタシも行かせてくれ」

　そう真しん摯しな声で、クララは訴うつたえた。

「アタシも、みんなの仲間なんだから」

　どちらにせよ、選せん択たくの余地はない。重い重いため息をつきながら、アデリーナはクララを解放した。




〈レイヴン〉一号機の狭せまいコクピットで、達哉は静かに作戦の開始を待っていた。目の前のスクリーンには、輸送機から転送された外部の光景が映し出されている。

　輸送機に乗ってアフガニスタンを飛び立ち、国境を越こえてガルナスタンへ。眼下に広がる山さん岳がく地帯の光景を見ているうちに、達哉は段々と皮肉な気分になってきた。

（あれだけ地べたを這はいずり回って必死に逃にげ出してきたのに、今度は空からあっさり侵しん入にゆうか）

　色々な意味で、まともではない気がする。何よりもまともじゃないのは、危あやうく何度も死にかけたこの国に、またのこのこと戻もどってきた達哉自身だが。

『不安か？』

　そんな達哉の内心を、察したのだろうか？　無線機越ごしに三号機のユースフが、そう静かに話しかけてきた。

「そんなわけ、ないだろ」

　憮然とした声で、達哉は強がる。

　アメリカや他の大国の介かい入にゆうが望めない現状で、泥どろ沼ぬま化したガルナスタン紛ふん争そうを速すみやかに終結させるためには、その中ちゆう核かくを物理的に処理してしまうのが、最も手っ取り早い──そういう判断によって、この作戦は立案された。

　目標は首都ガルナバシュの大統領宮きゆう殿でん、オルカン・アタエフ大統領代行その人の身み柄がらである。

　達哉は操縦スティックを操作し、スクリーンの表示を切り替かえた。やや抽ちゆう象しよう化された、ガルナスタンとその周辺の地図が映し出される。それに重なるようにして、ガルナスタン軍の戦力配置も。

　ガルナスタンの戦力は陸空軍とも、主力の大半がアフガニスタン東北部の占せん領りよう地に集中していた。米国の軍事衛星や無人偵てい察さつ機、さらにはＳＥＡＬｓの強行偵察等によってもたらされた、極きわめて確度の高い情報である。

「敵の本ほん拠きよ地にカチコミかけて、狙ねらうは親玉の首一つ、か」

　ぼやくような声で、達哉は言った。

「何て言うか、戦争ってよりもヤクザの出入りだな」

『そうでもない。似たような事例は存在する』

　だが、ユースフは同意しない。

『たとえばアフガニスタン紛争初期のことだ。本格的な介入を決意したソ連は、特殊部隊スペツナズの精せい鋭えいを投入してアフガンのアミーン議長を襲しゆう撃げきし、暗殺している。ソ連のコントロールを受け付けなくなった議長の首を、すげかえるためだ』

「それって一応、ソ連が勝ったんだよな？」

　サヤフ少しよう佐さやハリリの顔を思い出しながら、達哉は言った。ユースフの返事は少し遅おくれる。

『泥沼のゲリラ戦が、一〇年以上も続いた後ではある。勝利したとはいえ、成功したと言えるかどうか』

「そうか……」

　段々と、達哉は気が滅め入いってきた。ああ、そう言えば──

「向こうのＤ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．の〈ケントゥリア〉隊は現在、所在不明。連中の基地からも姿をくらませている。いるとすれば、多分──」

『十中八九、アデリーナの言っていた共和国宮殿の地下シェルターであろうな』

　オルカンの祖父である故バルイシュ・アタエフ大統領の時代に建設されたそのシェルターは、一〇年以上にも亘わたって無計画な増改築を繰くり返し、今や地下要よう塞さいとも迷宮ともつかない奇き怪かいな存在へと変へん貌ぼうしているらしい。

　何かことが起これば、オルカンは間ま違ちがいなくそのシェルターに立て籠こもるだろう。無数の〈ケントゥリア〉隊に守られて。

　厄やつ介かいな話ではある。だが一方ではそのシェルターの存在こそが、作戦の焦しよう点てんでもあるのだ。

『さて、そろそろ時間だよ』

　さり気ない声で、ロニーが通信に割りこんできた。

『うむ』

「了りよう解かい」

　クールな声でユースフが答えた。達哉も別人のように顔を引き締める。

（さて、と──）

　最後の懸け念ねんは口にせず、胸の奥に秘ひめておく。

（オルカン──もしかしてお前、俺たちを誘さそっているのか？）




　　　　２




　ガルナスタン空軍の実質的な中心であるガルナバシュ基地は、首都ガルナバシュの郊外に存在する。かつては民間のガルナバシュ国際空港と共用していたのだが、三年前に独立し、現在の場所に移転している。

　民間路線の発着数増加に伴ともなう措そ置ちだ。だがこの移転に多額の予算を費やしたため、ガルナスタン空軍は予定していた各種装備の更こう新しんが、著いちじるしく遅れている。滑かつ走そう路ろに並んだ各種の軍用機はもとより、国内のレーダーサイトや対空迎げい撃げきシステム、さらにはそれらを結ぶ指揮・通信装置すら、旧ソ連時代の旧式である。

（だから、こんな羽目になるのだ）

　ガルナバシュ空軍基地地下の本土防空司令部で、当直のサドニコフ大たい佐さはため息をついた。

　先日のクーデターおよびそれに乗じたロシア軍の奇き襲しゆうにおいて、ガルナスタン空軍は大きな失態を犯した。首都に潜せん入にゆうしたロシア軍情報部の工作と、クーデターによる混乱が重なった結果、防空網もうに巨きよ大だいな穴が生じたのだ。

　ガルナスタン空軍は一機の戦せん闘とう機も飛ばせず、一発のミサイルも撃うてないまま、ロシア軍特殊部隊スペツナズによる空くう挺てい奇き襲しゆうを、なすすべもなく見過ごすこととなった。

　当然ながら空軍の上層部では、ダース単位で高級将校の首が飛んだ。サドニコフが大佐に昇しよう進しんし、本土防空の責任者の一人に抜ばつ擢てきされたのはその穴あな埋うめであるのだが、無む邪じや気きに喜ぶ気にはなれない。

（この状じよう況きようではな）

　防空司令部は、およそ学校の教室二つ分の広さがある。その『教きよう卓たく』にあたる席でサドニコフ大佐は、古ぼけたモニターをにらんだ。

　モニターには、ガルナスタン空軍の戦力配備が表示されている。その多くがアフガニスタンとの国境地帯、もしくは占領地へと移動していた。各種の軍用ヘリ（ガルナスタンでは、攻こう撃げきヘリや輸送ヘリも陸軍ではなく空軍の管かん轄かつとなっている）のみならず、本来は迎撃任務に当たるはずの戦闘機まで。

　顔を上げたサドニコフ大佐は、司令部の全景を見回した。いくつものコンソールが整然と並ぶ空間は、最大で五〇人ほどの要員が配置につけるようになっている。だが現在、コンソールについている人間はその一〇分の一だ。いかに人員を前線に取られているとはいえ、司令部の機能を維い持じできるギリギリ最低限の数である。

　首都近きん郊こうに新設されたこの航空基地には、公表されていない様々な重要設備が備わっているというのに。

（上は、何を考えている）

　名前から分かる通り、サドニコフ大佐はロシア系だ。帝てい政せい時代に入植した、コサック騎き兵へいの末まつ裔えいである。とはいっても何代にも亘って混血を重ねたため、外見はほとんどガルナ人のそれとは変わらないが。

　何にせよその出自故ゆえにサドニコフ大佐は、同じくロシアの血を引くアタエフ大統領の一族に対して、素そ朴ぼくな親近感と忠誠心を抱いだいていた。だが最近のオルカン大統領代行に対してはそれが揺ゆらぎつつある。

「大佐殿どの」

　部下の報告に、

「どうした？」

「いえ、妙みような反応が──」

「何？」

　顔をしかめたサドニコフ大佐は、大おお股またでその部下のコンソールまで歩み寄った。モニターをのぞきこむが、特に奇き妙みような表示はない。

「消えました。どうやらただのノイズだったようです」

「そうか」

　うなずくサドニコフ大佐だが、心の片かた隅すみにわずかな違い和わ感が過よぎった。少し考えた後、自席に備えられた緊きん急きゆう回線電話の受話器を手に取る。

　上官を呼び出そうとして、その前にふと一つ思いついた。

「念のためだ。あのデカブツに火を入れておけ」

「は？　ですがアレは──」

「分かっている、あくまで念のためだ。責任は私が取る」

　困こん惑わくする部下に、サドニコフ大佐は繰り返した。




「時間だな」

　小声でつぶやいた達哉は、閉じていた目を開いた。

　一号機のコクピット。目の前のスクリーンに映し出されているのは、輸送機から転送された地上の情景だ。

　夜に沈しずんだ大地と、瞬またたくガルナバシュ市街の夜景。その手前に、ちらりと滑走路が覗のぞいている。

「あれか」

　目的地であるガルナバシュ空軍基地の姿を目まの当たりにし、達哉は小さく気合の声を入れた。

（目標は大統領宮殿ですが、市街地への直接降下はリスクが大きすぎます。狙うべきポイントは、ガルナバシュ空軍基地）

　ブリーフィングでベルトランから伝えられた内容を、達哉はあらためて思い起こし、再確認する。

（大統領宮殿地下シェルターの全ぜん貌ぼうは、いまだ不明です。ですが各種の調査により、相当に大規模な『裏口』が、このガルナバシュ空軍基地に開いているのが判明しました。ここから潜入し、地下シェルターを通路として大統領宮殿に向かいます）

（目標は、オルカン・アタエフ大統領代行の身柄。および彼の乗るカエサル・プランの中核機〈ケントゥリア〉の破は壊かいです）

「ああ、やってやるさ」

　二機の輸送機に分乗したＡＳ隊のうち、先せん陣じんを切るのは達哉たちの役目だ。作戦の手順は、全すべて頭に叩たたきこんである。

『一号機の降下ポイント接近。カウントダウンを開始する』

「オシラ４了解、いつでもやってくれ！」

　輸送機のカーゴベイが、ゆっくりと軋きしみながら開く。途と端たんに、激しいアラートが鳴り響ひびいた。

　輸送機の機体が、ガルナスタンの防空網に捉とらえられたのだ。

　ここまでは折りこみ済みの事態、そしてここからが時間との勝負──外部から吹ふきこんだ乱流が荒あれ狂くるう中、達哉は唇くちびるを嚙かみしめる。

『３、２、１──ＧＯ！』

　一号機を固定していた電磁ロックが解除された。格納庫床ゆかのレールを滑すべり落ち、機体は空中へと投げ出される。

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆう感の後、達哉と一号機は見えざる重力の手につかまれた。激しい振しん動どうが、コクピットをシェイクする。

　高度一万メートルからの自由落下──

「……くおっ」

　渾こん身しんの力で、両手両足を広げる。一号機の機体が、風圧に抗あらがいながらそれを模も倣ほうする。マスター・スーツを通して、その重い感かん触しよくを達哉は確かめた。

　機体の回転が止まる。

「ふう」

　ようやく安定したコクピットで達哉は、目まぐるしく変動する計器を確かめる。ＥＣＳを作動させ、機体のセンサを赤外線のパッシブに切り替かえた。

　高度計の数値が、見る見る減少していく。股こ間かんがすっと冷えこむような感覚。眼下の滑走路が、闇やみの中にぼんやりと浮うかぶ。

　──そして次の瞬間、赤く燃え上がった。

「来やがった!?」

　ついに開始された、熾し烈れつな対空射しや撃げき。

　各種の地対空ミサイルが、高こう射しや砲ほうが、機関砲が、濃のう密みつな砲火を一号機と輸送機に向けてきた。

　展開したＥＣＳのため、狙ねらいは甘い。だが、そもそも数が多すぎるのだ。

「宮きゆう殿でんへの直接降下よりはマシって、これでかよ!?」

　思わず焦あせりの叫さけび声を、達哉は上げた。

　このままでは──

『こちらオシラ４、これより降下を開始！』

　絶ぜつ妙みようのタイミングで、ユースフからの通信が入った。

　夜の上空、砲火に照らされた輸送機から、新たなＡＳが切り離はなされた。闇に溶とけこむ黒い機き影えいは、ユースフの〈レイヴン〉三号機だ。

『待たせたな、タツヤよ』




　ガルナバシュ空軍基地の防空司令部は、突とつ然ぜんの喧けん噪そうに叩きこまれていた。

「動かせる戦闘機は、片かたっ端ぱしから上げろ！　スクランブルだ！」

　目を血走らせた当直のサドニコフ大佐が、やつぎばやに命令を出す。

　叩き起こされた司令部要員が次々と駆かけこみ、コンソールについていく。だがその中に、彼の上官であるサンジャール少将の姿はない。ガルナバシュ市内の自宅から急行しているようだが、まだ時間がかかりそうだ。

　当面、サドニコフ大佐が指揮を執り続けねばならない。

「他の基地にも援えん軍ぐんを呼べ！　やつらを生かして返すな！」

　サドニコフ大佐はかつて、生きつ粋すいの戦闘機パイロットだった。ソ連空軍時代末期の内戦では、実戦も経験している。

　そんな彼にとって、他人から殴なぐり飛ばされた時の反応など、一つしか存在しない。相手がマットに倒たおれこむまで殴り返せ、だ。

「……これは？」

　と、部下の一人が怪け訝げんそうな声を上げた。発着陸担当の航空管制官だった。

「どうした？」

「いえ、通信が途と絶だえ──うわっ!?」

　不意に悲鳴を上げた管制官が、ヘッドセット型の通信機を放ほうり出して悲鳴を上げる。床に落ちた通信機のスピーカーからは、ひび割れた雑音が破われ鐘がねのように響いている。

「これは!?」

　驚おどろいている暇ひまはない。同様の事態は、あっという間に司令室中へと広がっていた。思わぬ異変に目を見開いたサドニコフ大佐は、反射的に自分のコンソールを確かめ──そして今度こそ絶句した。

　激しく明めい滅めつするモニターには、何の意味もない数字の羅ら列れつしか映っていなかった。慌あわててマウスを操作しようが、キーボードを叩こうが、全く何の反応も返ってこない。

「どうなっている？」

　その疑問に答えられる者は、誰だれ一人ひとりとしていなかった。




「他愛たわいなし」

　秀しゆう麗れいな顔に笑えみを浮かべ、ユースフは一人つぶやく。彼の乗る〈レイヴン〉三号機の背部では、展開した三機のレドームが静かに回転していた。

　三号機の強力な電子戦能力と、それを自在に操あやつるユースフの卓たく越えつした技術は、ガルナバシュ空軍基地の旧式なシステムを瞬時に制圧していた。

　すでに無線による通つう信しん網もうは断たち切られ、レーダーもほぼ機能を停止している。言わば敵から、目と声を奪うばった状態だ。

　現に滑かつ走そう路ろ上で戦せん闘とう機が、司令部からの誘ゆう導どうを受けられずにまごついている。その姿を見て、ユースフは小さくつぶやいた。

「Ｍｉｇ─25か、何ともはや」

　旧ソ連で開発された迎げい撃げき戦闘機だ。かつてはラシッド空軍でも採用されており（現在では全機が退役済み）、その機影には奇妙な感かん慨がいを感じる。

　だがいくら旧型機とはいえ、マッハ３を超こえる速度は脅きよう威いだ。上空に上げてしまえば護衛なしの輸送機など、ひとたまりもない。

「行けい、タツヤよ！」

『応ともよ！』

　打てば響くように、達哉が答える。同時に先行して降下する一号機の腰よう部ぶで、プラズマの奔ほん流りゆうが煌きらめいた。




「ブースト！」

　達哉の叫びと共に、一号機のアジャイル・スラスタが作動した。

　下方向への噴ふん射しやで落下速度を急制動、続いて横方向へのスライドと、緩かん急きゆう入り乱れた動きで濃密な砲火をかいくぐる。

　いかに砲門数が多くても、当てずっぽうでは今の〈レイヴン〉を捉えることはできない。

　見る見る拡大する眼下の情景。達哉の狙う標的──Ｍｉｇ─25戦闘機の姿が、見る見る拡大される。

「もらったぁっ！」

　アジャイル・スラスタの噴射で落下速度を減げん殺さいしつつ、一号機は叩きつけられるような勢いで着地した。殺しきれない衝しよう撃げきに揺ゆさぶられつつ、達哉はスラスタを操作。後方への推進で機体のベクトルを水平方向にねじ曲げつつ、〈ドラゴンフライ〉を滑走路へと突つき立てる。

　ガリガリと地面を削けずりながらの急制動。そのままようやく加速を始めたＭｉｇ─25へと突とつ貫かんする。

「遅おそいんだよ！」

　一いつ閃せん──

　抜ぬき打ちの一〇式単分子カッターが、Ｍｉｇ─25の機体を叩き斬きった。空に上げれば手のつけようがない超ちよう音おん速そく機でも、機先を制して地上で仕留めるのならば、ＡＳでも対処は可能なのだ。

　航空燃料に引火したのか、爆ばく発はつ炎えん上じようするＭｉｇ─25。さらに上空から、ＡＳライフルの掃そう射しやが降り注ぐ。ユースフの〈レイヴン〉三号機と、ロニーのＭ９〈シグマ〉だ。

「これで、滑走路は潰つぶした！」

　目的の第一段階は達成、続いては対空火力の掃そう討とうだ。そうすれば安心して、Ｃ─17の二番機からアデリーナたちの乗る後続の機体を降ろせる。

「悪く思うなよ！」

　慌てて水平射撃を行おうとする、自走化・あるいは自動車化された対空砲群。その只ただ中なかに、達哉と一号機は飛びこんだ。




　基地の防空司令部は、虚むなしい喧噪に包まれていた。

　詰つめた要員たちは何とか指揮系統を復旧しようとコンソールに向き合い、あるいは通信機に呼びかけている。だが、それらの全すべては何ら成果を上げていない。

「どうだった？」

　駆けこんできた部下の少しよう尉いに、サドニコフ大佐はそう尋たずねた。伝令として出したのだが、打ちのめされた表情で首を横に振ふっている。

　それだけで、結果は分かった。

「全ぜん滅めつ、か……」

　呻うめいたサドニコフ大佐は、自分のコンソールから緊きん急きゆう回線電話に手を伸のばす。現状でも、有線の通信なら取れるのだ。

（司令部に、事態を報告せねば）

　だが受話器を手に取ろうとした瞬間、向こうから着信が入る。怪訝に思う暇もなく、交信に応じた。

『ずいぶん苦戦しているみたいじゃないか』

「オルカン閣下!?」

　出た相手に、サドニコフ大佐は驚いた。

『申し訳ありません、小官の不徳の致いたすところであります』

「言葉だけで謝られてもねえ」

　オルカンの声には、明らかな嘲ちよう弄ろうの響ひびきがあった。

『ま、放っておくわけにはいかないさ。後は僕たちが何とかするから、君たちは大人しくしていてくれたまえ』

「閣下、まさかあれを？」

『そうだけど？　何か代案でもあるのかい？』

「────」

　あるはずもなかった。沈ちん黙もくするサドニコフ大佐を、オルカンは再び笑う。

『結構だよ。それでいいんだ』




　三号機のコクピットに、警報が鳴り響いた。

「やはりな」

　ユースフは慌てず騒さわがず、機体腰部の小型スラスタを作動させた。三号機は滑すべるような動きで、横合いからの弾だん幕まくを回かい避ひする。

　続いてデータリンクを介かいし、味方の各機に奇き襲しゆうをかけてきた敵機の情報を送信する。そう、不可視型ＥＣＳに身を隠かくしたＡＳの姿を。

『は、つつけば狐きつねは巣穴から飛び出してくる──ってか!?』

　達哉が通信機の向こうでそう言うのと同時に、周囲の空間が陽炎かげろうのように揺らめく。初撃の奇襲にしくじった敵機が、全力の戦闘機動を行うべく、不可視型ＥＣＳによる擬ぎ装そうをかなぐり捨てたのだ。

　闇やみの中で赤い十字眼が、いくつもいくつも瞬またたく。五機ほどの〈ケントゥリア〉が、姿を現した。

「ほう、そなたにも狩かりの妙みよう味みというものが、多少は分かったとみえる」

　だが、ユースフに焦りの色はない。むしろ、これで『裏口』の存在について確証が得られたようなものなのだから。

　予定では、アデリーナ・菊乃・サミーラによる第二陣じんの降下まで残された時間は、およそあと五分。

（それまでに基地を制圧せねば）

　そして全機で、『裏口』から地下シェルターに侵しん入にゆうし、大統領宮きゆう殿でんを目指す。残された時間は、非常にタイトだ。

　だがその直後、ユースフの想像をはるかに超えた出来事が起こる。

　突とつ如じよとして、格納庫の一つが吹ふき飛んだのだ。

『何だ!?』

　達哉が驚きの声を上げた。

『事故!?　それともまさか自じ爆ばくか？』

『いや、僕には今の爆発が、格納庫内部からのものに見えた。違ちがうかな、ユースフ殿でん下か？』

「少々待たれよ」

　達哉と対照的に冷静さを崩くずさないロニーの声。彼に促うながされユースフは三号機のセンサを炎えん上じようする格納庫に向ける。その時だった。

　地じ響ひびきのような足音を立て、それは姿を現した。

　炎ほのおの中で揺らぐ巨きよ大だいな影かげ。

『な、何だよあれは!?』

　喘あえぐような声で、達哉は叫さけんだ。ユースフは言葉もなく、三号機が収集・解かい析せきした各種データと、過去のそれをつき合わせる。

　間違いない。以前にクララが『守護天使』から伝えられたという名前を、ユースフはつぶやいた。

「──〈ベヘモス〉！」

　全高四〇メートルという、通常のＡＳの五倍に達する巨きよ軀く。全身に満まん載さいされた無数の火器。両手に一ひと振ふりずつ携たずさえた手斧ちような。

　夜闇の中、炎に赤々と照らし出されたその姿は、魔獣ベヘモスの名にふさわしく強きよう壮そうで、歪いびつで、禍まが々まがしかった。さらにその周囲を、随ずい伴はんの〈ケントゥリア〉が固め、陣を敷しいている。

『あれが、お前たちが中東でやり合ったって化け物か』

　達哉の呻きと同時に、〈ベヘモス〉の全身でぶ厚い装そう甲こうが展開した。その下から現れる、無数の銃じゆう眼がん。

「来るぞ！」

『うおっ!?』

〈ベヘモス〉の巨体に満載された火器が、一いつ斉せいに火を噴ふく。速そく射しや砲ほうが、機関砲が、対戦車ミサイルが、上空から滝たきのように降り注いだ。圧あつ倒とう的な火力に晒さらされ、Ｄ．Ｏ．Ｍ．Ｓ．側の三機は散開する。

　そんなユースフたちの機体を牽けん制せいすべく、見事な連れん携けいで後方に回りこもうとする〈ケントゥリア〉たち。まずはそちらから潰したいところだが、〈ベヘモス〉の猛もう攻こうに回避を強しいられ、腰こしを据すえて攻こう撃げきに移れない。

「最悪だ」

　予想外の伏ふく兵へいの登場に、ユースフも焦あせりを覚える。

　あの〈ベヘモス〉が居座っている以上、輸送機は近づけない。何せ相手は搭とう載さいした地対空ミサイルによる迎げい撃げきで、米軍のＦ─16戦せん闘とう機を撃げき墜ついした化け物なのだ。鈍どん重じゆうな輸送機など、射的の的にしかならないだろう。

　かといって、ここで〈ベヘモス〉相手に正面から全力で交戦しては、貴重な時間を湯水のように蕩とう尽じんしてしまうことになる。

（ならば、打つ手は一つ）

　すぐさま決意したユースフは、達哉とロニーに通信を繫つなぐ。

「オシラ５より各機へ。これよりプランＢに移行する。よろしいかな」

『セプテンバー６了りよう解かい。確かに、他に手はなさそうだ』

　即そく座ざにロニーから同意が返ってきた。おそらく、ユースフと同様の判断を、すでに下していたのだろう。

『オシラ４了解だ。くそ、やるしかないよな』

「では、いざ」

　不可視型ＥＣＳ起動。三号機の全身で装甲が展開、ＥＣＳのレンズが露ろ出しゆつするのと同時に、その機き影えいが闇に溶とけこむ。ロニーの〈シグマ〉も同様に。

　互たがいの機体がほぼ同水準のＥＣＳと対ＥＣＳセンサＥＣＣＳで喰くい合っている現状では、不可視型ＥＣＳはほぼ無用の長物だ。莫ばく大だいな電力の浪ろう費ひによって機動性が低下するだけで、あっという間に敵機に補ほ捉そくされてしまう。精せい々ぜい一いつ瞬しゆんの目くらましになるかどうか。

　だがその一瞬の目くらましが、有効な状じよう況きようというものもある。

「我ら二人で彼奴奴きやつめを仕留めるぞ、タツヤ。一刻も早くな」

『おう！』

　達哉とそう応答しつつもユースフは、心中でもう一機の僚りよう機きにも呼びかけていた。

（任せたぞ、ゼンメルヴァイス兵へい曹そう）




「任されたよ」

　ユースフの声が聞こえていたわけではないのだが、ちょうどそのタイミングでロニーはつぶやいていた。

　彼と愛機のＭ９〈シグマ〉は不可視型ＥＣＳで身を隠しつつ、戦場を静かに離り脱だつしていた。二機の〈レイヴン〉、および交戦する〈ベヘモス〉と〈ケントゥリア〉隊には、目もくれない。

　彼が目指すのはその後方、〈ベヘモス〉が姿を現した格納庫──正確には、その残ざん骸がいである。

「あそこか」

　プランＢは、ガルナバシュ空軍基地の防衛が予想以上に堅けん固ごだった場合のものだ。この場合は地下シェルターへの侵入を、ＡＳ六機による強きよう襲しゆうではなく、単機による隠おん密みつ潜せん入にゆうに切り替かえることとなっている。

　要するに達哉とユースフの〈レイヴン〉で敵の目を引きつけている間に、ロニーの〈シグマ〉が『裏口』からシェルターに忍しのびこむのだ。

　炎上する格納庫の内部を、各種センサで探査。炎と瓦が礫れきに阻はばまれつつも、〈シグマ〉は直に目的のものを発見した。

　ぽっかりと開いた、巨大なエレベーター・シャフトの縦穴を。さすがに〈ベヘモス〉が上下できるサイズではないところを見ると、あの化け物は元々地上の格納庫に設置されていたらしい。

「ここか」

　炎を突つっ切り、〈シグマ〉は駆かける。そして地の奥へと続く縦穴の奥へと、躊躇ためらわず身を躍おどらせた。

　同時に壁へき面めんへと、右手のワイヤーガンを撃うちこんだ。頑がん強きようなコンクリートに深々とアンカーが食いこみ、〈シグマ〉の機体を支える。

　制せい御ぎよされた落下とでも言うべき高速で、ロニーと〈シグマ〉はシャフトを下っていった。ＳＥＡＬｓの名に恥はじない見事な懸垂下降ラペリングなのだが、それを目にするものは誰だれ一人ひとりとしていない。

（さてと、情報が正しかったらそろそろだけど）

　呼び出した地下シェルターの不完全な地図を、ロニーは確かく認にんした。無計画な拡張の果てに、まるで迷路のように入り組んだ構造をしているものの、ＡＳが通過できるサイズのものは限られている。

　下層部の主要通路を進むのは論外だ。この地図によると、もう少し下ればちょうど良い迂う回かいルートがあるはずなのだが。

「あれか」

　シャフトの壁面に開いた横穴の入り口を確認し、ロニーは小さく笑った。不完全な地図だが、少なくとも現実には存在しない通路を『有る』と誤記しているようなことはなさそうである。

（いや、そう判断するのも早計か）

　気を引き締しめ直し、ロニーは〈シグマ〉の機体を横穴の入り口へと寄せる。ＡＳサイズにしては狭せまいが、匍ほ匐ふく前進の姿勢なら何とか進めそうだ。

　さらに横穴の入り口へと、小型の通信アンテナを設置した。地上に残した本隊と、地下の〈シグマ〉を無線で繫ぐためのものだ。前進しつつこれを適てき宜ぎ設置することで、ロニーは〈レイヴン〉たちへとシェルターの情報を送り続けることができる。

　地上で〈ベヘモス〉等を排はい除じよした後に〈レイヴン〉たちがシェルターに突とつ入にゆうする際、このデータは大いに役立ってくれることだろう。

（できれば、僕だけで片付けたいところだけどね）

　そうつぶやくオペレータを乗せ、〈シグマ〉は前進を開始した。




　のしかかるような〈ベヘモス〉の巨体は、スクリーン越ごしに見上げるだけでも本能的な恐きよう怖ふ心しんをかき立てる。

「ブースト！」

　左右から躍りかかる〈ケントゥリア〉を、右方向へのスラスタ機動で振ふり切る。一号機は〈ベヘモス〉を中心にした円えん弧この軌き跡せきを描えがきつつ、両りよう腕うでを向けた。

　トリガーを引く達哉。一号機の両腕にＡＯＡ方式で搭載されていた散弾砲シヨツトキヤノンが、続けざまに火を噴いた。

　弾だん種しゆは徹てつ甲こう、この距きよ離りと標的のサイズなら、闇雲に撃ってもまず外さない。実際、ただ出で鱈たら目めに乱射されたかに見えた五七ミリ徹甲弾だが、その全すべてが〈ベヘモス〉へと命中した。

　そして、その全てが弾はじき返された。全身を覆おおう強きよう靭じんな複合装甲に守られ、〈ベヘモス〉は小こ揺ゆるぎもしていない。

「戦車並みの装甲ってか、クソッタレ」

　低い声で達哉はそう言った。

『タツヤよ、あれをＡＳとは思うなよ』

「見りゃ分かるよ、そんなもの」

　もし戦車という火力と装甲の塊かたまりに対してＡＳが挑いどむ場合、方法は二つある。

　一つは戦せん車しや砲ほうの射程外まで距離を取り、対戦車ミサイル等でアウトレンジすること。だが現状では不可能だ。一号機も三号機も。ミサイルを装備していないだけではない。〈ベヘモス〉のアクティブ防ぼう御ぎよシステムは、超ちよう音おん速そくで飛来するミサイルを撃ち落とすだけの精度がある。

　そしてもう一つは、至し近きん距離まで接近し、単分子カッターや対戦車ダガーで急所を一撃すること。

（〈ベヘモス〉の急所って、確か──）

　ユースフが作成した、クルディスタン戦の報告書の内容を、達哉は懸けん命めいに思いだし、反はん芻すうした。狙ねらうべき急所は〈ベヘモス〉の後頭部、うなじに埋うめこまれた特とく殊しゆ通信用のアンテナだ。

〈ベヘモス〉もインペリウム・ネットワークに接続された機体である以上、そのネットワークから切り離はなせば、無力化できるのだ。

　実際、クルディスタンの戦闘ではクララとサミーラの複座式九六式改が、遠距離狙そ撃げきでそのアンテナを撃ち抜ぬき、その一発で〈ベヘモス〉を仕留めたのだ。何らかの対策が施ほどこされている可能性も高いが、試ためしてみる価値もある。

「ユースフ、〈ケントゥリア〉を抑おさえておいてくれ」

『仕し掛かけるのか、タツヤよ？』

　返答代わりに達哉は、操縦スティックを思いっきり押しこんでいた。アジャイル・スラスタ全力稼か動どう。

　凄すさまじいＧに、達哉は意識を持っていかれそうになる。プラズマ化した推すい進しん剤ざいの奔ほん流りゆうを盛せい大だいに撒まき散らしながら、一号機は〈ベヘモス〉へと突っこんだ。

「おおおおおっ！」

　頭上から降り注ぐ鉄火の中、達哉は吼ほえた。

　速そく射しや砲ほう、ロケット弾、対戦車ミサイル、機関砲──襲おそい来る弾だん幕まくを一号機は強ごう引いんなスラスタ機動の連続で回かい避ひしつつ、〈ベヘモス〉へと迫せまる。

　ユースフの三号機へと、意識を向ける。だが今のユースフは、随ずい伴はんの〈ケントゥリア〉を引きつけるので手て一いつ杯ぱいだ。

『後、少し──』

　その瞬間、〈ベヘモス〉が動いた。一号機の突とつ貫かんに機を合わせ、迎むかえ撃つため大上段から右の手斧ちようなを振り下ろす。

　その一撃は、深々と地を抉えぐっていた。だが──

「遅おそい！」

　間かん一いつ髪ぱつの跳ちよう躍やくで、達哉は〈ベヘモス〉の斧おのを回避していた。

　そのまま、巨きよ大だいな手首に着地しスラスタ再点火。腕を足場にし、一気に〈ベヘモス〉の上体へと駆け上る。

　振ふるわれる〈ドラゴンフライ〉──〈レイヴン〉の機体そのものが一本の矢と化し、〈ベヘモス〉の頭部を射い貫ぬこうと迫る。

　だがその瞬間、一号機のスクリーンが塞ふさがれた。不意に機体の前方へと、巨大な壁かべが現れたのだ。

「何だぁっ!?」

　驚おどろく間もなく、一号機は正面からその壁に突っこんでいた。強きよう烈れつな振しん動どうが、達哉と機体を揺ゆさぶる。

（今のは……手の平か!?）

　そう、一号機の突貫に対して迎げい撃げきも回避も無理と判断した〈ベヘモス〉は、左手をかざしてその突とつ撃げきを受け止めたのだ。巨体からは想像もつかない、恐おそるべき敏びん捷しようさと器用さである。

「くそ!!」

　離脱しようとする達哉だが、驚きが貴重な数秒を奪うばっていた。広げられていた左手が閉とざされて、一号機の機体を鷲わしづかみにする。さらにその上から、無傷の右手までが重ねられた。

（こいつ、俺を握にぎり潰つぶす気か？）

　規格外の圧力に晒さらされた〈レイヴン〉の強靭な機体フレームが悲鳴を上げる中、達哉は蒼そう白はくになっていた。




　入り組んだ地下シェルターの通路を、ロニーの〈シグマ〉は急ぐ。

「また、行き止まりか」

　地図では存在していたはずの通路が、眼前で途と切ぎれている。封ふう鎖さしたのではなく、拡張の途と中ちゆうで放ほう棄きされたようだ。

　地図の通りだと、宮きゆう殿でんの地下へと至る近道のはずなのだが。

　実際、シェルターの規模そのものはそこまで巨大なものではない。大統領宮殿からガルナバシュ空軍基地まで、直線距離にしておよそ五キロメートル。だがシェルター内部の複雑な構造が、迷宮のようにロニーの進路を遮さえぎっていた。

　ため息をこらえつつ、地図のデータを更こう新しん。それらの情報を、シェルターの要所要所に設置したアンテナを介かいして、三号機へと転送する。

　と、〈シグマ〉の高精度な振動センサが、こちらに接近するビークルを捉とらえた。

（またか）

　不可視型ＥＣＳを作動させつつ、〈シグマ〉は音もなく跳躍。シェルターの天てん井じように張りついた。待つことしばし、眼下の通路を二機の〈ケントゥリア〉が通過する。

　息を殺したロニーの〈シグマ〉に、〈ケントゥリア〉は気づかない。行き止まりまでを確認した後、元の通路まで戻もどっていく。

　シェルターに潜せん入にゆうして以降、ＡＳや歩兵のような敵戦力に遭そう遇ぐうしたのは、これで一二度目だ。その全てでロニーと〈シグマ〉は一度も気づかれず、一発の弾丸も撃たず、やり過ごしている。

　高性能の不可視型ＥＣＳに、静せい粛しゆく性を追求した駆く動どう系といった、〈シグマ〉のステルス能力。そしてその性能を引き出すロニーの技能が、それを可能にしていた。

　さて、次は──更新した地図を見やりながら、ロニーは次の進路を定めた。




　耳をつんざく轟ごう音おんと共に、〈ベヘモス〉の上体が大きく揺らいだ。

「今度は何だ!?」

　そして、達哉は見た。夜空に咲さいた、三つの白いパラシュートの花を。後続の輸送機から、三機のＡＳが降下してくる。

「来たか！」

　うち一機、アデリーナの〈レイヴン〉二号機は、降下中にもかかわらず〈ゴルゴン〉破は砕さい砲ほうの長大な砲身を、腰こし溜だめに構えている。その砲門は、ぴたりと〈ベヘモス〉に据すえられている。

「あの不安定な状態で、初弾を当てたのかよ。相変わらずとんでもないな」

　一五五ミリ榴りゆう弾だんの直撃は、〈ベヘモス〉にも堪こたえたようだ。大きくたたらを踏ふみながらも、全身の砲門を降下してくるＡＳに向ける。

　だが──

「俺を忘れているんじゃねえよ！」

〈ベヘモス〉の両手が、わずかだが緩ゆるんでいた。脱だつ出しゆつするため、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスである。

　アジャイル・スラスタ作動。一号機の機体が大きく旋せん回かいし、その勢いで両手の〈ドラゴンフライ〉を振り回す。

〈ベヘモス〉を人間にたとえたならば、握り締めた両手の中で電動ミキサーの刃やいば部分が回転したようなものだ。左右のマニピュレータがズタズタに引き裂さかれ、解放された一号機が回転しながら飛び出した。

「これで、トドメ！」

　両手を失った〈ベヘモス〉に、空中突撃をかける一号機。〈ドラゴンフライ〉が唸うなり、横よこ薙なぎの一撃が〈ベヘモス〉の頭部を斬きり飛ばした。

　急所のアンテナを破は壊かいされ、崩くずれ落ちる〈ベヘモス〉。取り残された〈ケントゥリア〉の間に、存在するはずのない動どう揺ようが走る。

『お見事です、達哉さん』

　立ちつくす〈ケントゥリア〉の只ただ中なかへと、いち早く菊乃の〈レイヴン〉四号機が降り立った。巨きよ軀くから繰くり出される二振ふりの剣けん閃せんが、まるで草でも刈かるかのように無人ＡＳを斬り捨てていく。

『……ナイスアシスト』

『いくぜいくぜいくぜぇっ!!』

　空中から複座型〈シャドウ〉の構えた長大な狙撃砲が火を噴ふく。精密無比な射撃が、次々と〈ケントゥリア〉を撃うち倒たおした。

　そして、最後に──

『すまない、遅おくれた』

　パラシュートを切り離し、重火器を満まん載さいした二号機が着地した。そのすぐ傍かたわらに、達哉の一号機も降り立つ。

「いいってことよ。とにかく時間がない、急ぐぞ」




　狭せまい作業用のシャフトを抜けた先には、広大なドーム状の空間が広がっていた。

「ここは？」

　地図に載のっていないデータに、ロニーは顔をしかめた。ちょうど天井の中心部に開いた換かん気き口じみた穴から、〈シグマ〉は身を躍おどらせる。

　衝しよう撃げき吸収装置が作動。一〇トンを超こえる機体が、ほとんど音を立てることなく静かに降り立つ。

「さて、そろそろゴールだけど──」

　機体のセンサには、何も反応がなかった。

　ＡＩも、何ら警告を発していなかった。

　だがその瞬しゆん間かんロニーはためらわず機体のペダルを踏みこんだ。

　コンクリートの床ゆか面めんに、機体を投げ出す〈シグマ〉。その頭上すれすれを、単分子カッターの斬ざん撃げきがかすめる。

　もし一瞬でも反応が遅れていたら、ロニーの肉体はコクピットブロックごと両断されていただろう。背筋を悪お寒かんがかける。

（こいつは！）

　振ふり向きざま、背後の影かげに頭部機関砲を乱射する。ＡＳ同士の戦せん闘とうでは牽けん制せいにしかならない小口径弾だんだが、敵機の動きはわずかに鈍にぶった。

　その隙すきをついて〈シグマ〉は、床を転がりながら距きよ離りを取る。すぐさま膝ひざ立だちの体勢に跳はね起き、構えたＡＳライフルの砲門を敵機に向けた。

　両手に単分子カッターを構えた、『一ツ目』のＡＳ。その機体とロニーは先日、アフガンの戦場で束つかの間の邂かい逅こうを果たしていた。

「ステファン・イリイチ・ミハイロフ……」

『ほう、あの時のＳＥＡＬｓか。せっかくの釣つりだというのに、これはとんだ外げ道どう魚がかかったものだ』

　感情のこもらぬ無機質な声が、低く響ひびく。

『時間が惜おしい。手早く片付けさせてもらうぞ』




　　　　３




　首しゆ尾びよく〈ベヘモス〉と〈ケントゥリア〉隊を片付けた達哉たちは、地下シェルターへの突とつ入にゆうを開始する。

『ロニーに早く追いつかねーとな』

　勢いこんだクララの声にも、若じやつ干かんの焦あせりがにじんでいるように聞こえた。

　とはいえ〈レイヴン〉にも〈シャドウ〉にも、Ｍ９のようなワイヤーガンは内蔵されていない。そのため各機とも、手持ち式のウインチを使ってエレベーターシャフトを降下する。

「何つーかこういう細かいところ、アメリカのＡＳはよくできているよな」

『同感だ』

　ややぼやき混じりな達哉の感想に、アデリーナも同意した。

　ちなみに彼女の二号機は現在、火力重視のブラスト仕様ではあるものの、野戦用の榴りゆう弾だん砲ほう等は装備していない。右腰こしには七連装砲身の三〇ミリガトリング砲を、左腰には短砲身の滑かつ腔くう砲を、それぞれマウントしている。

　地下シェルター内部という閉へい鎖さ空間での戦闘に合わせたものだ。

『このまま最下層まで降り、主要通路を直進する』

　ユースフの出した指示に、菊乃が疑問を挟はさんだ。

『あら、迂う回かいして隠おん密みつ行動をとる予定では？』

『時間が惜しい。それに先行したセプテンバー６から送られたデータで、複雑に入り組んだシェルター内部の構造もあらかた判明しておる』
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『……後は最短ルートを突とつ破ぱして〈シグマ〉との合流、および大統領宮殿を目指す』

　いつも通り平板なサミーラの声にさえも、ある種の熱が籠こもっていた。

「ユースフ、下の状じよう況きようは？」

『問題ない』

　ちなみに降下する〈レイヴン〉隊に先だって、三号機のコントロールする偵てい察さつ用の無人ドローンが、最下層へと侵しん入にゆう済みだ。ローターで浮ふ遊ゆうし、光学式と赤外線式のセンサを備えたのみという簡素な構造だが、前方の安全確認には十分な性能である。

『確認できる範はん囲いに、敵てき影えいはおらぬ』

「なら、ＯＫ」

〈レイヴン〉たちが降り立ったシェルター最下層は、ガランとした空くう虚きよなホール状の空間だった。

　ほぼ立方体をしており、床も壁かべもコンクリートの打ちっぱなしで、一辺には達哉たちが降りてきたエレベーターシャフトが、その対面には主要通路へと続く鉄てつ扉ぴが、それぞれ据え付けられている。

『ロニーの様子はどうなってんだ？』

『かなり先へと進んでおるようだな。どうやら地図にはない、ドーム状の空間を発見したようだが』

　そんな通信を交かわしながら、主要通路を直進する──その、矢先だった。

『待て！』

　先頭を進む達哉の一号機に、三号機から切せつ迫ぱくした声の通信が入る。

『セプテンバー６との交信が、途と絶だえた』

「何!?」

　驚おどろく間もなく、前方から火線が叩たたきつけられた。

　十字路の角に身を潜ひそめた〈ケントゥリア〉が、手にしたライフルの砲門をこちらに向けている。

「待ち伏ぶせか!?」

『後ろからもだ』

　見ると後方からも、〈ケントゥリア〉の機影が迫せまってきている。

「こいつら、どこから!?」

『おそらくＥＣＳ等でこちらをやり過ごしたのだろう。不覚であった』

　ユースフの声にも悔かい恨こんがにじんでいた。

「挟み撃ちか……」

　達哉が呻うめいた時だった。

『それならば──』

　二号機のガトリング砲が火を噴いた。強きよう烈れつな掃そう射しやが、後方から迫る〈ケントゥリア〉の一機を吹き飛ばす。

『ここはわたくしたちにお任せください』

　反撃の掃射に強きよう靭じんな装そう甲こうで耐たえつつ、四号機が二振りの単分子カッターを抜ぬき放つ。

「二手に分かれるってことか」

　確かに火力に優すぐれた二号機と、装甲防ぼう御ぎよ力を重視した四号機ならば、敵機の足止めに最適だ。彼女たちの稼かせいだ時間で、機動性に勝まさる一号機と三号機、そして〈シャドウ〉が奥へと向かう。

　確かに合理的な判断ではある。

　だが──

『そんなにわたしが信じられないのか、タツヤ』

　アデリーナの静かな声が、達哉の躊ちゆう躇ちよを断ち切った。

「背中は任せるぞ」

『了りよう解かいした』

『わたくしのこともお忘れなく』

「おう」

　達哉が答えるのと同時に、一号機のスラスタにプラズマが灯ともる。

「遅れるなよ、ユースフ、サミーラ！」

　前方の〈ケントゥリア〉へと躍りかかりつつ、達哉は吼ほえた。




「始まったようだね」

　奇き妙みような静せい寂じやくの中で、オルカンの意識は微睡まどろんでいた。

　彼の乗る〈トゥリヌス〉のコクピットは、通常のマスター・スーツ等が排はい除じよされているため、ＡＳのコクピットとしては例外的に広い。そのシートでオルカンは、まるで眠ねむっているかのように目を閉じている。

　だがその脳のう裏りには、今もシェルターの各所で繰り広げられている戦闘の情景が、鮮あざやかに浮うかび上がっていた。

　ＴＡＲＯＳを介かいし、〈トゥリヌス〉の──そしてインペリウム・ネットワークの中ちゆう核かくである超ちよう高こう性せい能のうＡＩ〈カエサル〉から送られてきたものだ。

『いいのかね、上は大おお騒さわぎだろうに』

　クルピンスキーの〈レガトゥス〉から、通信が入った。かすかな雑音に苛いら立だちを覚えつつ、返事をする。

「べつにいいさ、そんな俗ぞく事じ」

　君のことも含ふくめてね──とはさすがに口にせず、オルカンは再び意識を戦せん況きようへと引き戻もどした。正確には、最前線をひた走る一機のＡＳへと。

「やるねえ、タツヤ」

　賞賛と嘲ちよう笑しようのない混じった声を、オルカンは上げた。

「なら、こういう手はどうだい？」




『この先だ』

　通信機から聞こえるユースフの声は、冷静と緊きん張ちようの狭はざ間まで揺ゆれている。

『この先のドームで、セプテンバー６との交信が途絶えた』

「了解」

　短く答えた達哉は、正面のスクリーンをにらんだ。直進する通路の突つき当たりに、ゲートの鉄扉が見える。

　あの奥に、ロニーがいるのだろうか？　かすかな疑問が達哉の脳裏を過よぎったその時だった。

　アラートが、一号機のコクピットに響く。

「敵か！」

　行く手の天てん井じように張りついた、茫ぼう洋ようとした影のような何かの存在が、スクリーンに映し出される。

　不可視型ＥＣＳで身を隠かくした敵機を、三号機の高精度なＥＣＣＳが探知、その情報を一号機に転送したのだ。もし一号機や〈シャドウ〉単体だったら、果たして先んじて気づけたかどうか。

　奇き襲しゆうの失敗を悟さとった敵機は、一いつ斉せいにＥＣＳを解除した。現れた〈ケントゥリア〉は三体、天井から眼下の一号機に躍おどりかかろうとする。

　が──

『させねえよ！』

　後方で素す早ばやく立射姿勢を取った〈シャドウ〉が、長大な狙撃砲の砲門を〈ケントゥリア〉へと向けた。続けざまに二度、発砲。いずれも正確に、敵機の中心を射い貫ぬく。

「サンクス、クララ！」

『は、アサメシマエだっての』

　しぶとく襲おそいかかってきた三機目の〈ケントゥリア〉に、一号機はカウンターで〈ドラゴンフライ〉を繰くり出した。

　一いつ閃せん──

　繰り出された十文字槍やりが、いまだ空中にいた〈ケントゥリア〉を田でん楽がく刺ざしに仕留めた。コクピットの達哉にも、マスター・スレイヴのフィードバックを介して、重い手て応ごたえが伝わる。

　まるで断だん末まつ魔まのように大きく痙けい攣れんする、〈ケントゥリア〉の機体。その十字眼が赤く明めい滅めつするのを見た途と端たん、達哉の背筋に悪寒が走る。

「何かやばい、離はなれろ!!」

　得体の知れない山やま勘かんに駆かり立てられ、達哉はそう怒ど鳴なった。同時に〈ケントゥリア〉ごと〈ドラゴンフライ〉を放ほうり投げ、アジャイル・スラスタに点火。全力のブースト機動で前方へと離り脱だつする。

　次の瞬しゆん間かん、〈ケントゥリア〉の機体が爆ばく発はつした。

「うおっ!?」

『くっ！』

『にょわっ!?』

『……きゃあ』

　爆風に巻きこまれた一号機の機体が宙に舞まい上がり、そして床ゆか面めんへと叩きつけられる。とっさの受け身で衝しよう撃げきを殺し、達哉は呻いた。

「まさか自爆までかましてくるのかよ……」

　もし気づかずにあのまま巻きこまれていたら、おそらく一号機は大破、達哉も無事では済まなかっただろう。一号機が立ち上がるのと同時に周囲の状況を確かく認にんし──達哉は顔を引きつらせた。

〈ケントゥリア〉の自爆に巻きこまれ、シェルターの天井が崩ほう落らくしていた。大量の土砂とコンクリートの残ざん骸がいにより、完全に通路が塞ふさがれている。

　ご丁てい寧ねいなことに、その向こうにいるはずの三号機や〈シャドウ〉とも、通信が繫つながらない。

（どうする？）

　合流しようにも、土砂の除去は論外だ。時間がないし、事前の準備や調査なしで下手に手を出せば、さらなる崩落を招く危険がある。

　かといって迂う回かいしようにも、一号機の前にあるのはドームへと続くゲートのみ。その鉄てつ扉ぴが、軋きしみながらゆっくりと開いていく。

「次のステージってか？　出来の悪いゲームじゃあるまいし」

　鼻を鳴らす達哉だが、どうやら今は相手の思おも惑わくに乗るしかなさそうだ。たとえ、罠わなであったとしても。

　ゲートの向こうに、一号機は足を踏ふみ入れる。ドーム状の空間が、広がっていた。

　そしてその中心にたたずむ、二機のＡＳ。大破し、崩くずれ落ちた〈シグマ〉の機体と、傲ごう然ぜんと見下ろす一ツ目の機影。

『遅おそかったな』

　通信機から聞こえる、低い声。ミハイロフの〈レガトゥス〉が、こちらを向いた。

「ロニーさん……」

『き、気をつけろ、オシラ４……こいつは、強い』

　途と切ぎれ途切れの通信だが、ロニーの言葉はしっかりしていた。安あん堵どした達哉は、〈ケントゥリア〉へと向き合う。

「────」

『…………』

　言葉は、不要だった。

　達哉が今までミハイロフと渡わたり合ったのは、マランパ、アデン湾わん、ガルナスタン、アフガニスタンの都合四度だ。一度は完敗し、一度は撃げき退たい、後の二度は水入りの引き分けとなっている。

（いい加減、腐くされ縁えんだよな）

　今度こそ、決着をつける。おそらくは相手も、同じ覚かく悟ごを期していることだろう。それくらいは、達哉にも分かった。

　静かに高まる闘とう志しのまま、達哉は操縦スティックを押しこんだ。左右の〈ドラゴンフライ〉を構える一号機に応じ、〈レガトゥス〉の一ツ目が赤く瞬またたく。

　決戦が、始まった。




　重々しいモーターの駆く動どう音と、一連なりになった途切れのない砲ほう声せい。弾だん幕まくを浴びた〈ケントゥリア〉が、ボロ切れのようになって吹ふっ飛とんだ。

「とりあえず、片づいたか」

　ピクリとも動かない敵機を見下ろし、アデリーナはつぶやく。

『あら、ご無事でしたかアデリーナさん』

　最後の〈ケントゥリア〉を斬きり捨てていた四号機の菊乃から、そう通信が入る。

「お前こそな」

　ややうんざりした感情が聞こえるよう、意図的に声を作ってみた。笑いを含んだ菊乃の声は、いつもと変わらなかったが。

「早く、タツヤたちと合流しなければ」

　アデリーナも菊乃も、脚あしを止めての防戦に専念していたわけではない。シェルターの深部に背を向けた状態で、後退と反撃を繰り返し、敵機を漸ぜん減げんしていったのだ。

『気に入りませんわね』

　通信機の向こうで、菊乃がそうつぶやく。

『何だか、手の平の上で遊ばれてるみたいです。こういう戦いは、どうにも面おも白しろくありません』

「戦況を、面白い面白くないで判断するな、馬ば鹿か者もの」

　そう菊乃を[image: しつ]しつ責せきするものの、アデリーナも全くの同感だった。状じよう況きようの主導権は、向こう側にあるのだから。

『つれないなあ、お嬢じようさん方』

　不意に通信へと割りこんできた、第三者の声。二機の〈レイヴン〉は、弾はじかれたように散開した。

　通路の向こうから、新たな機き影えいが姿を現す。やや装そう飾しよく過か剰じように見えるその姿と、今の声は、間ま違ちがいない──

「〈レガトゥス〉……オルカンか」

『あらまあ、いきなりですわね』

　やや気の抜ぬけた声でそう言いながら、菊乃の四号機がゆらりと前に出た。無造作に下げられた左右の両刀と、気負いのない足捌さばきには、一いち分ぶの隙すきもない。

　その背後でアデリーナの二号機も、ガトリング砲を構え直す。

『怖こわいなあ。せっかくエスコートしにきたってのにさあ』

『でしたらもう少し、気の利きいた言葉をくださいませんと。そんな口説き文句では、その気になれませんわ』

「いい加減にしろ、お前ら」

　そう低い声でうなりつつ、アデリーナは菊乃とアイコンタクトを交かわす。いや、実際に眼を合わせたわけではないが。

（殺すなよ）

（分かっております）

　言葉にはしないものの、わずかな仕草で互たがいの意志は伝わった。

　ことＡＳ同士の白兵戦せん闘とうにおいて、菊乃の技量はずば抜けている。必殺の単分子カッターを振ふるいながらも、その剣けんはまさに活殺自在。この状況でオルカンを無力化して捕とらえるには、最適の要員だ。

　ならば現状でアデリーナの役割は、菊乃の技量を十全に活いかすため、サポートに徹てつすることである。

『おいおい、ずいぶんと勝手な皮算──よう!?』

　オルカンの声が、驚きよう愕がくに引きつった。身を低くした菊乃の四号機が、弾丸の速度で踏みこんだのだ。

『御首級みしるし、頂ちよう戴だい──ですわ』

『ちょ！　空気読んでよ！』

　ある意味では最大限に、空気を読んだ一撃だった。左右からほぼ同時に繰り出された四号機の刃やいばは、まるで獣けものの顎あごのように、〈トゥリヌス〉の首を狙ねらう。

（相変わらず、間を盗ぬすむのが上う手まい）

　感かん嘆たん半分、呆あきれ半分で、アデリーナも〈トゥリヌス〉を照準した。




「不覚を取った」

　そしてまたユースフの〈レイヴン〉三号機はその時、かつてない窮きゆう地ちに追いこまれつつあった。

　現在地は地下シェルターの格納庫、三号機の周りを囲む十数機の〈ケントゥリア〉に、ユースフは呻うめく。

「〈ケントゥリア〉、まさかここまで仕上がっていたとはな……」

　インペリウム・ネットワークによって高度に統制された、一糸乱れぬ集団戦闘こそが、〈ケントゥリア〉の強みである。全体が一つの群体、あるいは個体であるかのように、機能する。

　だからこそ、そのネットワークを攪かく乱らんする三号機の電子戦能力は、〈ケントゥリア〉に対する切り札となるはずだった。だが──

「信じられぬ」

　三号機の仕し掛かけた電子戦により、〈ケントゥリア〉各機体間の電子的ネットワークは寸断されている。にもかかわらずその連れん携けいには、いささかの綻ほころびもない。

　理由は明白だった。

　一機の〈ケントゥリア〉が右手で単分子カッターを構えるのと同時に、左手をごく軽く振ふった。それを見た三機の〈ケントゥリア〉は、各々が手にしたライフルの火線を、三号機へと集中する。

　危あやうく十字砲火に晒さらされかけ、三号機は回かい避ひに専念することを強しいられる。まさにその瞬しゆん間かんを狙って、単分子カッターを構えた〈ケントゥリア〉が躍おどりかかってきた。

　反撃すらままならないまま、ユースフはひたすらに逃にげをうつ。機械の刃が左の肩かた口ぐちをかすめ、装そう甲こうの破は片へんが飛び散る。

　その損傷と引き替かえに、三号機は辛かろうじて距きよ離りを取った。激しく喘あえぐユースフの周囲で、〈ケントゥリア〉は再び陣じんを敷しく。

（こやつら、まことにただの機械なのか？）

　そう、今の〈ケントゥリア〉はネットワークによる相そう互ご連れん絡らくを封ふう殺さつされながらも、互いの仕草やハンドサインを通して、互いの意志──もはや、そう呼ぶしかないであろう──を伝え合っているのだ。

　考えてみれば、当然のことかもしれない。彼ら〈ケントゥリア〉は全にして個であり、かつ個にして全。言わば自分と全く同じ経験を積み、全く同じ思考をする分身に対して、身み振ぶり手振りで自分の考えを伝えるだけのことなのだから。

　こうなれば、三号機の個体戦闘能力の低さが仇あだになる。

〈レイヴン〉シリーズ各機の特とく徴ちようは高いペイロードにあるが、三号機はその大半を高度な電子兵装の搭とう載さいに費やしている。本来ならば〈ケントゥリア〉を封殺しうるはずだったそれが、逆に無効化されているのだ。

　アジャイル・スラスタは搭載しているものの、その推力・機動力は一号機に遠くおよばない。身を隠かくす不可視型のＥＣＳも、この状況では無意味だ。

『どうだい、お気に召めして頂いたかね』

　通信機からの声と同時に、眼前の空間が揺ゆらいだ。不可視型ＥＣＳを解除して現れたのは、単眼のＡＳ──〈レガトゥス〉である。

　癇かんに障さわるその声を、ユースフは知っていた。

「ヨナタン・クルピンスキーか」

　いつぞやの再現だった。

『君とその機体には、色々と引っかき回されたからね。こちらもそれなりの趣しゆ向こうでもてなしてみたけど、どうだね』

「中々の手並みであったよ。見事に芸を仕込んでいる」

『ははは、気に入ってもらえて光栄だよ。とは言ってもね、ここまで仕上げるのには色々と苦労と工く夫ふうがあってだね』

　クルピンスキーの笑い声が、通信機から殷いん々いんと響ひびく。嫌いやな笑い声だ、とユースフは思った。

　自分の絶対的な優位を確信した上で、安全な場所から敵手を見下ろす笑いだ。断じて、戦士のものではない。

『学習と経験の反復により、〈ケントゥリア〉は成長を続けていく。とは言っても、ここまで育ってくれたのも君たちのおかげでね』

「…………」

『いやはや全く、感謝してもしきれないよ。お礼代わりと言っては何だが、この性能を心ゆくまで堪たん能のうしていただきたい』

「なるほど、御ご高説は承うけたまわった、学士殿どの。では、お相しよう伴ばんに与あずかろうか」

『ははは、遠えん慮りよはいらな──』

　クルピンスキーの不快な声は、不意に途と絶だえた。

『な──』

　響きわたる砲声と共に、〈レガトゥス〉の機体がぐらりと傾かしぐ。

『な、なな──』

　片かた脚あしを吹き飛ばされた〈レガトゥス〉は、そのまま横転した。

『何だと!?』

「良き仕事だ、サミーラ」

　クルピンスキーの叫さけびをさらりと無視しながら、ユースフは腹心の部下たる乳兄妹きようだいを賞賛する。

『……恐きよう悦えつ至し極ごく』

『コラ、撃うったのはアタシだぞ!?』

　通信は、格納庫に潜せん入にゆうしていた〈シャドウ〉からのものである。自前のＥＣＳと、三号機の電子戦支し援えんによって、気づかれることなく忍しのびこんでいたのだ。

「学士殿、そなたに戦士としての心得があれば、このようなつまらぬ手にはかからなかったのだろうがな」

『クッ……』

　返ってきたのは言葉にならぬ呻きだけ。その代わりと言うべきか、残る〈ケントゥリア〉が一いつ斉せいに襲おそい来る。

「では、第二幕といこうか、サミーラよ」

『……仰おおせのままに、若』

『だからアタシを忘れるなーっ!!』




　　　　４




　跳ちよう躍やくした〈レガトゥス〉の背後で、プラズマの奔ほん流りゆうが輝かがやいた。

「なっ!?」

　全力のブースト加速で迫せまり来る敵機の姿に、達哉は目を剝むく。いかに広いとはいえ、ここはあくまで閉へい鎖さ空間のホール。アジャイル・スラスタの全力稼か動どうなど、自殺行こう為いに等しい。

　予想外の驚おどろきにより、達哉の動きはわずかに遅おくれた。結果としてミハイロフの先制攻こう撃げきは、言わば真正面からの奇き襲しゆうとなる。

　突とつ撃げきの勢いのまま、〈レガトゥス〉の単分子カッターが繰くり出される。達哉も右の〈ドラゴンフライ〉で迎むかえ撃つものの、先手を取られたその切っ先は鈍にぶい。

　一合──

　激しい衝しよう撃げきに、〈レイヴン〉一号機のコクピットは大きく揺さぶられる。

「ぐあっ！」

　悲鳴を押し殺しつつ、達哉は一号機の状じよう況きようを確かく認にんする。右の〈ドラゴンフライ〉が柄えの半ばから断たち切られたものの、機体自体に損傷はない。不幸中の幸いだ。

　問題は、むしろ──

「ミハイロフは!?」

　スラスタを一瞬だけ噴ふかせての急旋せん回かい。瞬時に背後へと向き直った一号機の光学センサは、スラスタ推進の勢いを止められず、そのまま外がい壁へきへと突つっこむ〈レガトゥス〉の姿を捉とらえていた。

　すでにスラスタの加速は止まっているものの、速度を殺し切れていない。だが続く〈レガトゥス〉の動きは、達哉の予想を完全に超こえてきた。

　外壁への激げき突とつの瞬間、〈レガトゥス〉はその機体を捻ひねり、一八〇度の回転を決めてみせたのだ。猫ねこか猿さるを思わせる柔じゆう軟なんさ、一〇メートル近い巨きよ体たいは、そのまま足の方から外壁へと着地する。

　第三世代型ＡＳの柔軟な関節構造と、高性能な衝撃吸収システムは、その衝撃に耐たえきった。全身をたわめた〈レガトゥス〉は、重力の見えない手に摑つかまれる寸前に全身のバネを解放、水平方向に跳躍する。

　そしてその背部で、再び点火するアジャイル・スラスタ。目指す獲え物ものは、当然ながら達哉の一号機。

「うそだろ!?」

　達哉から見れば時速三〇〇キロ以上の猛もうスピードで襲いかかってきた敵が、一瞬後には正反対の方向から跳はね返ってきたのだ。

　とっさに左脇わきの一〇式単分子カッターを引き抜ぬき、迎え撃つ。

　二合──

　話にならなかった。

　達哉の剣けん撃げきはまるで見けん当とう違ちがいな方向で空を切り、すれ違いざまに繰り出されたミハイロフの一撃は、一号機の左ひだり肩かたを深々と抉えぐっていた。

「ぐお！」

　耐えきれず横転した一号機のコクピットで、達哉は苦く悶もんする。

『どうした、この手の曲芸は貴様の領分だろう』

　軽かろやかに着地した〈レガトゥス〉から、そう通信が入る。

「勝手なこと、言いやがって」




　菊乃が繰り出した四号機の斬撃は、我ながら会心のものだった。

「あら？」

　だからその剣閃が空を切った時、意外の念を隠せない。

　見事な反応で後方へと跳躍した敵機──〈トゥリヌス〉は、トンボを切って距離を取りつつ、手にしたライフルを菊乃の四号機に向けた。

　マスケット銃じゆうを模した、本体と同様に装そう飾しよく過多の砲ほう身しん。ピタリと四号機に据すえられた砲門が、フルオートで火を噴く。

　さすがにマスケット銃同様の単発式ではなかったようだ。

「無ぶ粋すい、ですわね」

『そういう問題ではないだろう』

　通路の陰かげで遮しや蔽へいを取りつつ、興きよう醒ざめのため息をつく。そんな菊乃に、アデリーナからつっこみの通信が入った。

　彼女の二号機も、別のポイントで遮蔽を確保している。

「どういたします？」

『火力はわたしの方が上だ。頭を抑おさえるから突っこめ』

　わずかに時間を置いて、警告の言葉が続く。

『気をつけろよ。オルカンはともかく、あの〈トゥリヌス〉は厄やつ介かいだぞ』

「ええ。今ので大体、見えました」

　菊乃の声に、陰いん影えいが生じる。

「あの方ってば、達哉さんのコピーを、乗り回してらっしゃるんでしょう？」

『不ふ愉ゆ快かいなのか？　気持ちは分かるが、今は──』

「いえいえ、そんな。むしろ、感謝しているくらいですわ」

　菊乃の頰ほおが薄うす紅べに色いろに上気し、表情が陶とう然ぜんと蕩とろける。

「だってわたくし、結局のところ最さい期ごまで達哉さんとはイケませんでしたもの。こんな形とはいえその機会を与あたえてくださるなんて──ああ」

『…………そ、そうか』

　明らかに引いたアデリーナの声だったが、気を取り直したように続ける。

『何にせよ、仕し掛かけるぞ、菊乃──ＧＯ！』

　身を乗り出した二号機が、ガトリング砲ほうで猛もう然ぜんと応射する。叩たたきつけられる圧あつ倒とう的な火力に押しこまれ、オルカンの〈トゥリヌス〉も遮蔽を取ることを余よ儀ぎなくされた。

『今だ！』

「ええ！」

　二号機の弾だん幕まくが途絶えたまさにその瞬しゆん間かんを狙ねらい、四号機が躍おどり出た。絶ぜつ妙みようの連れん携けいで、〈トゥリヌス〉へと迫る。

『やるねえ。なら、これはどうだい!?』

　オルカンの言葉と同時に、〈トゥリヌス〉の右掌てのひらから、銀の光が走った。内部にマッスル・パッケージを内蔵し、それ自体が一個の生き物のように独立して駆く動どうする、機械仕掛けの鞭むち。

　その表面に植えこまれた、単分子カッターの刃やいばが唸うなった。鞭は蛇へびのようなしなやかさと素す早ばやさで、四号機へと躍りかかる。

　もし機体に絡からみつかれてしまえば、たとえ四号機の重装そう甲こうでも膾なますのように切り刻まれてしまうだろう。

　だが──

「つまらない小こ技わざですわね」

　物もの憂うげにつぶやくのと同時に、四号機の右手で一〇式単分子カッターが円の動きを描えがいた。迫り来る鞭を受け、流し、そして搦からめ捕とる。

　そのまま四号機は、鞭を巻き付かせたままの刃を、壁かべに突き立てる。わずか一手で菊乃は、鞭を封ふうじたのみならず〈トゥリヌス〉本体の動きまでも制していた。

『何だって!?』

『巧うまい！』

　驚きよう愕がくと賞賛の声も、菊乃の心には届かない。こんな技、彼女にとっては余りにも当然すぎる。

『く、くそ！』

　鞭をパージして動きの自由を取り戻もどした〈トゥリヌス〉が、単分子カッターを構えた。その思い切りの良い判断は、確かに達哉のそれにも似ているかもしれない。

　本人には、及およびもつかないが。

「いきますわよ」

　今は左手のみになった一刀を、改めて構え直す。そこから菊乃が繰り出したのは、わずかに三手。

　まずは左の片手打ち。鋭するどく、短く繰り出された斬ざん撃げきを、〈トゥリヌス〉は単分子カッターで防ぐ。

　否いな、菊乃が防がせたのだ。

「しっ」

　そのまま流れるような動きで繰り出された右の肘ひじ打うちを、〈トゥリヌス〉の肩かた口ぐちに叩きこむ。人間同士ならば確実に鎖さ骨こつを折ったであろう一撃を食らい、〈トゥリヌス〉の機体が大きく揺ゆれた。

　おそらくコクピットのオペレータは、いい具合にシェイクされていることだろう。

　最後は足あし払ばらい。四号機の巨体が沈しずみこみ、太い脚あしが床ゆか面めんギリギリの円えん弧こを描く。両足を揃そろって刈かり取られた〈トゥリヌス〉は、そのまま無様に横転した。

「詰つみ、ですわね」

　倒たおれた〈トゥリヌス〉のコクピットに単分子カッターの切っ先を突きつけ、菊乃は物憂げにそう言った。

「やはり、詰まりません。いくらそのお人形さんが達哉さんを模した名馬でも、乗り手のあなたが三流では何の意味もないではありませんか」

『あまり、そう言わないでくれよ。キクノさん、だっけ？』

　通信機から聞こえるオルカンの声が、不意に変わった。したたるような毒を秘ひめ、菊乃の耳じ朶だに囁ささやきかける。

『君の弟クンが、悲しむかもよ』

「……旭あきらが、何ですって」

　突きつけた剣けん尖せんに、必要以上の力がこもる。

「答えなさい、その機体と旭に、一体何の関かかわりが──」

『だってクルピンスキー氏によると、こいつが目覚めた原因ってのがさ、君の弟クンを撃うち殺したことらしいし』

「────」

　瞬間、菊乃の心の中でありとあらゆる感情が荒あれ狂くるい──そして台風の目のような静せい寂じやくが訪おとずれた。

「あなた、死にたいんですか」

　そう告げつつ、単分子カッターを両手で構え直し、大上段に振ふりかぶる。機体ごとオペレータを両断しようとする、必殺の型。

　その時──

『危ないキクノ!!』

「え？」

　アデリーナの警告。

〈トゥリヌス〉の左掌から、菊乃の死角へと伸びていたもう一本の鞭が、四号機の背後を狙って躍りかかる。

『もらった！』

　オルカンの歓かん声せいが、響ひびいた。




　長大な狙そ撃げき砲ほうを抱かかえ、サミーラの〈シャドウ〉は戦場を駆かける。

　閉へい鎖さ空間での乱戦という戦せん況きようは、狙そ撃げき仕様の機体には向いていない。だがその中にあってサミーラは巧たくみに機体を操あやつり、狙撃のポジションを確保していた。

　同時に、機体のコントロールを後席のクララに回す。

「……任せる」

「おうよ！」

　威い勢せいのいい声と共に、クララはデータグローブに包まれた両手で、トリガーを引く動作を取った。

　発砲。

　サミーラの目には、クララがろくに狙いをつけていないように見えた。そのまま、ごく無造作に狙撃砲の徹てつ甲こう弾だんが放たれる。

　だがその一撃は、まるで針の穴を通すような正確さで、標的の〈ケントゥリア〉を射い貫ぬいていた。

「うし、チェンジだサミーラ!!」

「……了りよう解かい」

　そうクララが言うなり〈シャドウ〉の機体のコントロールが、サミーラへと瞬時に戻された。同時にサミーラは、コクピットのペダルを踏ふみこむ。

　跳ちよう躍やくした〈シャドウ〉は、殺さつ到とうしてきた〈ケントゥリア〉の攻こう撃げきから、辛かろうじて身をかわした。

「……次」

　ほぼ同時にユースフの〈レイヴン〉三号機から通信が入った。ＨＵＤの表示に、次のターゲットが指定される。

　正直、相当に厳しいタイミングだ。

「いけるかよ？」

「……愚ぐ問もん」

　だがクララの問いに、サミーラはきっぱりとそう答えた。

　いまだに、敵の数は多い。その劣れつ勢せいの中、ユースフは正面から〈ケントゥリア〉と斬きり結びつつ、サミーラたちに的確な指示を飛ばしてきているのだ。それに答えられずして、何の忠義だろうか。

（……不ふ甲が斐いない）

　同時に、忸じく怩じたる思いが胸を過よぎる。

　今の自分は、本来ならば身を挺ていして守るべき主君を矢や面おもてに立たせている。そしてその背後から、敵を狙い撃っているのだ。
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　しかもその狙撃は、いまだ幼いクララに任せっきりにしている。今の自分は、単なる御ぎよ者しやに過ぎない。

（……否）

　負の方向に傾かたむきかける意識を、繫つなぎ止める。

（……私は、リーナでも、キクノでもない）

　今の自分は、彼女たちのように強くない。彼女たちのように、愛いとしい男ひ性とと肩かたを並べて戦うことはできない。

　だが、それでいい。

　今は、それでいい。

「ユー・ハブ・コントロール」

「アイ・ハブ・コントロール」

　二心一体のＡＳは、戦場を駆けた。構えた狙撃砲の砲門が、ついに〈レガトゥス〉の機き影えいを捉とらえる。

　撃ち減らされた〈ケントゥリア〉の一機が、射線に割りこもうとする。指揮官機の盾となる心づもりだろう。

（……問題ない）

　三号機の位置を確認し、サミーラは心中でつぶやく。たとえ〈シャドウ〉の一射が防がれても、その隙すきをユースフがつけるポジションだ。空いた隙間を、彼女の主あるじによる追撃が確実に埋うめる。

　これで、詰みだ。

「くたばりな！」

　罵ば声せいと共に、背後のクララがトリガーを引いた。




　互たがいのアジャイル・スラスタを駆動させつつ、〈レイヴン〉一号機とミハイロフの〈レガトゥス〉はぶつかり合う。

　互いに繰くり出し合う、単分子カッターの刃。両機ともスラスタは移動でなく、あくまで繰り出す斬撃の加速にのみ用いている。

　斬る、受ける、突つく、弾はじく、薙なぐ、捌さばく──各おの々おのの一撃が機体をかすめ、大破・致ち命めい傷しように至らぬまでも損傷が積み重なっていく。

（そうだ、それでいい）

　だがそんな状じよう況きようでありながら〈レガトゥス〉のコクピットで、ミハイロフは我知らず笑っていた。

　自分がこう攻せめれば、相手はこう返す、それを自分はこう防ぐ、その上で──互いの手を数手先、十数手先、数十手先まで読み合い、一いつ髪ぱつ千せん鈞きんの駆け引きは続く。まるでチェスのような。

　まるで、機体を透とう過かして相手の息づかいや鼓こ動どうさえ、聞き取れるかのようだ。

「お前はどうなのだ、イチノセ・タツヤ」

　燃え立つような熱い戦意の昂こう揚ようと、底冷えするような死の恐きよう怖ふが交こう叉さする、この瞬しゆん間かん。だが終わりは、唐とう突とつに訪おとずれた。

　左手に逆手で構えた単分子カッターを、全速で振り抜ぬく。否いな──わずかに反応が鈍にぶい。先ほど肩口をかすめた〈ドラゴンフライ〉の刺し突とつが、それをもたらしていた。

　ごくわずかな隙を、達哉は、そして〈レイヴン〉は、見み逃のがさなかった。

　一号機の単分子カッターが下段から跳はね上がり、〈レガトゥス〉の斬撃を撥はね返した。その勢いで押され、機体そのものが上方に伸のび上がった。

「しまった！」

『おおおおお!!』

　一号機のアジャイル・スラスタが、全力で咆ほう吼こうした。爆ばく発はつ的な推力と速度を得た一号機は、肩かた口ぐちから〈レガトゥス〉の無防備に晒さらされた胴どうへとぶちあたる。

　強きよう烈れつなタックルを浴びせられ、〈レガトゥス〉のコクピットは大きく揺ゆさぶられる。ミハイロフすら、一瞬だけ意識が飛びかけた。

　だが〈レイヴン〉は、それだけで終わらない。〈レガトゥス〉の機体をホールドすると、まるで相撲すもうの寄り切りのような姿勢で、加速を続ける。

〈レガトゥス〉背後の、外がい壁へきを目がけて。

「貴様、まさか──」

『そのまさかだよ!!』

　激げき突とつ！

　先ほどのタックルに倍する衝しよう撃げきが、ミハイロフを襲おそった。正面の一号機と背後の外壁にサンドイッチされ、〈レガトゥス〉の機体が悲鳴を上げる。

　自じ爆ばく覚かく悟ごの突とつ貫かんを決めた、〈レイヴン〉の被ひ害がいも甚じん大だいだった。だが、機体はまだ動いている。左手で保持した散さん弾だん砲ほうが、半ば死に体となった〈レガトゥス〉のコクピットへと突き立てられた。

　コクピットのスクリーン一いつ杯ぱいに、散弾砲の黒々とした砲門が映し出される。

「見事だ」

　静かにつぶやいたミハイロフは、ただその時を待った。




　自らが打った起死回生の一手に、オルカンは歯を剝むき出して笑った。

　四号機の背後から躍おどりかかる〈トゥリヌス〉の鞭むちは、単分子カッターの切っ先でその重装そう甲こうを易やす々やすと──

『それが、あなたの奥の手ですか？』

「え？」

　振り向きもしないまま、四号機は手首を捻ひねった。一転した一〇式単分子カッターが、鞭の先せん端たんを易々と斬きり飛ばす。

　逆転を狙ねらった鞭は虚むなしく床ゆかに落ちた。

『まさかあの程度の舌先で、わたくしの心が揺らぐとでも思ったのですか？　舐なめられたものですね』

　答える菊乃の声は、とてもとても穏おだやかだった。

『あの時わたくしは、自分の手で旭を撃うったのですよ？　それをいまさら、あの子の名前を出された程度でうろたえるとでも？』

　もっとも穏やかさの下で煮にえたぎる灼しやく熱ねつの感情は、オルカンにさえ容た易やすく理解することができたが。

『不ふ愉ゆ快かいです──死んで』

『止めろ！　キクノ!!』

　アデリーナの制止を無視し、菊乃の一刀が振ふり下ろされる。今のオルカンには、それをなすすべもなく見ることしかできない。

（イヤだ──）

〈トゥリヌス〉のコクピットを正確に狙う刃やいばの軌き跡せきが、妙みようにゆっくりと、オルカンの網もう膜まくに焼きついた。

（イヤだ──）

　庇かばうように、弱々しく、〈トゥリヌス〉の両りよう腕うでを掲かかげる。全く何の防ぼう御ぎよにもなっていない、滑こつ稽けいで無意味な仕草。

「イヤだ、死にたくない！」

　身も蓋ふたもない、恐怖の叫さけび。

　その瞬間、世界は変わった。

「…………え？」

『な──何なのですか、これは!?』

　菊乃のあげる、驚きよう愕がくと不ふ審しんの叫び。だが当のオルカン自身が、予期せぬ出来事に脳を停止させていた。

　振り下ろされた〈レイヴン〉四号機の単分子カッターを、何かが受け止めていた。

　無力に掲げられた〈トゥリヌス〉の両手。機械仕じ掛かけの刃はその寸前で、触ふれることすらできず制止している。

　これは一体──

「……盾たて？」

　つぶやいた途と端たん、オルカンの頭の芯しんがずきんと痛んだ。同時に自らの言葉が呼び水となり、脳のう裏りに鮮せん明めいなイメージが構築される。

　それは、盾だった。

　目に見えない、だがこの世のいかなる物質をも防ぐ、最強の盾。今〈トゥリヌス〉の両手にあるそれが、四号機の一刀を防いだのだと。

　そのまま、押し返す。

『あ──あああ!?』

　虚しく駆く動どうしていた単分子カッターが、バラバラに解体された。いや、それだけではない。柄つかを握にぎる両手が、手首が、前腕が、肘ひじが──四号機の太い両腕自体が、微み塵じんに砕くだけ散っていく。

『あああああああ──』

　菊乃の悲鳴が、不意に途と絶だえた。

　四号機のぶ厚く強きよう靭じんな正面装甲が、まるでブリキの玩具おもちやであるかのように、歪ゆがみ、そして軋きしむ。

　一四トンを超こえる重量級の機体が軽々と宙に舞まい、そして落下した。それっきり、ピクリとも動かなくなる。

『……何をした、貴様？』

　ゆらりと立ち上がった〈トゥリヌス〉とオルカンに、アデリーナがそう呼びかけた。だがオルカンは、沈ちん黙もくを守り続ける。

　答えないのではない。オルカン自身、答えられないのだ。

『言え！　何をしたのだ!?』

　分からない、分からない、分からない。

　一体、何が起こったのか。自分が、あるいは〈トゥリヌス〉が何をしたのか、オルカンにはさっぱり分からない。

　だが、それでも──

　それ以上の問答はせず、アデリーナはガトリング砲を撃ち放つ。

　何をすればいいのかだけは、なぜか分かった。

　だからオルカンは、それを実行した。




「お──おおおおお!?」

　その情景をクルピンスキーは、〈レガトゥス〉のコクピットで確かに観測した。

　彼に向かって火を噴ふいた、〈シャドウ〉の狙そ撃げき砲ほう。盾となって射線に割りこんだ、〈ケントゥリア〉。

　なすすべもなく撃ち倒たおされるはずの無人機は──だが、いまだ健在だった。その眼前で徹てつ甲こう弾だんが、完全に停止している。

　一いつ切さいの物理法則を無視した情景に、周囲の時が凍こおりついた。

『な、何の手て妻づまだ!?』

　あからさまな動どう揺ようの声を上げつつも、ユースフの行動は的確だった。三号機は巧たくみなスラスタ機動で〈レガトゥス〉の横合いにつけつつ、手にしたライフルをフルオートで掃そう射しやする。

　だが、結果は同じだった。

　先ほどとは別の〈ケントゥリア〉が、〈レガトゥス〉の盾となって立ち塞ふさがる。ただそれだけで撒まき散らされた三七ミリ弾だんは、一切のベクトルを奪うばわれて、何もない虚こ空くうに制止する。

「来た──来た来た来た来た」

　いまやクルピンスキーの意識には、そういった周囲の情景すら存在しない。インペリウム・ネットワークを介かいし、オルカンの〈トゥリヌス〉から転送されてきた数字の羅ら列れつが、彼の脳に焼きついていた。

　ただひたすら、彼の求めて止やまない、そしてようやく至った解の一いつ端たんを、追い続ける。

「ようやくだ。そう、ようやくなのだよ」

　至高の歓かん喜きと至福の中、クルピンスキーの声は跳ね上がる。

「やはり、君たちは最高だよ！　イチノセ・タツヤくん！　それにオルカン・アタエフくん！」




「なぜ、撃たん」

　そうミハイロフは、尋たずねた。突つきつけられた散弾砲は、いまだに沈黙を保っている。弾たま切ぎれ、という訳ではあるまい。それならばいくらでも代だい替たいの手段はある。

「情けをかけたつもりか？　それとも──」

『……そういうのじゃ、ねえよ』

　一号機から、通信が返ってきた。ひどくいやそうな、憮ぶ然ぜんとした達哉の声。

『俺はただ、借りを返しただけだ』

「借りだと？」

　怪け訝げんそうに、ミハイロフは言った。彼と達哉の間に、貸し借りのような関係は存在していないはずだが。

『リーナから聞いたけどよ、あんたあいつを助けたんだろ？　その分の、借りだ』

「…………」

　一瞬、意味が分からなかった。

「……は、はは」

　そしてようやく意味が分かった途端、ミハイロフは思いっきり笑い出した。

「ははははははは!!」

『笑ってんじゃねえよ』

　達哉の言葉も、ミハイロフには聞こえない。ただひたすらに、笑い転げる。

「馬ば鹿かか、貴様は」

『分かっているよ、それくらい』
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　ここまでどっぷりと戦争に使ってなお、こんな綺き麗れい事を口にするのか。その甘さが滑稽で、だが不快ではなかった。

「そうだな──」

　不意に笑いを止め、ミハイロフは言った。

「俺の、負けだ」

　その瞬しゆん間かん──耳をつんざく不快でけたたましい笑い声が、通信機から響ひびいた。




「この声──オルカンか？」

　精神を揺ゆさぶる不安定な声は、達哉の内面を搔かきむしった。

　と、ドームの入り口の一つが開く。現れたＡＳの姿に、達哉は驚おどろいた。

「そいつが、〈トゥリヌス〉か」

『そうだよ。久しぶりだね、タツヤ』

　馬ば鹿か丁てい寧ねいに一礼する〈トゥリヌス〉。その動きは必要以上に人間的で、そして不気味かつ滑稽だった。

『ミハイロフ社長も、存外だらしないなあ。ま、おかげで僕にステージが回ってきたんだけどね』

　言うなり〈トゥリヌス〉が、手にしたライフルをこちらに向けた。だがその砲門が捉とらえているのは、達哉と一号機ではない。

『何のつもりだ？』

　ミハイロフの〈レガトゥス〉を、ぴたりと照準していた。

『何のつもりだって？　決まっているじゃないか』

　調子外れの笑い声が、一ひと際きわ甲かん高だかく響きわたる。

『用済みのロートルには、とっとと退場してもらわないとね!!』

『ガキが……』

　ミハイロフの声が、低く響く。〈トゥリヌス〉のライフルが火を噴くのと同時に〈レガトゥス〉が動いた。

　静かに、だが驚くべき迅じん速そくさで。

　床ゆか面めんギリギリの低い姿勢、地を這はう蛇へびのしなやかさで、瞬時に〈トゥリヌス〉の足元へと転がりこむ。

　そのまま一転して上方へと躍おどり上がる。無言のまま繰くり出されるその毒どく牙が──もとい手にした単分子カッターが狙ねらうのは、〈トゥリヌス〉のコクピットブロックだ。

　あまりにも鮮あざやかな正面からの奇き襲しゆうに、達哉もオルカンも反応しきれない──かに見えた。だが……

『────!?』

「何だ、ありゃ？」

　その情景に、達哉は平板な声を出すことしかできなかった。

〈レガトゥス〉の機体が、宙を舞まっていた。〈トゥリヌス〉に斬きりつけた次の瞬間、軽々と吹っ飛とばされたのだ。

　対する〈トゥリヌス〉は、何もしていなかった。

　回かい避ひも、防ぼう御ぎよも、反はん撃げきも、一切の機動マニユーバを取らず、ただ棒立ちになっていただけ。それにもかかわらず、攻こう撃げきを仕掛けた〈レガトゥス〉が吹き飛ばされた。

　少なくとも達哉の目には、そうとしか見えなかった。

「ミ……ミハイロフ？」

　床面に叩たたきつけられた〈レガトゥス〉は、完全に動作を停止している。オペレータの生死すら不明だ。

　それを見て、達哉はようやく我に返った。

「オルカン、お前、何をした？」

『さあ、何だろうねえ』

　声に含ふくまれた毒のような悪意に、達哉は凍りつく。

『さて、まだ時間はたっぷりあるんだ。遊ぼうじゃないか、タツヤ』
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　その一部始終を『彼』は見ていた。

　繰くり手の拙つたない手た綱づな捌さばきに合わせ、鋼はがねの肉体を躍やく動どうさせる。目の前の敵機はあからさまな動どう揺ようを見せつつ、懸けん命めいの回避機動で『彼』の一撃から逃のがれる。

　そのあがきが『彼』にとっては酷ひどく滑こつ稽けいで、同時に腹立たしかった。

（いらない──）

　アレは、『彼』にとって殻からだ。

　その殻を突き崩くずすことによって初めて『彼』は、外界へと巣立つことができる。

（たりない──）

　だが、それだけでは満たされない。真の自己を確立するためには、単にアレを抹まつ消しようするだけでは不可能だ。

　アレの周囲を、取り巻く世界そのものを──

『彼』は戦せん闘とうの傍かたわら演算機能の一部を割さき、それらのデータを確かく認にんする。

（アデリーナ・アレクサンドロヴナ・ケレンスカヤ）

（クララ・マオ）

（ユースフ・ビン・ムハンマド・ビン・カーリム・アル・ケートリー）

（三さん条じよう菊きく乃の）

（Ｄ．ダーナ・Ｏ．オシー・Ｍ．ミリタリー・Ｓ．サービス）

　そして──

　記き憶おく領域の映像を更こう新しんする。リアルタイムで撮さつ影えいされた衛星写真だ。このガルナバシュから東におよそ七〇〇〇キロ、日本の首都東京の片かた隅すみが映し出されている。

　何の変へん哲てつもない、古びた小さな建設会社だ。土場にはトラックや各種の重機が、雑然と停められている。

　その敷しき地ちをゆっくりと歩く、制服姿の少女──

（市いち之の瀬せ建設）

（市之瀬由ゆ加か里り）

　それらの全すべてを拒きよ絶ぜつし、拒きよ否ひし、破は壊かいせねば。

　そうやって初めて『彼』は、真なる『彼』たりえるのだから。








あとがき









　祝！　谷たに甲こう州しゆう氏の航空宇宙軍史シリーズ復活!!

　その名も『コロンビア・ゼロ　──新・航空宇宙軍史』──実に二二年ぶりの新刊が、満を持しての出版です。

　うわあ、すげえ楽しみ。

　ハードＳＦとしても仮想戦記小説としてもポリティカル・フィクションとしても、一級の作品ですし。旧シリーズ以来のファンとしては、今から楽しみでなりません。

　新シリーズ開始の機会に、旧シリーズの復刊もしてくれるとありがたいですね。手元の文庫本も、ちょっと年季が入りすぎてまして。今でも電子書しよ籍せきならありますけど、やっぱり紙の本として手元に持っていたいですし。

　などと言っている間に、発売日がやって来ました。手元には待ち望んでいた新刊。さあ、読むぞ！




　……今書いてる短編の原げん稿こうが終わったら、ですが。いや、本当に締しめ切きりギリギリのタイミングなんですよ。

　全部、一一巻の日程を遅おくらせた僕のせいなんですが。




　今回、この一一巻の原稿は遅れに遅れました。結局、従来の半年ペースから、一ひと月つき遅れることに。まことに申しわけありません。

　やはり話が終しゆう盤ばんに、そしてクライマックスへと向かううちに、どうしても筆が鈍にぶってしまいまして。話は盛り上がっているのか、広げた風ふ呂ろ敷しきは畳たためているか、登場人物は自分の道を進めているか、etc.……

　特に達たつ哉やとリーナの例のシーンが難産でした。一体何度、書き直したことか。賀が東とう先生によりますと、僕のそういった方面のセンスは『昭和』なのだそうです。

　……昭和ってなに？（汗あせ）

　ただ一一巻を書き上げた今、ようやくこの『フルメタル・パニック！　アナザー』という物語が何なのか、分かった気がします。

　いや、書いている作者自身がこんなことを言うのもあれですが、本当にそうなんですよ。そういうものなんです。




　フルメタアナザーは一巻の刊行から、あと少しで丸四年──早いものです。アナザーという話の流れも、当初の予定からは大きく変わりました。

　そして今回、ついに○○○・○○○○の登場です！　本編以来のファンの皆みな様さま、どうだったでしょうか？

　フルメタ世界の象しよう徴ちようとも言うべきこのオーバーテクノロジー、この期におよんでエンジンにニトロをぶちこんだ気分です。

　とはいえ、こうなればあとはもう騎き虎この勢い、フルスロットルでブッ飛ばすだけ──一二巻での完結というゴールに向かって。




　さて、そろそろ紙数も尽つきてきました。

　いつも通りで恐きよう縮しゆくですが、最後まで読んでくださった読者の皆様にお礼を申し上げ、筆をおかせていただきます。

　ありがとうございました。





二〇一五年八月　大おお黒くろ尚なお人と










解説









　シリーズもそろそろ終しゆう盤ばんにさしかかって参りました。何度もこの解説（？）で触ふれている通り、元はフルメタに登場するメカのバリエーションで遊んでみよう………というくらいの話だったこの企き画かく。思えば遠くに来たものです。

　フルメタというシリーズが始まったのは九八年。とうとう一七年もたってしまったわけなのですが、あいにくロボット技術はまだまだ歩行もままならない様子です。不整地を歩行したり、横から蹴けり飛ばされたりしても転ばないロボットは何年も前に話題になっていますが、この作品のＡＳみたいに何の不自由もなく移動できるようになるには、まだまだ時間がかかりそうな予感です。

　アメリカ軍は空母から離り発はつ着ちやくできる無人機なんかまで試作していますが、記事を読んだ限りでは、まだまだ実用化にはたくさんのハードルがあるようですね。空を飛ぶロボットですらこんなに大変なわけですから、はるかに複雑な環かん境きようの『地上』を無人で行動できるロボットなんて、もう何十年かかることやら、なんて思ったりもします。

　ところがアニメやゲームなどでは、こういう『巨きよ大だいロボット』が出てくることに何の抵てい抗こうもありません。自分自身もそうでして、全高八メートルのロボットが何不自由なく行動できることに、まったく不自然さを感じないのです。思えば自分も物心がついたころには、アニメのロボット（マジンガーＺとかコンバトラーＶだとか）が普ふ通つうにあって、それが当然だと思っていた最初の世代だったのかもしれません。

　しかも自分は一〇代前半から後半にかけての思春期のころに、八〇年代前半のロボットものが爆ばく発はつ的てきに進化した、いわゆる『リアル系ロボットのブーム』が直ちよく撃げきした世代です。小学生のころまでは、いまでいったらスーパー戦隊みたいなロボットが当たり前だったのに、ほんの二～三年でガンダムやマクロス、そしてボトムズが登場したものですから、ロボットに対しての感性がおかしくなってしまったのも無理からぬことです。思春期の微び妙みような知識レベルのころに、大人から『いや、案外、こういうロボなら実在できるかもよ!?』と説得されてしまったわけです。そりゃもう信じます。けっこう、ホントにあるんじゃないかと頭の片かた隅すみで思ったりもしています。それから三〇年もたっているのに、まだそんな気分でいます。

　実はアラフォー世代のおっさんには、こういう調子で感性をこじらせた人（もちろん賀が東とうも含ふくむ）が山ほどいまして、いまの若い人の中の、メカに興味がない人たちから『ロボットものとか、わけわかんねーし！』とか言われると、妙みように困こん惑わくしたり落ち込んだりします。『え!?　だって……男の子でしょ？　ロボットもの、好きでしょ!?　違ちがうの!?　ごめん、おじさん、わからなかった……。ホント、ごめん……』と。

　うーむ、なんなんでしょうね、あの感覚は。

　たぶん賀東よりもっと前の世代の方々も、似たような経験があったのではないかなあ、とも思ったりします。それがロボットじゃなくて、戦車だったり戦せん艦かんだったり宇宙船だったり、いろいろあったのでしょう。

　ロボットものの黄昏たそがれをぼやいてる？

　いや、実はぜんぜん違う！

　別に泣き言じゃないんですよ！

　ただ、きのう編集部の打ち合わせ行った帰り道に、ふらっと寄ってみたプラモ屋さんのガンプラコーナーで、大学生くらいのカップルがいて、『なんかよくわかんなーい』とか女の方がぼやいてて、男の方が『うん。俺もよくわかんないけどさー。あはは……』とか苦しそうに調子を会わせてる現場を見てしまったんですよ！

　ええ。賀東としては、その女の胸ぐらをつかんで『てめえ、このクソアマ、もう一回言ってみやがれ！　よくわかるまで百回ガンプラの歴史を教えてやるぞ。それから男！　貴様も貴様だ。ふがいない。こんな女に調子あわせてるんじゃねえ！　いますぐ別れろ！　別れやがれ！　もし結けつ婚こんしたら、この女はおまえが出勤中にガンプラを捨てるぞ!?　絶対捨てるぞ！　はやく目を覚ますんだ!?』とか怒ど鳴なりたいところだったんですけど、もちろん我が慢まんしました。普通のオタク男子と同様に、やや肩かたをすぼめ、うなだれて、静かに、紳しん士し的にその売場を離はなれました。

　そしてモヤモヤした気持ちを発散するために、こんな場所で、賀東招しよう二じという立場を利用して、あれこれぶちまけているわけなんですよ！

　はい、すみません！　つまりただのグチです！

　でも俺は譲ゆずらない。あのカップルに災いあれ！

　……失礼しました。ちょっとは作品の話をしましょう。

　このシリーズでは禁じ手にしてきた設定──不思議ドライバなんかにも、とうとう手を出してしまいました。でもまあ、いいじゃないのー、クライマックスだし、盛り上げとこうよ！　なんてテキトーな理由です。いちおう理り屈くつは考えてるから、なま暖かい目で見守ってください！

　それでは！　ホセこと大おお黒くろくんにエールをお願いします！





二〇一五年八月　賀東招二
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